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忍絡湾におけるホソメコソプの雌性配偶体と胞子体

阪 井 与志雄 ･船 野 隆

ObservatIOn On theFemaleGametophytesand theMICrOSCOPIC

SporophytesofLan7ilZaT･iareLigwSafrom

OshoroBay,Hokkaldo,Japan

YoshlOSAKAlandTakashiFUNANO

Thefemalegame(ophyteSandthernlCrOSCOptCSEX)rOphytesoELAllJLJZOnareELgJOSLZMlyabe
wereobservedlnnuteTlalcollectedFromOshoroJhyonDecember27lh,1962TheresultsObtalne(I
areasfolk)ws

I Am〉ng一heTnlCrOSOplCa]gaefoundtogetherwlththegerm)logsOfL.reLLgL'osa.thenuLn

specleSWerethosebek)nglngtOtheMyrlOnemataCeae..Vyr'o''emD SPp.

2 Thefemalegametophyteshavlng mJCrOS00plCSPOrOphyteSareroundcreeplng along the
surfacesofThetha)lLOfMelobeslOldeaeandonTOCks Theyshow multlCellularf)lamentoushah)I

(Flg 2,Flg 3B～ D, Flg 4A ～ a).whllesomeotLheTnareunlCellular(Flg 3F) These

morpholog,catcharacterlSllCSCO･nCldewIIh theresultsofcutlureexperlment5Carrledoutbylka'l
('21),Ueda('29)andKandaぐ46)

3 ThefertlllZedeggsdevelopIntomlCrOSCOplCSPOrOPhytesone■叩Ly00gOTl.a(FI昔S2-3)

ThlSEactcolnC.desw.ththeresultobtalnedbylkarL(Ic)and HasegawfL(unpubllShed) Btlt,the

emptyoogontarem糾nalthebaseofabout100-celledsporophyLes(Flg 3∫～K)

4 MICrOSCOPICSPOrOphyleShaveaboutthesamemorphologlCtllcharactersasthose､､･hlChwere

producedbyculLureeXperlmen(与OEIkar.(lc.)and Kanda(Ic). JnnaturalcondlLIOnS,however,

theappearaJICeOfThlZOldaltllamentsISlaterthanThoselnCulturecondltlOn A fel＼ rhlZOIdal

tLlaments(FIG 3M)Wereobservedwhenthelengthofthesporophyteswasapproxlnutely08nm

(approx loo-{elJed)

S EachcelloEtheTnlCrOS00P)CSIX)rOPhyleSIVhicharesnⅦllerthanthoseof20ieuedoneshas
LltN)utthesamedlmenSIOn.(3-10)×(4-12)J･lnthelaterstage.however,cellsoEthekn･erportLOnS

ofthethalllbecomelargeHhanthoseoftheupperp rbons,(12115)×(15-35)plndlmenSIOnThat

istosay,dlfEeren(iauonohlSSuebeglJIS.nthelo､verportlOnOfthesethalJ■

6 AtaboutLI∝kelledsporophytes,althe)overport】OnsorthethalllthelongltUdlnnlccll-

membranesarelormedin･lnlnCl,nedplanetothethallusっurlaces.whlChatlimesglVCSthe

lmpreSSIOnOfmu】t118yered-.ssueundermlCrOSCOPe(Flg3L～入1).

7 Evenln08mm lengthsporophytes,(requently,frond-bases00ns■stofon一yonecell,.Ttnd

theseLhalllareOnehyered(FLg 3M).

筆者らはホソメコl/ブの生掛 こついて数年米,忍路で■盤を行っているが,1962年12月,湾口の近くでコ

ンプの幼体が群生しているのを兄いだした｡

コソプの幼触ら滞 生していた場所はホソノコ./7'の着生帯で,この唖だけの群落を形成するところであ

り･今までの調査では他種のコ./プ料紙軌 まみられないJA所であった｡また.コソブの幼体と混生していた

&'J､な藻類は,いずれもコンプの幼体と区別することができた｡したがって,本報告のコソ7'の幼体はホソ
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メコl/プとした.

これらの海における自然の状態のホソノコソプの胞子体の形態.胞子体が附Bしている.+.ソノ-/7'の雌

性配偶体の形態を較絞し,非狩('21).Hlm('29),神田('46)らにより報告された室内培卓の桔iIとと比較検討

した｡これらの観察結果から海における臼然の状態のホソノコ'/プの雌性配偶体と,長谷川T･('63)が幼体

前期とした胞子体について,いくつかの知見なえたのでここに報告する｡

木論に入る前に,本報告を古くにあたって僅々御助言を賜わり.本文の御校閲を姫いた北大理学部山田幸

男故控に恕心から悠謝いたします､また.便々御便宜をあたえられた君臨漁Xt協同取合の方々,並びに北大

水産学部忍路隆海実験所山崎為麓氏に心から患謝いたします｡また有益な新村を提供して下さった北水研増

兼部良 f</谷川由康博i:に感謝いたします

材 料 と 方 法

観察の対如こしたホソノコソプの小さな胞子触ま1962年12月27rl忍輪帯の湾口に近い場所 (Flgl矢印)

で,干潮線下 20-40cm の深さから採取された｡ *tソメコン7'の胞子体は岩上にも為生していたが.材料

は無節石沢諜上のホソメコンプの胞子体が群4;している部分を前灰謙と共に小刀で刺離し実験裏に持ち棉り

分社した.

Fig.1 忍 路 肩

ホ′メコ/プの雄性配偶体と胞子体を採取したgi所は矢印で示した,

これらの石沢執 こ老生していろホソノコソプの胞子捗を解剖用針とJス{･石灰漠から切り離し.さらにコ

ソプの胞子体の下許に一軒7̂していた他の微小な誰僻を取除いて スライドグラスに移し海水で封じて生きた

まま観察し,あるいはダリセリソ･プレパラートにして観察の材料とした｡

得られた材料から はじめにホソノコソプの胞子体と混生していた数小な沫煩を粥ペ.さらに.+.ソノコL/

プの蝶性だ糾体と梅子体を顛敏捷でその形態を観察し,7ッべの捕両装置でこれらをスケッチし.ミクロメ

ーターで胞7一体および細胞の大きさをiPlり 同時に顛故鏡写丹鎌形も行った,
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ホソメコンプの胞子体と混生していた故小な書類

ホソノコソプの胞子体と溌生していた簾中な溢軌 1,いずれも Icm 術後から群鼓良的な大きさまでのも

のであり.珪藻塀,禄藻頼,褐藻類,紅葉堺が含まれていた,これらの謙炉の主なものは褐藻類中の MyrLか

nemaLaCeaeに属する .VyrtoJle/JlaSpP であった｡

これらの碓軌 ま次の通りである.

珪 藻 餅 Lyc'〃oJ･/･orLZSp,FILZ′′tヱChLt.SP
掠 謙 耕 Enteroll10rPJzasp

禍 謙 罰 .ll.yrLOJlelttETSpp

紅 等 淑 PorpJ･yrLTSp,RJ-odor/tor/0,･Sp

胞子体が附★していたホソメコンプのせ性配14体

ホソノコソブの胞f体をb'灰謙から分推したものは Flg3Aに

示す上うに.多くのものは政個の由子体がならん{･いるが,その基

部の神海は介兼物のため明敏でTL:いものが多かった｡この上うな基

部の介雑物を取除いたもののうちには Flg.2 (Flg3B,Flg4

A は Flg.2と同一の材料) のように数個の胞子体が基部の細胞

で遵らなっているものがあった (Flg3C,D,lTlg4B)o

Flg2に示すように胞子体の長下端に披く細掛tl個の細長

い中空の管状,あるいは事状をなしていた｡これは室内培養 (井符

'21,神田 '46) で確かめられている雌性配偶体の受併卵が押しだ

された空の生卵帯である｡

この中空の生卵掛 こ続く不規則に糸状に巡らなった細胞は雌性配

偶捗であり,その細胞内容物は豊吉であった｡

このホソノコ./プの蜂性定例触i多神海であり,基物上を瀬切し

ていたo Fig.2に示した4個の胞子体が附かしている雌性配仇体

では生卵器を含み 10細胞が遜らなって糸状をなし.細胞は円形,あ

るいは柄円形であった｡ この細胞の大きさは中空の生卵符を除き

(12--15)×(16･-22)JLであった｡

なお.Flg2のように雄性配偶体は明瞭でないが,2-4個の胞

子体が基部の雌性配仇体の上に連らtL:っていたものがあった (Flg

3C,D,Flg 4a)｡これらの雄性配偶体の形態も上述のものとは

Li一同じであった｡また縄に蝉細胞のものもみられた｡

ホソメコンプの胞子体

観察したホソノコソプの趣子体は始めから単独であったものか.

Fig.2 ホソノコンプの雄性剛的体
と胞子体

4個の胞子体が附かしている雌性

配偶体｡雌性配偶体は生卵番を含み

10細胞が避らなって糸状をなしてい
る｡

あるいは Fig3A の ように基部で連

らなった胞子体を単掛こ切り#したものである｡

なお.本報告そのものがホソノコソ7'の幼体前期についての記述であるが.胞子体を桝成する細胞敦によ

って項目を改めてある｡

1 r20偶瀬胞までのホソメコンプの胞子体

この時期の胞子体でも掛 こ小型のものは一列の細胞からなり,細胞は艮掛 こ広角の方向にだけ分裂し一列

に連らなっていたものが多かった｡Flg3A (矢印)の胞子体では7細胞であり,その全長は 52F･であっ

た,



しかし例外的に Flg3C(矢印)の鵜7一体のように 8細胞で,全如上38JLと小塾ではあるが,体の上
部の紳勤 ま長軸の方向に分裂していたものがあった｡

これらよりややステージの進んだ胞子体では,胞T･体の下部は.艮lかこqi角の方向に相喝が分裂している

が.上部の細砲は長軸のカ向にも分割していた (Flg2,Flg_3a,C,E,Flg4A,F)｡ これらの埴千

体の細胞数は10-20佃,全長は 70-100JL臣であった このように鞄f体が大きくなり細胞故が増すと.
胞子体は長軸の方r;･Jにも細胞分裂をしていた｡

この胞子棒の形態は坤状あるいは挺状であり,鞄千体の最下端に披く細胞は中空で細長い管状.あるいは

僻状をなしている生卵雅であり,この胞子休の細胞は7)形あるいは矩形をなしていた｡細胞の大きさは (3

-10)×(4-12)pであり,胞子体の下部の細胞はやや人きいが,上部の柵胞は小さかった｡

培題の結果 (非行 121,神田 '46){･は,ホソノコ/ブの胞子体の細胞款が数個から十数個になると.頼

子体の長基部の紹髄から糸状の仮取がみられるというが,これら自然状態の小さな拍子体では仮称 ま認めら

れなかった｡

2 f)20-100価8]胞までのホソメコンプの胞子体

鬼子体で細鞄款が約20-100個で全長が 0.3mm樫までのものでは,体の上部は2-4列の細胞,下部は

1-2列の神海からなっていた (Flg.3A,D,F～R;FL富_4a,D～ Fl しかし,この中で体の下部が

2列の細胞からなるものでも,その長基部は 1細為であったa

胞子体の形軌 ま上方にいくにしたがい拡がる映状あるいは匙状であり,その頂恥 i鈍円であったDこれら

の胞子体の最下矧 こ続く下の細胞は,細胞政が20個程までの胞子体でもみられたように中空で,管状あるい

は事状をなしている生卵解であった｡胞子体の下部の細胞は.長基部にある数個の細胞を除いて,色素休は

少ないが細胞は大きかったO胞子体の上部の細掛 土′j､さいが.色架体はrGであった｡その細胞は一般に方形

あるいは矩形で.大きさは胞子体の上部で (3-7)×(4-10)FAであるが,下部では (9-10)×(15-25)FLと大

きい｡また叔基部の数個の細胞は方形のものが多く.その大きさは (6-7)×(6-10)i,{･あった｡

これらの胞子体,特に細胞政が 100個Nl後で約 03mmGL:の大型の胞子体でさえも仮軌 i認められたか

つ!こ.

3 杓100-400中枢胞までのホソメコンプの胞子体

ホソノコ./プの浪子件で8胞数が 100-400個で全長約 08mm までのものでは,体の下部は 1-3列の

細胞かたかく競き.この上部は3-4列の細髄が胞子牛全長の/Z5->1まで炊いており,更にその上方は5-

10列の細泊が続いていた (Flg 3L ll,Fig4C,F),これらの晦千体のうち.体の下部が一列の細胞IC･

はなく2-3列からtJ:るものでも,その点基部の細胞は1倍のものが多かったO

これらの胞子体の形態は上方にいくにしたがい姑がろ細長い傑状.あるいは上部が広い匙状をな してお

り,頂部は鈍円をなしていた｡胞子体の澱下端に就く生卵執 ま陛かな個体で艶められたが,多くは基部の介

雑物のため認められなかったa 胞子体の下部の細胞のうち,セ基部の数個の細胞を除いて,他の細鰍1大き

な細r{い矩形をなし色糸体の衝E8-は租であった｡これに反し,胞子体の上部では細胞は小さいが色粟体は末

文していた｡細胞の形は方形あるいは矩形が多いが,体の下部の細胞は一般に細長く,また膨らみをもっ

ていたC細胞の大きさは胞子体の上部で (3-7)×(4-13)FJ,下部で (12-15)×(15-35)FL,穀甚部の赦細胞は

小形で (5-9)×(7-12)FJであった,

特選 (1e)の胞子体にみられるように,これらの胞f体では最端部にある数個の細胞から仮根が伸長して

いるものが多かった (Flg 3.Ml 仮卸ま室内培兼の椴千体のものと同練に隔壁はなく透明であったが,そ

の掛 1培兼のものに比較しはるかに少なかった

一方,胞子体がこのようにかなり大きな 08mm程 (細胞数は約400個)のものでも,体のどの筑L=1も一

府の細胞からなっており多層に分化していtL:かった しかし.この上うに大型の胞子体では Flg3.M に

みられるように胞子件の下誰の細掛 i細長く 一̂形で好らみをもっており,この部分では隣接細胞と接する細



胸膜は護面に両角'亡なく併斜した両であるため多層にみえることがあったO

考 蕪 お よ び 漁 *

井狩 ('21)はTiソJ'コソプの増兼実鼓において雌性配偶体は多細胞で糸状をなし基物上を初旬する二Jt実を

認めている｡神RIH6)はやはりホソノコソ7･の遊走7-倍糞で -雌性配偶体は本培卦 こおいて普通 1+の細

胞からなり "としているが.言外に数個の細胞からなる雌性配偶体もあることを認めている.これらの

遊走子培兼の結果と比較し,掛こおける自然の状態のホソメコ./プの雌性配偶体の形態は室内培養の結ALと

同じであった｡ Flg2に示したように多細胞で基物の上を葡旬している糸状の雌性配偶体が多く.lJI狩

('21)が自然の状態で観察している1個の細胞からなる雌性配偶体は少なかった｡

また,奴掛 こ供した雌性足偶体では一つの雌性配偶体に数個の生卵米が形成されていたが.この事実も井

狗 ('21)の行った室内培養のものと一致する｡

赦,長谷川 (JE潮'59による)はコンプの唖軌は明らかにしていないが,天然の配偶体の外形は糸状でな

く盤状に肱がっているとしている｡しかし,筆者らの観察した範田内ではホソノコソブの雌性配偶体は盤状

に比がったものは認められなかった｡しかし.海にL.ける自然の状態では多細胞の糸状の雌性配偶体や.1

個の細胞だけからなる雌性配偶体が1個所にかたまって生じ.これらかたまった多数の雌性配偶体から多く

の胞If休が生卵器に附新したまま生長する場命もあるのではないかと考える｡

井村('21)はホソノコノブで,長谷川 (未発表)はマコソプで海の自然の状態において教細胞からなる胞

子体を観察しているCこれらの胞子体の叔北部に続く細胞は中空で,細胞内容物がなく管状,あるいは葉状

をなしているが.同じような事実を尊者らも確かめた｡この中空の管状,あるいは蕪状の細胞は生卵器であ

ラ,海における自然の状態においても受柄卵は零内増発のものと同様に生卵鰭の開口部に附射して生長する｡

自然の状態においては.ホソノコ/プは100個細粒俊の胞子体になると,体の上部と下部で細胞の大きさ

に差ができて,下部で崩朋白が,大きくなり色架体も粗になり.薬と茎とに分化が始まる｡その後,仮根ができ

るくらいになると,この部分の縦の細胞膜は箕面に直角でなく怖斜した面にできるので翫徴投下で多野にみ

えることがある｡さらにステージの進んだ400個細胞以上の胞子体では,この部分は二層からなっていた.

したがって,自然状態の･+.ソノコンプの胞子体の多馴 ヒは基部から始まるものと考えられる｡

井狩 (1c･),神ロ (】C)の遊走子増益の結火によれは.数細胞あるいは十数細胞からたるホソノコソブの

胸子体では,体の妓下端の細胞から仮版が伸長することを報告している｡これと同様に自然状態においても

教細胞からなる小さなホソメコソプの胞子体から仮根が伸長することを井狩 (Ic)は認めている｡しかし.

KILJlan('ll)は La''Lu'artlJdLg'rL7lLZで胞子体がほぼ同じ大きさのものでも培衣の胞子体に比較し白紙の

状態では糸状の仮根の伸長が認められず,胞子体の基部は盤状をなすili実を報告しているDK.111allと同様

に繁老らも,培萩の場合とは淋なり.100僻細胞樫からなる,+･ソノコソ7'の胞子体でさえも仮板の仲良は認

めることができなかった.400個細胞群からなる胞子体で始めて厚板を認めたが,侭板の数は培架のものと

比べ,はるかに少なかった｡

非狩 (1c･),神田 (Ic)らの培兼実験によれは数十細胞の胸千体の俵基部の細胞は多細胞であることが図

示されているoLかし.筆者らが天然の状態でみたもののほとんどはホソノコソ7'の胞子体の最基部の細胞

は唯 l個であったQ 即ち,体長的 08rTun(400個細胞凝)くらいになり.倍額の形成され始めたものにお

いてさえも,唯 1個の基部細胞に上って基物に附君しているのが多かったO

要 約

罪者らほ1962年12月27Fl ,忍路群.{･ホソノコソブの雌性配偶体と小さな胞子体を待たが,これを検鏡およ

び従来の室内培並の紙巣と比較し次のような始具を得た｡

l ホソノコソプの胞子体と混生する微小な藻筋のうち主なものは.袖藻類の MyrlOnemataCeaeに属す

る LVy7,0"emaSPPであった0

2 胞子休が附着しているホソノコンプの雌性配偶体には.多細胞で基物の上を蘭旬している糸状のもの



6

と.禅細胞からなるものとがあった｡これは井村('21).神n]('46)がホソノコ'/プの遊走子増益実験で観男写

した結月主と一致する｡

3 ホソメコンプの受鴨卯は生卵解から押しだされて空になった生卵ftiのt糊口部に附Et'したまま胞子体に

なる｡これは井村 (IC.)がホソメコンプ,長谷川 (未発滋)がマコンブを自然の状態で概要写した結果とも一

致する,なお,胞子体が100個細胞ほどになっても,体の値基部に続く生卵号削まみられる0

4 ホソ}コ･/プの胞子体は室内増発のものとほぼ同じ形態であったが.自然の状態では仮位の伸長が遅

く,胞子体の金穴が 08mm 程で約400個細胞の胞子体でなければ仮板は認められなかった｡ また増益の

胞子体に比べ仮板の数も少なかった｡

5 ホノノコ/ブの約20個細胞の胞子体の細胞の大きさは (3-10)×(4-12)pくらいが普通で,細胞の大

きさは体の上部と下部で差はない｡しかし,それ以後のステージのものでは体の下部の細胞は大きく.(12-

15)x(15-35)p(約100個紳胞までの胞子体)となり.色素体の鮮度は粗となるO脚も,難と茎に組織の

分化が始まる｡

6 ホソノコンプの胞子体が400個細胞程になると,体の下部で細l脳膜が菓面に頼斜した面に形成され,

顛徽最下で多軌こみえることがあるO即ち,胞子体の多層化は基部から始まると考えられる.

7 自然の状態のホソ}コソ7'の胞子棒で 08mm 前後のかなり大きな胞子体でも.その巌韮部は l細胞

からなるものが多かった｡またこのように大きな胞子体でも菓体は一博の細胞からなっていたC

文 献

f<谷川外2名(1963) ホソ}コソプの生態,北水釈月報,20,(9),ppll-19

広瀬弘幸し1959) 藻頻学総説,東京,pp395-404

井村二郎(1921ト ホソノコソプの発生について,植物学雑誌.35,(417),pT)207-218
神Lfl千代-(1946) 北海道沿#産昆布料粗物の発生学的研究,商怖水産中門学校水産科芋研究所軸iLf.(1),

pp 1-12

Kll)lan,K (1911) Beltr姓gezurKenntnLSderLllm】narlen,Jen.1,Pp7-14

岡村金太郎(1936)-日本海漢語,東京

殖ffl三郎(1929) ほそめこん,i:ノ発生 卜温度 トノ関係二就テ,水産講習所談放縦告,24,5'I5m,pp174
､18()



Flg･3 ホソノコソブの雌性柁仙体と胞紬 (̂～入′lx293)
A フ甜 虹介従物が附̂Y.IL-Alらなっている胞子体｡
B～｡ 雄性射相 でliらなっている胞子体｡ス- ジの火なった鞄絹 がある｡E～R 20-100細胞までの胞子体o ステージの知 った胞 畑 がある これらの胎子触=I柁 収はみら九ない｡

L～M 約400細胞の胞子体｡体の出端部+まⅠ細胞であ｡-MlLtま仮伽 ;みられるO
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Fig.̀1 ホ ソノコ./ブの雌惟札仙体と胞 /仏

A 胞 /体が附 T̂TLている雌株朽己偶体 (x300)

B 2個の粒子体がiE-部の雌性配偶体の1-に巡らなっている (×2907
C 約 150細胞からなる胞子体｡(×2JO)
D 約100鮒胞からなる胞子体 rx300)
E 約100細胞からなる梅子体.細】胸の大きさ.巴R体の徳政が体の上部と下部で火IJ:ち (x270)
F 大きさが外IL:る4個の胞子体が端部で虚らTL:っているC(×2601
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室蘭市祝辞におけるり/(ガイ SL･15LLIa(S)sacILaLL/Ze/ZStS

(Schrenck)椎貝の研究

I plankton中に出現する斧足類浮沸幼生の分類

林 忠 彦 ･寺 井 勝 治

Studyon theLarvaeand YoungsofJapaneseSurfClam,SpェS〟La(S)

5aCJtlLll'ze'上SIS(Schrenck),atShikuzu,Muroran Clty

I TaxonomyofthePelecy叩dalsvelユgerlarvaeln plaJlkton

Tadahiko HAYASHTand KatsujiTERAI

TheJapanesesurfc)am,SF･lSLLlLZ(S)sachaluJCnSES(Schrmckl,acoTrllmnpelecypxl,lSWldely

(llStrlbutedalongthesandycoastsoEHokkaido,andFurnlShesan .MIX)rLantSourceOfl∝alclam

fIsherleS TheauthorsconductedanecologlcaH nVeSt'gatlOnOItheplanktonlC､ellger)arvaeand
your-gshel一sdeposILed,(ron Iゝaythrough10August.n 195611959.aLShlkuzuln MuroranCl一y,
Hokkaldo,Japan ln lhe course ol thlSln､･eStlga110n,ltbccaTTtenecessary tO ldentlfy the

Pelecypoda'svellgertar､,alelnplankton,̀lndtheauLhorSSeparated thesp∝tesand nltemptedto

rearthem

ThepresentpaperdealsWlth thedescr.pL)OnOnthecharactersoletlChspecleSOfvel■ger
larvae,andtheremarkabletransformat10n.lftermeLamOrPhosIS Thecha'tlCLer.StlCSOrthevel.ge,

larvae､､･ereobservedonexternalaspectsilndontheh■ngeapt)a'atuSbyRe55rneLhod(19501 The

transEormaLIOnaftermetal1℃rphosISWasObservedeveryflVedaysforseveTatWeeks

Durlng LhlS ln eヽStlgaLlOn,19specleSOrVellger)arvaeweredlSCnJTunaledandattemptsWere
madetorearthem

(1)7speci6,SplSuLa S)Sa'jza/uLe''513(Schrenck),.lIacJrLZSWErorarlL一(ar,一eOP･cLLZド)lsbry,

Sde"slr'rlL,Could,SJLLq''aL7/Ì･(BroderlpeLSowerby,▲VJ･LZArE''0′,JJ･a)ノqPO,JilaJay,C/I"∝LLr-

dL,I,,･bLLC/OtぐL田ol!e)andP･･I川0♪eEle,'(P)),e∫sop,･S･5(Jayl,wereldenLlfled･

:2)4specleS COuldnotbeldenttfled,buttheIaml1yoT-genusWereC)arlEled

･3)2specleSgrewLOaCOnSlderables.8e,butcouldnotbegtven.1fa-lyname

(4) AtternpLSLOreartheoLhel6SpecleSWerenotSuccessful Nomet.lrrK)TPhosISWasSeen･n

a一ltheatlemplSmade

ウ,{ガイ SpLSNl,･(S)SL7ChLLh′C,'5'5(Schrenck)は北海道では日本海,オホーツクB.太平洋とほは全

沿岸の砂浜地帯に広く分布し,浅海漁業の盃葬な対象櫛となっている｡しかし,その生態学的研究,特に浮

滞期ならびに定快移行Id後の椎貝の野外における的査研究は非常に少ない｡また室甜市税津は非常に狭い地

域であるが,浅いところにウバガイ椎貝が多JEに出現し.1953年頃から移兼のための種苗供給地となってい

る｡しかし .経穴の出現王は年に上る変動が大きく,甘百の出荷量も多い年の 9,380kgから,少ない年の

190kgまで変化があり.その変動の原田を究明することが要求されるようになった｡ 著者等は,一つには

り..'ガイの浮萌期ならびに庭捷移行後の野外における生態を知ることと,もう一つは.この研究を為して椎
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月のLu現丑の変動の原田を知ることをEL的に 1956年から'59年の4カ年rE'llpこわたり5月から8月にかけて宝

飾市祝経において研究をおこなったO後述するように出現且の変動の原田を究明するためには,著者等の用

いた方法は基本的な点で欠陥を含んでおり,その後研究の切所,方法等をかなり変更したが.このr抑こ得ら

れた個々の事実の中には将来有用となる知見も含まれていると考え,研究方法の欠陥を反解しつつ,得られ

た若下の知見を報告するO

ウバガイの浮i#幼生の生態を研究する過樫で.まず必要なことは l'1乙Inktonとして出現する各様芹足坪幼

生の鹿の同定である｡ウ,{ガイの発生および幼生の形態射 ヒについては Imal(1953)が人工受精による幼

生をタソクで飼干し,詳しく報告しているOまたウノくガイ以外の芹Ji如幼生については Lebour(1938),

Jかgensen(1916),Rces(1950).宮崎(】936),書mt1953)等の総括的研究をはじめ,令種別にも多くの研兜

が行われている｡しかし北El本,掛 こ北由道における芹尼雄幼生については木下 u919),その他によるホタ

テガイの研究以外にはほとんど報告がなく.またすでに報告されている北海道以外の研究と兆通する唖薪の

場合でも,地域の追いによる大きさ等の変化も巧えら九,報告の記載のみでは同定が困姓であった｡著名中

は嗣査期間中 pl{lnktoI一として出現する各種斧足類幼生を飼育して機の同定を行った｡第1報として宝舶市

祝辞において採JJiした各種芹足綴浮滞幼生の形態的特徴と,その飼市の結果を報告する｡

禾報告に先だち恕切な御指導をいただいた水産大学校吉田裕博士,ト苛立科学博物館波部忠毛博士.元北海

道区水産研究所増施部長木下虎一郎博士.調査に際し僅 御々便宜をいただいた谷口遥三氏はじめ当時の芯立

案珊水族館の詐氏.室蘭市役所書Ell悌氏,材料採射こ御協力下さった佐々木仙松氏に深く感謝するC

材 料 と 方 法

1956年より'59年にいたる4カ年間,毎年5月下旬から8月上旬にかけて phnktonの定点定時採集を行

ったが,これと併行して定性用の sanlpleも採集した｡採射二は 1.Y13の組物用 t,1anktonnetを用い水

平にえい航し,sampleは兜淡瓶に入れ実験室に持ち帰ったcsample中の芹足摂幼生は形態的特徴により区

別し,mLCrOP'Petteで分離し,それぞれ別の容節で飼育した｡同一種と考えられる個体でもstageや出現

時期の異なる場合も別に飼育した｡D型幼生およひ敢頂膨EL淵 の幼生では形態的特徴による区別が困難であ

ると料 こ,同一種でも 5tageによる違いが大きいので,飼育材料としてはできるだけ成熟幼EF_を用い,可

Tablel.飼育容器を冷却した水ja水の水温

1958(5日毎の平均)
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億な唖穀では得られた知見から漸次小さな stageにさかのぼって飼育をおこなったO

飼育容掛 ま径 85cm,容免 600∝ の陳高y十-レを用い,飼育海水は乗験室前で汲んだものを,催の幼

生が混入しないよう脱脂綿で緒過し.そのまま使用した｡容掛ま昼夜による温度の急変をさけるため,直射

日光をさけた窓際で水道水により冷却した｡海水は毎日その3iを新しくするほか,特に飼料はあたえなかっ

たo水道水温は長夜による変化は小さいが,気温の上昇にともない漸次高温となったcl958年5月25日より

8月8日までの5日毎の平均水道水温は Tablelの通り{･あるO飼育溢水は降雨執こより塩分濃度の下っ

たときをさけて汲んだが,その塩分沸度は比重法によると181-169‰の範蹄である｡各ン十-レの収容個

体数は特別の場合のほか1-10個体ICある.8月中旬以降飼育を継綬する場合は材料を余市に持ち揃った｡

観察は5日R毎に倹親し,各個体の艇長,穀高を測定し,形態的変化を記載するほか,適宜写真撮影およ

びスケyチをおこなった｡また1959年には Rees(1950)め-JJH法を用いて幼生の欽装についても観察した｡す

なわち次亜塩素酸ソーダ(Antlformln)溶液に幼生を浸し.軟体部を溶解させた練,穀を g】ycerlne)ellyの

中で特定の万札 主に内面と背面の二方向に固定し観察した｡また幼生の形もスケッチのみでは不十分であ

るというReesの意見に従い,軟体部を除いた殻の写真もできるだけ撮影した0

枚 集 括 果

今E]飼育した幼生は19枕 で.その内,唖の同定できたものはウバガイ,エゾ':カガイ.エゾマテカ'1,オ

オミ′ガイ,オオ/ガイ,イyカゲガイ,ホタテガイの7種,科または属の同定できたものはキヌてトイガ

イ属のl唖とイガイ科の3唖.変態してかなりの大きさまで成長したが唖の不明のもの2唖 で,残る6唖は

数回飼育したが一度も成長しなかった｡なお,調査中室術市祝辞附近{･採媒した斧足供のllStを次に示す｡

岩礁他称こついては特別調進をおこなわなかったので記載もれの租もあると思われる｡

ク ル ミ ガ イ 料 Nuculldae

キ ラ ラ ガ イ AcL/a(TrlJltCaCELL7)lJtStgJtIS(Could)

フ ネ ガ イ 科 Arcldae

コベルトフネ ガイ ArcaboLLCal･dFJousseaume

★7 カ ガ イ AI'adL7r,L(ScL7(,hLuCa)broELg/LLoNL(Schrenck)

ク マ キ ガ イ 料 Glycymerl(】ae

- ゾクマ キ ガイ GLycy"L･rLS(G)5,eSSOe'ISLS(Sowerby)

イ ガ イ 科 MytLlldae

- ゾヒノミ1)ガイ ModLOLELSdLu'rJlLSKurodaetHabe

ム ラサ キ イ ガイ (̂ylLILISedLLLLSLITlne

幼生の特故の記述には敷良.放払 放rH等一般に用いられている用語を用いたが,較姿の記述にはあまり

一般的でない用語があるので簡単に説明する｡記述には Reesの方法を用い,訳語は田中 (1958)その他を
参照した｡

幼生の両殻をrJIlくと殻頂 umboの部分に両穀のずれをふせ(･構造があり,この部分を較装 hlngeapPa-

ratusという0両殻が開いたときも互に凍している直線邪にあたる部分を幼軟板 proytnculurn,その前後の

前後背線にあたる部分を倒鏡板 IaLeralhlngeSy5tem という.幼較掛こは普通歯状の突起,欽歯 (幼軟歯)

provlnCularteethと,靭帯 llgamentがある｡雨殻の側軟板を背面から見るといずれかの殻の緑が突出して

おり,内面から見ると相対する殻の練より厚くなっている｡これを比縁 1ateralflange といい,出線と相

対する殻の側鎖板には緑の内側に緑と平行して走るひだ calcareousrldgeがある｡ ひだを持つ穀の幼較坂
の最鰍こ歯状の突起があることがあり,これを側欽歯 lateratteethという. 以上のほかに特殊なグループ

では幼蚊板,側鎖板のいずれに属すかきめかねる歯状の突起があり,これを特殊較歯 speclalteethという｡
鎖装の国はすべて上から右穀内面,左穀内乱 左懲背軌 右穀背面の瀬で示す.すなわち図の右側がW,

左側が後にfJ:る｡国中の略語は次の通りである｡

i llgament らL specLalteeth 1t lateralteeth
Note

Alllheflgure501hlngeapparatusesaleshownfromupper10below lnOr｡lerasfollows,Inner

vleWOfrlghtandleltva】､,es,andupper､IeWOEteftandrlghLvalves
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イ ガ イ ▲11ytJ/LJSEraSSJIcs/aLISChke

エ ゾ イ ガ イ CreNO〝リI'L'LSgrL7}･LZJMSDunker

-ブタェクマエガイ _Vl▲SEuLLLSlael･Lg̀ThLS(Gray)

+サ ヤ717-イガイ J4dEILaFakalL7(Gould)

イ タ ヤ ガ イ 什 Pectmldae

エ / ギ ソ チ ャ タ CJzZLZ′〝ySStLfL/Ii(tkrnard暮)

7 カ ザ ラ Ĉ La′,Lys'JJPPOnEnS'Sa如=orLZKu'oda

ホ タ テ ガ イ PaILIJOPeclen(P).)･ESSW/l∫is(Jay)

イ タ ポ ガ 牛 枠 Ostreidae

-7 ガ キ OsLreLZ(CraSSOSIreO)CIgaSThunberg

ト マ ヤ ガ イ 糾 Cardltldae

オオ7ル 7 ミガイ l′e〝eriCard'LZ(C)･{/ocL7rd'LL)crebr'costaEa(Krause)

ノ ミ- -1グ t)科 CyaJnlldae

ノ ミ - ･7 ダ リ TELrLoJJJaI)LLlttLllJ(FabrL)

フグ′くシラ ガ イ 料 UnguIlnldae

ウ ソ シ ジ ミ FeLaJJIeLILZtLSIlL(Could)

- ナ シ ガ イ 科 Thyaslrldae

.- ナ シ ガ イ の 塀 ThyLZSirlLSP

カプラツキ ガ イ 科 Luclntdae

+ッキガイモ ドキの顛 LLLCul0,,7LZSP.

コ フ ジ ガ イ 科 Eryclnldae

チ 1) - ギ Lasaea/tlPJ>0mCaKeen

ザ ル ガ イ 料 Cardlldae

イ y カ ケ ガ イ C〟/LO(a/･dlu//IbLLe/01VL(Ro】le)

マルスダレ ガ イ 料 Venerldae

エ / ワス t/ガ イ CL7LILSLL7(C)bl･et･LSLPhoM/L7(CilrPenter)

ウ チ ム ラ サ キ SLはJdo,,･L7SPurJM'･L71'LS(Sowerby)

カ ガ ミ ガ イ Dosulta(PhLTCOSO"lLZ)JE-POIHE(i(Reeve)

ビ ノ ス *' イ JlerEe/IarraSIJ,llJ･so/Jl(Goutd)

ス / ノ 7 サ リ ProIOIJzacLZ(Not.a/haclL)eNglybIL2(Sowerby)

工 ./ ス / ノ ProloLhaco(CLZlItlJ10cc)(LdalJISt押eeve)

コ タ 7 ガ イ Go"JPhlna(_VelrJdJSlJIS)IILeLaJtaegJSRoemer

バ カ ガ イ 杵 hJhctrldae

ウ バ ガ イ Sf･isNla(S.)soEhLTIIJIeノーSLS(SchTenCk)

ナ ガ ウ J{ ガ イ Sf･tSEIIa(.VoclroJllerL'3･t･0)･tGabb

エ ･/ I( カ ガ イ .VaclrasLLlcLZtL7rJarar'teOPJCIaPILsbry

+ = ル タ イ SchE20lhL7erlLSkeeJzL7eKurdaeL‖abe

リiウキlウマス.+･料 Asaphldae

イ ソ / ジ ミ Sole/elIlnLZ(̂'tJrtaIIILL)oIE1･L-leJりay)

ェ ./マ ス ホ ガ イ PSaJJ〃〃0{0/L7lulI/OrlJla(Conrad)

サ ラ ガ イ 糾 Tel)inldae

サ ビシラ トl)ガ イ .VacomtL(.V)a'1∫erOyilmLL

マ テ ガ イ 糾 Solenldae

オ オ ミ ゾ ガ イ SlllqLLLl〟J/〟(BrodertpetScwerby)
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ェ / † テ ガ イ SoLelJSlrLJEltLSCould

キスマトイ ガイ杓 Hlate]lLdae

キヌ11トイガイの炉 HlareILasp

ハラブトチyマガイ Pa''O,tyaI"･･gLdllI)a)1
●ナ ミ ガ イ fhNOPejl･♪0〝ICL1A AdamS

オ オ ノ ガ イ 料 Myldae

オ * ノ ガ イ .VJ･a(Jlre710･7･J･a)JuPO,HEL1Jay

サ ザ ナ ミガイ 汁 LyonSlldae

オ ビ ク イ ガ イ E'ttodeSnELZlELZt17CLLLLJA AdaTrueLRee,e

ス エ モ ノガイ柑 Thraclldae

●ス エ モ ノ ガ イ 'r/Jr̀LClakLZkLLllla〝O Yokoyama)

+は死較のみ挨典して生見を採集できなかった懐炉

次に各唖幼生の形態的特徴と変態後の形態的射 ヒを種別に述べる｡

1 ウバガイ Sj･'SIIEEZ(S)5"r/.all,･e,･S･S(Schrenck)

ウバガイについては今まで10且回 netで採焦した幼生を飼育し.最大で 1,940×1,590F.まで成長したほ

か,一度は人工受掛こ上る幼生をJi大で 506×419J▲まで飼育することができた｡plankton中に出現するウ

ノくガイ幼生の長大の個体は歌F<320pであl).同定可能の点小の教具は約 200JLである｡採推した幼生182

個体のiPl定値から散見とや商の関係をグラフに示すと Flg lの如くなり,はば直線的関係を示すが.個体

i:･.

l

加 25L) 3JX)JL
q A

Fig.1.planktonより採肪した浮済幼生の敷長と取高の関係



a b

Fig.2. a p】anktonより採集した成熱幼生 303×277FL
b 同一個体の欽強

姦も大きく査定の基準としては不適当である｡1959年6月30日採集した 303×277FLの個体を Photo1,2

および Flg 2,aに示すO殻の形は後森がやや敦噺状になった卵形で前縁は少し細くなっているO殻頂は中

央より少し後方に屈しあまり膨出したい｡前後背鰍 土僻斜はゆるやかで,わずかふくらんでいる｡殻は左右

等筋で駁巾は中庸である｡殻は淡黄色で表面に細かい同心円状の成長脈が密にある.軟体部u穀の外からも

よく観察できるが,色素点はない0240-250JJ以上の個体では足が発達し括軌こ運勤させるが.足には敗

がなく基部には平衡器がある.幼生の鞘化盲蕪の色彩については多くの研究者が同一牧内でも灸件に上り変

化が大きいことを報告しているが,重鮒で採光したり/{ガイ幼生では,ほとんど淡い黄土色をしており,小

胞が多数見られた.

同一個体の欽装を F】g2,bに示すが,幼蚊板には右殻では中央に,左殻では前部に矩形の攻歯が1個づ

つあり,背面から見ると軟歯の内面が鋸歯状になっている｡靭帯は幼蚊板の後掛 こある｡前後背掛 こは佃欽

街があり出毒釦i前後共左穀にある｡また左殻の前背緑には大型の箆状の特殊銀歯があり,右穀には側鎖歯が

ある.Flg3ほ人工受掛 こよって紺た 208×184J▲の個体の較装である｡同じ個体の奴の形を PhoLo3,4

に示すが,穀頂が低いはかほは成熟幼生と同様の特散をそなえているoLかし軟勤 まかなり典なり,左右南

野共幼較板の前部に銀歯状の中歯があり,右穀の一番後端の中歯が大型になっている｡また特殊欽歯は未だ

形成されない.250FLの幼生の攻装ははは'成熟幼生と同様であるが,左穀の矩形の欽歯とそれに対する右穀

--I-二二:I-:='-

∴ 三二
~-77~一 三｢ こ

FJg.3.人工授掛こよるより若い幼生の軟裟 208×184jL
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の凹部が薪卦こ鋸歯状になっている｡このことから成熟幼生に見られろ矩形の軟軌土,左穀では幼軟坂前部

の鋸歯状の中歯が集合発達し,右取では前部の中線が退化して後端の中歯が発達した結果形成されると考え

られる｡

変態後の形態変化については1958年6月28日採集した 300FL前後の幼生40個体を飼育した場合を例にし

て述べる｡ウバガイ幼生の成長については別の併会に報告するが.40個体飼育した場合も.2-3個休場育

した萌合とあまり成長速射こ違いがなかった｡飼育後5日EIの7月2EIには 366×332-300×277J▲の大

きさになり,全個体両生が消失し後成殻が形成されていた｡356×308JLの個体を Flg4,aI=示すが,形は

b

Fig i.浮汚幼生上り飼育した椎A
a 356x30BJL b 1,040x879Jl

成体にCLて往なが裁斬状になり前縁がやや細くなった卵形で,竣成軌 ま灰白色,半透明,表面に細かい成長

派がある,体の扶称 二は薄膜細管が形成され-その下の外Lf峡に1月の触手ができる｡7月7日には 450x

387-348x292pの大きさになり,7月17日には 616×514-514×LLJI2F'の大きさになる｡ この間,薄膜細

管の上にl対,下に2対と触手の数は増加するO7月23日に40個体のうち,大きな方から864×685-760×

64L〃の大きさの5個体を別の容器で飼育したD7月28日には 1,0-IOx879･-954こく820FLになり,1,040:く

879ILの個体を Flg4,bに示すが,敬は漸次不透明になり.全体の形は殻頂が少し膨出する｡薄膜細管の

下の入水部の鹿手はさらに故を増すが.水管として外套快の結合はまだおこらない｡8月2日には 1,220x
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998-969x8肪JL.8月7Elには 1,510×1.140-1,㈹0×894jL,8月12F=こは 1,630×1,330-i.190×988〃

の大きさになる｡8月12日の 1.630×l,330〟の個体を Phot05に示すれ 外套快の癒合がおこり,水管

が形成され始める｡これらの個体は8月25日には 1.9LLOx1.570-1,440×1,220FJの大きさに成長した｡

Tnul(1953)はり/ミガイ椎只は足糸に上り附着をおこなわないと述べているが,変態後の椎貝をホールグ

ラスにしはらく入れて較蕪すると.非常に細い足糸に上って硝子面に何者するのが見られろ｡足糸は変態と

同じ明から形成されるが.足糸を分泌しなくなる大きさは未確定である｡採泥箸で採集した椎只で足糸を祝

祭できた最大の個体は 29x2堰 の如く血径 2棚 '

ほとんど分載せず2叉程度である｡1.310xl.070F'の個体の餅斬切片を作ったが足糸旗と足糸を収集する

ことができた｡切片標本の一部を PhoL06に示すが染色には eoslnと DelaEleld'shaemaLoxyl.neを用い

二兎染色した｡足糸腺の部分で表皮が袋状に陥没し足糸孔となり,滋皮の下に haemaLoxyllneによく染色

される大型不定形の細胞が解っている｡この大型細胞は体外に開口しておらず,足糸は足糸札内の表皮全面

から分泌され開口部で.'jiに細くlL:って孔外にZtJ.ているOウ,:ガイ稚只は足糸を分泌しても.ホタテガイ.汁
オノガイの如く容磐の側壁に附芯することなく.器底に附かしていても少しの水の動きですく･切斬され 生

態的にはあまり盤要な役flを持つとは考えられない｡

2.エソバカガイ .VaclrL=〃LcolaTILL7CLJr71eOPICIaPllsbry
ェ/Jl'ヵガイ幼生も今まで故回飼育し.長も成長した個体で 1,339×1,090i･の大きさまで･飼うことがで

きた｡plankton中に出現するエ･/バカガイ幼生は大きな個体で 270×260F･ほどである｡ 1959年7月30EI

∴ -二二三十 /I

Fig 6 乙l plankLOnより採水した成黙幼′l:271x261
1) 同一個体の皮装
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( ∵ r

Fig.7 Flg6と同一の個体の左右両穀

R 右恕 L 左殻

採雄した 271x261JLの個体を Pholo7および Flg6,aに示すO形はり':ガイ幼生に似るが.故頂の膨

出がいもじるしく,前後背操の較斜はゆるやかであまりふくらまず.前Jiはさらに細くなっている｡さらに

斬首な特故は Flg7に示す如く穀の左,右で殻項の抄出の度合が異なること{･.左穀にくらペ石衣の設頂

がより駄目iLていろ 軌 土沃葡色で表面に細かい成長東があり.殻項の前が淡紅色をしている 軟体部はよ

く税繋できるが色素如上なく,足の基取こ平瀬器が見られる 足には鑑がないe 耶化盲燕は朗色で.大きな

小胞がrEにある=宮崎 (1936)は人工受印に上り,{カガイ .lJ̀LCIrasLLlc̀'/L'/JL7Ree､e の発生と汗浦幼生

の特赦について述べているが,桑も大きな個体で 177x166Flで,それ以上の大きさの個体について述べて

いないので比較できないが.宮崎は左右の穀の不同についてはふれていない

同一個体の攻装を F■g6.bに示すが,i.故では幼攻k-の中央に 1個,左取では幼較板の7m,級i■話二に2個

の矩形の軟由がある,切掛 ま幼較板の後胤 こある 前後神経には収と鉄板がありLIJ.鰍 ま前後jt;ムJ.殻にあるDウ

バガイ幼生と同様左怨の脱神経には毘状の特殊飲胎があり.左敬の前背緑にはBd故歯がある

エ/J{カガイ幼生は宝肺では7月上旬以降に多数出現する

変態後の形態変化については,1958年7月17日269x2Jり～261x237pの3個体を飼育した場合の最も成

長のよい個体を例にして述べる｡5El後の7月22日には Phot08に示す如く竣成やが形成されLLHx31')FI

になった 形は音便鼓のウバガイと非常に似ており,殻も死白色でB面は平滑で細かい荻F<派があるが.敬

の後背許か挿木色になっている 体の後掛二は紳映細管と.その上下名 l対の触手がある. 7月27日には

514x419/▲,8月1日には 6(冶×5C6FLと成良し.水管系の発達Ilウ/{ガイとほは同様であるが,殻の前後

背緑のふくらみが漸次小さくtL:ってくる｡8月6日には 745×611p,8月1日]には 879×611〟と収良し,

8月25日には Phot09に示すが 1,193×9･lつpになったE,ウノくガイにくらべると前後背緑のふくらみが′J､

さく.後汝が淡く.全体として三角形に近くなる 敏の後背部は茶色になってくる

採泥翌て民族惟11を採姓するとウ,=ガイ推只と火にエ′バカガイ推八も多政揺れるが.殻の色彩は.王は全

体が茶色の個体からわずか後背部が着色する個体.さらにはウノくガイに似て白色に近い個休まである,しか

し形が上り三句形であることと.祭 の衣面が光沢を持っていることから9..'ガイと区別できる｡

3 エ'/マテガイ So/e/=/T･Jr/LLSGoultl

エ′-1テガイ幼生も今まで決河飼軒し,位も成艮した僻体で 5,03Oxl,85CIjJの大きさになった｡この大

きさでは｣くだマテ11'イSL)Ie/IgOLIIlIConr'ldと区別は圃qEであるが.後述する如くマテガイ幼生と大きさ

が火なることと,宝伽でITテガイの成体を採姓していないことからェ./マテガイと同定した｡ planklon中

に出現する幼生の居も大きな個体は370〉く290j▲ほどである 1959年6月10E】探放した371x292Flの個体を

Photo lr).11と Flg8,aに示す｡形は背触,F河緑.収練.経線の境界が不明瞭で前後に良い栢円形をし
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b

Fig･ら, a･planklOnより採放した成熱幼生 371×292Fl

b 同一個件の較装 (右殻辞両国を欠く)

ているが,背緑にやらべ戊操がややふくらんでいる｡また挨緑より前縁が少し細くなっている 恐掛 まあま

り膨出せず中央よりやや後にあるこ戟巾は非常に小さい｡軌 i稚く透明で,表rlIiは平滑である 魚は淡い井

色であるが,野頂の前後がやや赤味を帯びている｡軟体執 王よく椴窮できるが巴素点はなく.画盤には一本

の太い棚毛があるO足には脈があり,杜の肺から汲本の足糸瓜をtJJ.しているのが軌察される 足の基恥こは

平衡器があるO消化盲蕪は部土色で小胞は見られないoI.m(1939,1953)は釣海の行敢湾においてplankton

中にuJ.現した材料を用いて-～,テガイの幼生の特徴を述べているが,-/-Iテガイ幼生の特徴もこれと1く一

致する｡ただ大きさについて吉田は 023-022mm の個体が多く,庇ui縦11の原殻は 028×022-026

xO.20mm と述べているが.-./マテガイ幼生{･li3(氾×245FLの大きさでは未だ足が形成されず穀頂も低

い未熟形であり.足の発達した成熟幼生は 330Fl以上の穀)主を持っている｡

同一fB休の軟渋を Flg8,bに示すが,幼軟板は非称 こ滞 く.歯状の構造は見られない.靭帯は幼敷板の

後端にあるーまた,何故折もTi:iEしない｡Rees(1960)に上るマテガイ超n SolendCeaの軟滋の特軌 三幼故

歯があり,切符は外在し,何故坂も存在するとあり,いちじるしい用途がある｡鍵盤の税熟13例とも同じ

であったが,槻僻はうち1例しか観察することができなかった｡

ユゾマテガイ幼生は隻脚では桐在Dfl始時にはすでに出現しており.7月上旬にかけてかfL:り迎紋的に出現

する｡

変態後の形態射 ヒについては1958年6月10E1323×253-288×22LIpの大きさの5個体を飼育したうちの,

泉も成長の上い個体を例にして述べる｡6日按の6月16日には 353〉(283JJになるが牧放熱 ま形収されず面
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盤も残っている｡6月22日には後成鞍が形成されはじめ 477×373/▲の大きさになり.体の後部には帝瑛細

管とその上に1対,下に2対の触手が{･きる｡また後縁部の外套快に赤い色素が形成される｡6月27日には

685×507〟になり,Photo12に示すが前押掛 i炉斜が漸次急になり,軌 t枚方へ大きく成長する｡後成

殻は挿茶色で穀蘭は平滑である.また前線の外我膜周掛 こは多数の′ト突起が見られる.7月2日には 969×

596FAとなり,殻はますます後方に長くなり,爪弾Jiの炉斜は急にTL:る｡7月7日には 1,300x685F▲とな

り Photo13に示す如く薄挟細管の下の姓手がJtIえ入水管が形成される｡後練熟の色素はますます明瞭に

なる｡7月12Elには 1.560×798JJ,7月17日には 1,860×950FJと成長し.PhoLO.14に'1.すが,,掛 王後方

にいちじるしく成長し,後緑は裁断状となり全体が長方形に近くなる.荊背緑は非常に短くなりへこんでく

る｡水管は発達し出水管も形成されるが,出入水管は分岐しない｡後綾部の赤い色架は数個に分散するよう

になる｡7月22日には 2.280×1,C60jl.7月27rlには 2,7(氾×1.180JLと成長し.Flg9に示すが軒はき

Fig.9,il･沸幼生より飼育した維51 2,7(氾×1,180Jl

らに長くfJ:り.足は漸次前方を向いてくる｡水管はさらに先達するが後緑部の色素は小さくなるO外ILf脱の

前掛こ上に向いて1対,前に向いてl対は手が出来るCこの後8月1日には 3,CKX)JLを越え8月30日には

4,900Xl,850JLになったD別の飼育例から 3,610×1,410J▲の大きさの個体を Photo15に示すが.この
大きさでも軌 土薄く軟体部がよく見える

4 オオミゾガイ SLLLq'LaLZILa(Bro(lerLPetSowerby)

オナ ミ./ガイ幼生も今まで数回飼育し.濃も成長したもので2,240xl,530〃の大きさになった｡plankton

中に出現する幼生でJiも大きな個体は 356×3COJ･ほどである｡ 1959年7月2Eト採集した 356x300JJの個

体を Photo16,17と Flg 10,aに示すが,形は敏砧が小さくて前鼓に細良く,取掛ミ中央より後にあり

前後背緑を延F<した緑より低いD前後背掛 まあまりふくらます,後縁はやや裁断状で.前掛 と後縁より細く

なっている｡軌 i白色に近い淡茶色で穀頂の前後がやや赤く,讃面は平滑である｡軌 土浦く透明で,取巾も
小さい｡於項のすく･操に外靭帯がP.祭できる.軟体部はよく観察できるが色架点はない,面軌 ま大きく,一

本の*毛がある｡足にはたがあり,足の基恥こ平衡器がある｡消化官有は黄撮色で小さな小胞がある｡

同一個体の欽蓑を Flg 10,b に示すが.右故では幼較坂の両端に1個ずつ鋲鯨があり前方の鋲船は二又

になり前端が突出している｡左穀では幼欽板の全長に近い長さの矩形の鍵歯があり.その術後にへこみがあ

る｡前後背操には側鎖伝があり出縁は前後共左穀にある｡併帯は外在し敢頂の後にある,以上の軟炎の特散

は Rees(1950)に上る†テガイ題科 Solenaceaの記述とよく一致する｡

*オミゾガイ幼生は 280/l前後の大きさから同定することが{･きろ｡1959年6月6日採稚した 28Llx237

pの大きさの個体を Photo 18,19と Flg llに示すが,放頂が低い性かほは成杓幼生の特徴をそなえて

いる｡垂変装も同伴であるが,左殻前方の軟齢ままだ′トさい｡

オオミゾガイ幼生は毛鮒では6月上旬から7月上旬にかけてしばしば出現するo

空転後の形態変化については1958年6月25日 319)(274Flと316x261J▲の2個体を飼育した中の成長の



b

F一g.lO. LI Planktonより採1Atした成熟幼生 356×300FA
b 同一個体の虎姫

Fzg ll.pdnk･_onより採集した上り若い幼主

28いくL737J▲
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Flg.L2.浮i鞍幼生1り飼育した椎只 a 6Ll8×511JFI b 983×775F'

よい個体を例にして述べる｡5El後の6月30日には Llllx349JLとなり,lki態がITl失し授戒若が形攻されて

いる｡Photo20に示すが.形は変態直後のエ/マテガイと似ている 後攻殻は淡茶色で後半が茶色になり,

表面は平滑である｡体の披き触こは蒲膜細管ととにl対,下に2対の牡fがある｡外毛鉄の周縁には多数の小

突起があるD7月5口には 545〉く419F▲,7月10日には 6JSX521F▲となりFlg I2,aに示すが,Fp】じ殻良

のエゾマテガイにくらペ取高が大きく,また前方への成長も大きい 7月15日には 793×611FJ, 7月20EI

には 983x775FIとなるoFlg I2,bに示すが軌 ミ後経下方の成長が大きく,後鍵と旗禄のなすflj度が小さ

くなってくる,薄膜耗管の下の触手も教を増し入水管を形成し,外亜扶周練の小突屯も故が増える07月25

日には 1,220×89･lFL.7月30Dには I.363×1.010FJ,8月9Elには l,9こnxl.330FAとなる二Pholo 21

に示す如く怒ほ挨操下カの成B:がいちじるしい 殻は瀬次薄茶色になる 出水管も形成されるが入水管と分

岐しないCこの後8月15日には 2,1AOxl,530FJになった】この個体は形,較銘とも.採泥器で採集したオ

オミゾガイ維且と一女するが,内肋は未だ形成されない｡採促器で採興した椎貝をPIベると敬具 3-4mm

の頃内肋が形成され栓める｡また,この大きさの牲良では FLg 13に示す如く後背牡の籾希のすぐ後にX型
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Fig.1･1.採泥器により採兆した椎只 42Lx255mm

に交叉する突起があるが,やがてこれは消失する

5 **/HJr.VJJ(.Ire,tot,.JLZ)JaJ･oILLlaJ.ly

*オノガイ幼生も今まで放回飼育し,厄も成良した個体で 4140x2.28L)JLの大きさになった｡1959年6

月lEl採水した 300x269FLの個体を Photo22.23と Flg ll.iLに示すが,後縁はやや裁断状で前緑は

細くなっている.懲頂はあまり夢rtJ.せず,中央よりやや後にある.慾は白色で点面に明瞭な成長派がある｡

軟体部はよく検察できるが色素点はない 足には小さな於があり.足の基恥こは平衡器がある｡消化古瀬は

濃い茶土色で大きな小胞が多数ある｡書m (1938,1953)はgE海の行厳再で plankton中から採兆した材料

を用い,オオ/ガイ幼生の特故について述べているが.これとよく一致する｡但し書田は庶蛸後の椎只の原

徴を羽べその大きさを 026xO23-024×022mm と報告しているが,宝鮒で plankton中に出現する足

の兜過した成熟幼生は 320×_q0-280x2GOpの大きさであるo

i i i iiiiiiiiii
a b

Fig.lt a plankto n より採iJさした成熟幼｣=. 300 x269JL
b 司-個体の軟襲

同一個体の軟蕪を Flg I.Lb に示すが.幼蚊坂は非掛 こ薄く,歯状の牌速は見られないo板帯は中央よ

り少し按にある 荊後背緑には僻鉄板があり.=鰍1m後とも左教にある Rees(1950)は-I/オオ/ガイ

刷の幼生の軟渋について,…Pro､lnCulum ･ 'rherelゝOneSLrOngprOVlnCutartoothlneach､･al､e.

1nthelo"-urnbonedspecleSMya),whlCh hal･CZLthlnprO＼tnCulurn,the'e leeth nⅥy almostbe

dcscrlkdasmerel)･projecll0nS Rldgesandlhngeゝ ･･Theseaherllalet151ntheTetlLnaeea
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(出緑は前はi:,Bt.後は右掛 こある)"と述べており一致しない｡JQrgensen(1946)は ▲lJ〟,e,fa,LL7L と

M /r〟JIC{t/〟(L)の幼生の欽掛こついて L̀lllngedefferenhaLtOnSaparlfrom thel.gamentdonot

occurtntheplallktoIIStage"と述べており,これと一致するが,JQrgensen は側按板についてはふれて

いない ｡

オオノガイ幼生は奄軌では5月下佃こはすでに州現しており,6月r卜旬まで出現する｡出現数はあまり多

くない｡

変態後の形態変化については,ユ958年5月25Fl 313×283-283〉(256〟 の大きさの6個体を飼育した中

の位も成長のよい個体を例にして述べる｡5日後の6月1日には後成穀が形成され 477×372FL となるo

Photo24に示すが後カへの成長が大きく.後縁は故噺状になっている｡後背緑は傾斜がゆるく直線状であ

るが,前背緑は憤斜が急でふくらんでいるO後成熟 王灰白色で表面に成長派があるO体の後場には薄膜細管

と上に1対,下に2対の触手があり,Jiからは足糸をtHして容掛 こ附諮している0 6月11日には 656×477

FJ,6月16Flには 834x611p,6月22日には 1.120×715J▲となるoPho1025に示すが,歓はいちじるし

く後かこのぴ,後縁は方形とlL:り, 左右の穀の不相称が生じ右穀がわずか大きくなる. 殻は厚く不透明と

なり.表両の成長脈は不規則で摺状を宅する｡ また殻田から後腹隅にかけて稜 角ができる｡ 6月27r]には

1,520×912FL,7月2Elには 1,940Xl.180p となり,鞘膜細管の上下の触手も増加し,出入水管が形成さ

れるが,両者は分岐しない｡ 7月7EHこは 2,240×1.290〟.7月17日は 3,230x2,010FA,7月27日一には

3,650×2,130〟 と成艮するD7月27FIの時を Flg 15に示すが殻の銀縁は漸次九味をおびてくる.水曹も

二 二 ∵

Flg.15.浮沸幼生より飼育した椎貝 3.650x2,130〟

よく先述するが71学校細管はまだ消失しない｡ 外出院の前縁には多数の小実在がある｡ この後8月6【1には

4.140x2,280FLにまで成長した｡以上の状態は書mの記述とよく一致する0

6 イシカゲガイ CILnOCL77-d LILMblLelD･EUI(Rolle)

インカゲガイ幼生も今まで数回飼辞し,一番大きくなった個体で 2,430x2.280jlまで成托した｡この人

ききではまだユゾインカゲガイ C lLLLI/0/･nLe71SL,(DeshiIyeS)と区別は困難であるが,宅は那付近では成体はイ

ソカケガイのみ採躯されることからイシカゲガイと同定したDplankton 中に出現するイyカゲガイ幼生は

260×245Flの大きさでは足が形成されたはかりで,足が発達し而盤が退化しはじめた個体では 379×340〟

の大きさであった｡1958年6月29F=l採如した 277×248FIの大きさの個体を Photo26と Flg 16 に.漢

た同年6月28日採引きの 379x340JLの大きさの個体を PholO27 に示すが.形ははば前後同形で,懲頂は

中火よりごくわずか後により.あまり彫山しないO前後背緑は傾斜がゆるく,若い幼生ではわずかふくらん

でいるが成軌幼生になると逆にわずかへこんでくるO前,臥 後縁は境が明瞭でなく連続して大きくふくら

ち,全体として扇形をしているが,前縁にくらべ後縁がわずか広くなっている.敬巾は小さい｡殻は白色で
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Flg･16･planktol､よr)採兆した成熟幼生 277x248F▲

老師に細かい成艮脈がある｡軟体部はよく観察できるが色窯点はなく,Aiには大きな酷があり,足の基部に

平衡器がある｡消化盲蕪は茶褐色乃至-#上色で小胞が掛こある.

イytIゲガイ幼生は1959年には操船できなかったので,銃法を観察することができなかった｡室此{･ほ例

年6月上tlJから7月上旬にかけてごく少数がときどき出現するC,

'変態後の形態変化については,1958年6月16日採集した 316×277〟の);ききの-個体を飼育した場合を

例にして述べる｡6月22日には後攻恩が形成さJHまじめ 395×340JLとなり.足糸で窄器の側壁に附祁して

いた.6月27日には 556×477JLとなりPhoto2&に示す如く後成敏のR両に放射肋が形成されるO肋は

検割きど明瞭で月文禄の中火より恥 土不明瞭にTj:るO放創A/)掛 i約16であるが.旭の飼育例ではば同L:放F<の

個体を調べると10-16本の範Llで変災があるOまた肋の太さも-椛でなく太い細いがあるがそのTl押順 序も

個体差があるっ顎の形は,後背緑は憐斜がゆるやかで屯線状であr).前神鰍ま倖斜が急でへこんでいる 守を

鰍 王rh広くやや裁断状になっている,後成熟 土灰白色で不通n)i,,&両には放与川J)のほかに不規則な成長脈が

Ftg.17.浮Wf幼ノt=_上り尉官した仲代 L,170×1.060F･
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ある一体の後執こIま短かい請挨細管があり,外套浜の前操には小実包が数個あるohiの軌こは一本の足糸が

見られたが,径 8-9′̀{･分岐しない｡7月2日には 656x551j▲となり,滞挨細管の下に2対の坂7-がで

きるが 1対は神菅のす(･下で.1対はかなり握れて後頗隅にあるD放射肋は約22になる.7月7日には 7(カ
x611JJとなり,痛快細管の上に2対 ,下に3対の触手ができる｡外食膜緑の小突起も数を増し腹練にまltI

および,巌の放射肋も次掛こ数を増す 7月12Elには 834×715FI,7月17日には 998)(879F▲となる｡

Photo19に示すが,鰍 ヱ経綾と腹緑の成長がノこきく,前背鰍 ま後背掛 こくらべいちじるしく短かい｡穀の

色は茶色になり,放射肋は約27になる 7月22日には 1.170×I,060/▲となり,Flg 17に'-T<す如く全体が

丸くなってくる､放射肋の上.こは成長派にそって′トきた突起がある｡8月1日には 1,560×1,410F'.8月目

口は 1,939×l.750ILとなり.形はさらに丸くlJ:り殻巾も大きくなってくる0 8月20日には 2.170×2,010

JL,8月30日には 2.390×2200FLとなる｡Photo30に示すが,色は茶褐色で放射肋は34-35まで数えら

れ 肋上の突宅は見えた:くなるC散頂から後腹隅にかけて弱い稜角ができる｡出水許には兼だ帝院細管があ

り,上に2対,下に6対の牡f-があるが,水管として突出しない｡外澄膜綾の小突起は見えなくなった｡こ

の後9月5日には 2,430x2.280FJに成長した

T ホタテガイ PLrI"･oPt･(/i,,I(P))rL･SSOeJ'SLS(Jay)

L+･タテガイ幼生は2回飼育し.一存成長した個体で 2.430x2.390jlの大きさになった｡出現個休政が少

ないので測定値も少ないが.phnkton中にtlJ.現する幼生でEt大の個体は 326×287/̀ であった｡この個体

は足もあまり発達していないので成熟幼生はもう少し大きいと考えられる ホタテガイ幼生の特魚について

は木下(1919),田中t19581の報告があるので冊榔こ述べる｡

＼ ＼ ミ 毎 毎≡ラダ-メ/
I:I--= =ミニトー＼
一一､ーゝJ
~一㌢レ丁戸~~~へ｢~~

a b

Flg.18. a planktonより採集した成熟幼生 311×277p

h 同一個体の較蓑

1959年6月3日採暮した 311)く277JJの大きさの個体を Photo31,32と F.g 18,aに示すO形Ii淡姪

が広く,前綾が細くなった卵型で.顎TZtはあまり膨出せずはLi中央にある｡穀は黄色味をおぴた白色で透明,

表面に細かい成長脈がある｡軟体部はよく観察でき色素 点は明鮫で足には舵がある｡

欽熟iFI者 18,b に示すが,田中の附か椎貝の原敬における親祭とよく一女する｡薄い幼故転は両端が

輝くなり,そこに各5-6個の鍵盤がある.欽歯は直線部をはずれ前後背簸にまでお上.i;が 他の吐熟こ見

られるようなOf蚊掛iない.靭帯は幼飲坂の中央にある｡

･tlタテガイ幼生は室蘭で11叫主脚始時にはすでに出現しており,7月中旬頃までときどき出現する｡

変態後の形態変化については.いずれホクテガイ研究グルーブが報告するの{･,ここ{･は1958年6月24El



I.I1

a b

Fig.19. a 1958年6月24口より飼育した2個体の幼生の成長

b aと同じ2個体の敷皮と殻高の関係

採集した 277×253,277〉く250FLの2個体を飼育したときの成長の状態と筋良と殻高の関係を FLg･19,a,b

に示し,8月8日の 2,430x2.390FLのときの梶川を PhoLo33に示すにとどめる.

8 キヌマトイガイの-gLllla/i,LlaSL･

この機炉の幼生も数回飼市して一番成長した個体で 1,824×950J▲の大きさになったC変態後の椎貝の形

態については後でくわしく述べるが.後背緑と.懲Jfiから後腹隅にかけて走る稜角の上に突起があり H･,L-

1elLn ll/･CJLCaと考えられるが,明確でないので 〃 5♪として節岱するC

′′{ ･-

A

喝

＼

＼一･一一･･一 ･.･.･.･.･..

Fig.20, a ptanktonより採Rtした成熟幼生 419×366iA
b 同一個体の軟袈
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この種の幼生はZI未申 plaJlktDn中に出現した斧足筋幼生のうちでは最も大型で 4(氾JLを超える大きさ

の個体もLti'Lはあった.ホ足した個件のうち最大のものは 419×366Ftであった｡1959年6月7日採集し

た 419×366ILの個体を Photo34.35と FLg20,aに示すが,忠項は中央より少し後にあって強くXZ出

し.後縁は広く打鍵は細くなっている｡肌後背緑は正毅状であまりふくらます.旗練は前縁,後律と共に大

きくふくらんでいるが,それぞれの境界は角はって群蛇である｡怒巾も大きい.軌 ま厚く不透明で洗い淡色

をしており,&面には明敏な斡脈がある｡軟体部は枚察しにくいが,面盤には一本の鞭毛があり,足には大

きな既とその盛部に平衡常がある｡色棄点は見られず,消化盲嚢は黄緑色で大きな小胞が掛こある｡幼生の

形および特軌まJ･]_arcI'co(-SET.T'lLZL･a〝'･C/ECG)(Lebcur1938.Jかgensen1946.Ree51950),H ,~LLgOSa

(-SrLLgOSl･)(JQrgensen1946)の幼生より〃 orLt･'ltaLts(宮崎1938)の幼生に似ている｡

同一個体の鍵炎を Flg 20,b に'示すが.全体の大きさにくらべ幼鉄板は非常に短かく,左祭ではその中

b

Fig･2l･浮荷幼生より飼育した惟只 a.687×474JL b:1,(桝)x671F̀
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共に,右鼓では前掛 こ大きな矩形の鎖由が一つずつあり,切帯は幼飲坂の後鵜にある｡また価穀転も発達し

出軌 1前側女坂では左忠に,後Bd較坂では右殻にあるC以上の特赦は Rees(1950)によるキスマトイガイ細

料 Hlatellacea(-SaよlCaVaCea)についての記述とよく一致する.

この唖薪の幼生は室榊では6月上旬から7月中旬にかけてときどき川.現する｡

変態後の形潜変化については1958年7月2日採水した 348×308,332×3aSpの2個体を飼育した場合の

成長のよい個体を例にして述べる｡5日後の7月7日には 35Bx316pに成長したが兼だ浮沸しており,7

月12日には 4Ll2×3LIO/▲になり後成穀が形成されはじめた｡Photo36に示すが,形は前後に長く,後縁は

救断状になっているC後背鰍 ま怖斜がゆるく直線状で大きな耕状の突起が2対あり,前号学級は燐斜が:3.でく

ぼんでいるO複成敬は次白色でB面に帯状の不規則な成長派がある｡体の後掛こは鞘膜細管がtあるが,これ

はやの後資の上執 こあっていちじるしく上に向いており,すく･下に1対の触手がある.また.後緑の下端に

は下に向いて2対の触手がある｡すなわち川.水部と入水部は非常に弊九ている07月17日には537)(395〟と

なり.形はさらに前後に良くなり腹さが-こんでくる｡後背操の韓は3対になる｡7月22日には593×387JL

となり.7月27日には 687×474j▲となる｡Flg_21,3に示すが右敦が左殻にくらべやや大きくIL:り後背廷

上の#も数を増す｡薄膜細管の原田の触手は2対になり,入水部の触手も3対にtL:り管状に密告して入水管

が形成される｡足の鮭の附近から足糸を出して容筆のCt壁に附者しているが,足糸は2.3分岐している｡

8月1日には 909×566F'となり敢項から後腹掛 こ走る稜角上にも2LB棟ができるO足糸も分岐が多くなり

樹枝状になる｡8月6日の 1,(》0×671pの時を Fig21,bに示し,8月25日1,630×836JAの時もP11010

37に示すが,前背鰍 i書次悌斜が急になり全体が矩形に近くなる｡後背*の掛 1建議が多数附,177したため観

察しにくくなった｡この個体は9月5日には 1,824×950〟になった

9 イガイ科 Mltllldae

イガイ科の幼生については NelsonL1928),-,告uJ(1936.1953).JQrgensen(19-I6),田中 (1958)はじめ

多くの研究者の報告がある｡皇肺こおいても成只は .lly/'['LS,C'･e/IO"LyILIL'S,1VodIO/(/S,･ll"汀･L/LJ∫.

AdLLlaの各展が生息しており,今までの飼育例から変態後の形態についていくつかの typeに分けること

ができる｡しかし浮浪幼生の形態は非常に似ており区別が阻岸であり,賓態後も唖を確かめるまで飼育する

ことができtL:かった｡正確な価の特軌i人工受鰍こ上る方法が確実と思われるが,現在そこまでの知識を必

要とLfJ:いので,今までの飼育例を 一ype別に記載すかことどめる.なおイガイ刑の変無後の推只の大きさ

は便宜上値鉢の点長部の良さを用いる｡

i)▲typc

1958年 7月23日採集した 316×_nB,327x盟5,319x292,316×284F▲の4個体を飼育したが,そのうち

ng 22･plankLOnより採集した成称幼生 316)く298JL
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の1僻を PholO38と Flg22に示す 幼生の形は後練が巾広く前拝が細くなった卵形で,軒頂はゆるく

膨出している,軌 ま葡色で表面は平滑である｡歓待軌 iよく扱祭でき色素点は明瞭で足には鮭がある｡しか

し以上は Ⅰゝ)･ttlldae.特に jVyl'/wsの幼生の一般的な特色で.後述する他の Lypeともすべて共通している｡

飼育5日後の7月28日には2個体は Photo39 に示す如く複成穀が形放され,最長執 土それぞれ 403,

413p となり足糸で密野の81壁に附昔している 後成殻の色は l個は背紫色. 1個は赤紫色である 8月2

日には 482,453JJに成長するが,他の2個仏は 363.334FIで束だ浮滞していろ｡8月7日には全個体変態

しそれぞれ 545,561.387,373/▲とlJ:り,8月15日には 711,679,569,395Flとなる｡前3個体の軌 ま音

色であるが他のl個体は薄茶色である｡その後8月30Flには 86JI,8(后,760,651JLに成長し,形は Photo

40に示す如く後))'への成長が大きく殻頂は前にかたより .V)･I'I"S属の成体に似てくる｡しかしl柑】(1936,

1953)の l̂E7･uSSLLeSl'Lの記載とくらべると,後縁と前縁の巾の弟が小さく.後縁と旗緑のなす杓虻が大

きい｡また後縁と背杜の勤 王ふくらみを持っている 穀の色は前3個体は再い部分は音色{･周律が持茶色を

しているが,他の 1倍帆 土全部滞茶色である｡また9月16日最大 894FJまで飼育したが.散の滋面は平滑{･

M毛は観察されなかった 後成殻の色彩については古田も天然で採集した .V E･L755･1esILZ椎貝を調べ個体

差が大きいと述べており,この切合も本質的特赦とは考えられないo

li) b type

1959年6月25日採饗した 332x237ILの1個体を烏有した｡Photo41に示すが.形態的特徴は atype

とほは一変する.ただ殻がより坪く,周建部が*い鳶色をしている｡また博捜は恕TFの附近だけ直線状にな

っている｡この個体118月10日に最長部 1,100FAの大きさに成長した｡PhotoLL?に示す如く型は atype

に似ているが,後縁と的梓の巾の差が大きい｡また後棟と脱線のなす角度が atypeより小さくその焚界が

不明蔽であるが.後発と背操の境界は明瞭である｡坂の色は紫色で.周操の新しい細分が赤褐色をしている｡

教の表面に剛毛は観素されTj:かった,この btypeは ▲l小JLILLS炭と考えられる｡

lil)ctype

1958年6月17日採妓した 283×253〟の1個体を飼育した Photo43に示す如く特徴は atypeとほと

んど同じで,ただ敬が上り呼く不透明であるC飼育挨5｢=】の6月27日には 292×269JLで未だ浮淋してい

るが,7月2日には後成軟が形成されはじめ 316×284FI.最長部 324〟に成F{した｡ 7月7日には LIO3Fl

となり勤まbtypeに似ているが.軌 土灰白色である｡この後7月12日には 466FJ.7月17日には 593Jl,

7月22日には 75つpになった 7月27日の 92ilpの大きさの時を PhoLO44に示すが型はあまり変化しな

いで,軌 土茶色にIL:り表面に剛毛が挽素される この偶体は8月30日には 2.(pOFJまで成長し,翌年の3

月まで生存したが 2,130JI以上成長しなかった 8月30日のときを Photo45に示すが,穀頂は漸次前方

に偏より,剛毛は故と大きさを増してくる この cI)･p3は JJodLO/JIS属,特にエ'/ヒ′(リガイと考えら

れる｡

10 斗 不 明t1日Mactraceaつ)

この榛原の幼生も今まで数回飼育し,農大の個体.{･1,410×1.140J▲の大きさまで成長したがalを同定す

ることができなかった｡ただ後述する如く'9億枚の椎貝の穀歯の状態から,:カガイ超陣 Maclracea.掛 こバ

カガイ科 Mactrl(1.leに属すると考えられる｡

plankton中にth硯する幼生の大きさは 26lx253-198×190p であまり大型でない01959年7月17円採

集した 261x253J▲の個体を Photo46,47と Flg23,aに示す｡形は後縁が巾広い卵形で戯頂が中央よ

り少し後方にあり,エL/バカガイの幼生に似ているが,殻頂は-ゾノミカガイほど膨HJ.せず,また左右同形で

ある｡穀巾はあまり大きくないC款は薄い韻色で教頂の前方がやや赤味をおぴ,正面には細かい特派がある｡

穀は薄く歓待計は上く板類できるが色素点はなく.消化百燕は黄土色で小さな小胞が少し見られる 足には

摂.はない｡

同一個体の政我を Flg 23,b に示すが.両取の幼欽掛こは各-僻の大形の矩形蚊由があり,左故の前背
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--こ-7,,=1-:･~::-'~~~r~~
b

F ig.23. a planktonより採集した成熟幼生 261×253jl

b 同一個体の攻袈

Flg.24.浮滞幼生より飼育した椎貝 a 600XL166JL b 1.150×894/A
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緑には推状の特殊軟歯が,右穀の前背後には側鎖歯があるO桝帯は幼較坂の後鰍 こある｡また前後背緑には

側較板があり出緑は前後とも左掛 こある｡以上の特徴はウバガイ,I./バカガイとよく似ている｡

この唖の幼生は室Jmでは7月上旬から8月にかけて出現する｡

変懸後の形態変化については1958年7月17日採処した253x229F̀の1個体を飼育した場合を例にして述

べる｡7月22日には284x269/▲となり面軌 土消失し,体の後静 こ薄膜細管とその下にl対の触手が見られる0

7月27日には 435×358FLとなり PhoLo.48に示すが複成殻ができはじめる｡竣成勇知土沢白色で預く透明

で.於の後鰍 1巾広く赦斬状になっている｡鞘映細管の上に1机 下に2対の触手ができる｡8月lElには

600×466FJとなり F■g24,aに示すが穀は後方への成長が大きく,後背鰍 土憤斜がゆるやかである0人水

部の触手も数を和し管状に鮭合して入水管を形成する｡8月6日には 864〉く671p,8月1ユElには 【1,150×

894pとなる｡Flg 24,bに示すが穀は後方に漸次細くtJ:り,前線の方が広くなる｡また背綾部の成長も大

きく穀頂はめだたなくなってくる. 穀長の割には軌 ま薄く弱いO また薄膜細管を押し上げるように長い水

i i iiii m

Flgl25･浮溝幼生より飼育した椎貝の軟装 879×720F▲

管が形成されはじめるが出入水管は分岐しない. この個体をここで固定したため別の飼育例から 1,370×

1.100JLの個体を Pho1049に示し,879×720pの個体の鋲炎を Flg25に示す｡この椎則主機を同定す

ることはできなかったが,その攻装に畔荷受と ∧ 型の主歯があることと浮鴻幼生の諸特徴から/くカ*'イ超

料,掛こ/:カガイ科に属すると考えられるO菱餅およびその附近に産するJ(カガイ超料の唖執 ミサ';ガイ,

エゾバカガイの他にはミルクィ,ナガウノくガイがあ るo また有珠では クチ/てガイ CLZeCe/LITChLIEelLSLS

De'hayesも産する｡

11 種 不 明(2)

この種軌 ま飼育が容易で今までに十数回飼育し,最大 2,890×2.160FJの大きさにまで成長したが塩を同

定することはできなかった｡この鐘の幼生は比較的大型で p)ankton中に出現する個体は大部分 3COJJを

越え,測定した個体のうちの最大は 387×332FLであ･'たC1959年6月18El採集した 356×321/▲の大きさ

の個体を Photo50,51と Ftg26,aに示すが,形は殻頂が中央より少し後方にあり,荊後背録は傾斜が

ゆるくあまりふくらまず,脱線は前縁および後縁と共に大きくふくらんで全体として月形をしている｡イy

カ〆ガイ幼生と形は似ているが.散頂はより膨出しており,前縁は後縁にくらべやや脚くなっている.筋巾



30

b

Fig･26 a l'1ankto-1より採焦した成苧WJ生 356×321F▲

b 同一個体の改装

は小さいO殻は灰白色で遠軌 iZ面は滑らかで細かい輸脈がある｡軟体部はよく観察できるが色素点はなく

消化盲嚢は英または翁土色で小胞はまり大きくない.足には虻が発達している｡

同一個体の軟液を Flg 26,b に示すが,幼欽坂は非常に薄く歯状の手持道は見られない.靭執 ま幼攻板の

後掛こある.前後背緑には側鎖板があり,出掛 ま肌側鎖坂では左祭,後側鎖坂では右敬にある｡

この種の幼生は室Nlでは6月中旬から7月上旬にかけて多数に.LLl現する｡

変億後の形態変化については 1958年6月28日採集した 308x277FJのl個体を飼育した場合を例に述べ

る｡5日後の7月3日には 332x292Ftとなり.足が発達し面盤もほとんど消失した｡7月8日には 395×

348F▲になり後成徴が形成されはじめたoFlg 27,aに示すが,後成熟 土沢白色で表面に放射状に並んだ多

数の戟粒状の小突起が.見られるO体の後矧こは太い薄膜細管と,その上に1対,下に2対の触手がある｡7
月13日には 411×379Fl,7月18日には 593×514jLとなり,形は前後に長くなり練熟 i故斬状になるC菱川】

も漸次大きくなるo外食峡緑も敬の表面と同様頼粒状を塁するが.これは殻Ftが-}く】外怒映楼上を覆って

いるためと考えられる 7月23EIには 889×700FJとなるCPhoIO52に/lJ;すが,形はさらに前後に長くな



b

Fig.27.搾沸幼生より飼育した推火 .1 395×348Fl b I.980×1,480′l

る｡後縁の外虫膜が嶺合して,薄隈細管を押し上げる上うに水管が形成される｡出入水管は分岐せず,入水

廿の触手は3対しかない｡水管は赤色をしている｡その後7月28日には 1,240×924F',8月2日には1.6α)
×1,250p,8月7Elには 1,980)(I,480Jl,8月12日には 2,24つXl,710FJと成長するが水管が大きくなり,

触手の数を増すほか大きな変化はない｡8月7日の時の状態を Flg27.bに示し,別の飼Tf例から2,580

×1,980JLの大きさの時の状億を Photo53に示す｡飼育中 1度容器の内屯に附君していたが.足糸を観察

することはできなかった｡また丘棲程はa丘で得た同一種の 2,890×1.9Jr)〟の大きさの個拝の飲範をF1g

28に示すが徒軌ミ不明である｡
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撃 モ空プニ

空 霊 ::
一 一 一 ､〒T
Flg･28･採沢器により採典した椎貝の鍵淡 2.890×1,940i▲

12 変態しなかっなgl類

以上述べた種類のほかに,飼育しても変態せず柾を同定することができなかったが,形態的に区別できる

幼生が数枚出現している｡以下その特徴を述べる｡

1)typel.

1959年7月23日採集した 227〉く227Jlの個体を Photo54,55と Flg29,aに示す｡この幼生は今まで

数回飼市したが一度も後成筋を形成しなかったc plankton中に出現する幼生の大きさは今まで軌定した個

体で 230-200FL位である｡Flg29,a に示した個体はまだ足が小さいのでもう少し大きくなると思われ

る｡形は穀頂が中央1り少し後にあっていちじるしく膨出し,穀長と穀高がほぼ等しい｡前後背掛 ま傾斜が

急でややふくらみをおび.旗棒は前縁および後縁と境がなく大きくふくらんでいるが,後綾にくらべ前縁が

少し細くなっている.殻は哉色で殻頂のすく･前がやや赤みをおびている｡軒は比較的厚く哀両に同心円状の

規則的な輸脈が見られる｡軟体部は観察しにくいが,色素点は見られず,消化石類は黄土色で大きな小胞が

∴ -こ≡ ≠ ∵ /

i ii 5i iii ii
t)

Fig,29. a planktonより採集した成熟幼生 227×227F▲
b 同一個体の蚊装
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見られる｡

同一個体の蚊叢を Flg29,b に示すが,輝く垣かい幼較掛こは両穀とも,ほぼ同じ大きさの併給が9-

10佃ずつならび,左敬の前背簾には大きな特殊軟歯がある｡切掛ま幼鉄板の後端にある｡前後背掛こは側鎖

板があり.出練は前後とも左殻にある｡

この唖の幼生は垂脈では7月下旬以降かなり多薮tLi現する｡

19…i9'年t6y;em2胤 た 細 扇 恥 に示すoこの鵬 も

b

Fig.30. a p)anktonより採兆した成熟幼生 308×277JL

b 同一個体の女装

今ま{･数回飼育したが一皮も変態しなかった｡敢頂は低く.中央よりやや後にある｡抜鍵は前.後棒ととも

にふくらんでその掛ミ不明瞭であり,前扶背簿もふくらみを持っている｡例拝にくらべ後操がやや広い｡敢

巾も比較的大きいD軌iJ?く淡訴色で表面に細かい輪脈が見られる｡軟体帝は軌疾しにくいが.消化盲燕は

黄色IC大きな小胞がごく小数見られ.足には酷が発達している｡この唖塀の 250pほどの大きさの幼生は,

ウバガイの穀頂膨出期の幼生と似ているが,生きている個体では足に酷があること{･すぐ判別できる｡

較裳は Flg30,b に示すが幼女転は薄く,左右両穀ともごく小さい不凍AIJな攻宙が多政見られ 幼鍵坂
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の中央より少し後方に切帯がある｡前後背綾には側蚊板がありLIl練は前側軟便では左敷.横側鋲坂では右穀

にある｡

この椀の幼生は宝肺ではウバガイと同じ頃出現するが出現個体数はあまり多くないc

ili)types.

1959年6月15El採集した 356x316FJの大きさの個休を Photo58,59と Flg31,aに示す｡この唖の

b

FIg.31. a:planktonより採集した成熟幼生 356×316Jl

b 同一個体の較装

幼生も数回飼育したが後正毅を形成した個休は l個体もなかった この幼生は大型で出現する個体はほとん

ど 30FAを越え,360p の個体ではまだ足が形成されていない｡形は非常に特徴的{･,鼓頂はほはG,央に

あり彫出せず,常緑,前縁,腔臥 按鰍 ま境界が明瞭でなく全体が桁FP形をなしており,前後l引1-対象に見

える｡敷rnは小さく,熟 i薄く白色透明で-Rl榊まほは平附てある｡消化盲磯は灰色または哉緑色で);きた小

胞がある｡前綾の閉殻筋は大きくほぼ対象的に位性している｡1958年に飼育した l個体は 39CIx353Flに成

長したが練成殻は形成されず.足には腔があり足糸で容祭の側壁に附着していた｡

鎖勤まFlg 31.b に示すが,帝く短かい幼頂板には不奴Jtl]な小さな鎖飴が多数あるO側較掛iなく,敬
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帯は観察{･きなかった｡

この唖の幼生は垂旅では6月.ウ,=ガイと同じ頃ごく少数出現する｡

t▼)typed.

1959年6月12日採集した 324×332pの大きさの個体を PhotD60と Flg 32,aに示す.この唖も一度

も竣成穀を形成したことがなかった｡形は非常に特致的で穀頂がいもじるしく膨HiL,前後背緑は仰斜がlEF.
で,班長上り軒高が大きいD腹掛 土前,後棒とともに大きくふくらんでいるが,前縁より後縁が広い｡軌 王

IIく不透明{･淡い茨補色をし,表面に払い輪脈があるD出現する幼生の大きさは大体 320×300i-である.

FLg･32, a pianktonより採集した成熟幼生 324×332jJ

b.同一但体の飲強

攻裳は Flg 32,b に示すが幼攻掛ま辞く短かく.左右両款とも2個の矩形の銀歯があり.切取 ま幼鏡板

の後掛こあるO前抜背JiにはOI較坂があり,出鰍 ま前後とも左穀にある｡

この唖の幼生は宅粥では訊亜期間中時々ごく少数個体が出現する｡

この幼生の形は宮崎(1938),Jirgensen(1946)に1る Teredlnldaeの幼1三に似ており,飼育容掛こ木片

を入れたこともあるが変態しなかった｡

Y)types.

1959年6月23rl採放した 277×277JAの大きさの個体を Photo61,62と Ftg 33,.1に示す｡ この胤の

幼生は4年間の網走中,この日に数個採itSしたのみである｡他の個体を飼符したが成長しなかった.形は放

浪と扱高がほは等しく,左殻の敷頂のみ膨出するo前後背枚の較斜は魚で,収録は前.後疑とともに大きく

ふくらんでいるが,I7㌢掛こくらべ後鰍 ま広く,また前緑と旗練の境が少しくはんでいる.穀rhもかなり大き

く.殻は黄色で表面は光沢があり明吸な蛤脈が見られる｡軟矩部はよく観察でき,脱の上に大きな位々色の

色素点がある,消化盲*は茨土色で大きな小胞がある｡

疲勤王Flg 33,bに示すがホタテガイ幼生に似て幼錬磨の両側に多数の′ト辞があるC
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a b

Fig,33. a planktonより採雑して成熟幼生 277×277/l

b 同一個体の鋲装

vi)types,

1959年7月19日採集の 3COx223FLの大きさの個体を PhoLO63とFlg34 に示す｡この唖の幼生は毎

年ごく少数出現し,飼育も数回行ったが一度も変態しなかった｡形は敢長に比して取高がいちじるしく小さ

く,腹掛土ほとんどふくらまず,Fm後背緑は憤斜がゆるやかであるO穀頂ははば中央にあり,前縁はやや細

くなっているO殻巾は大きく.奴も厚く不透明で,哉色をし袈面に明瞭な輸脈がある｡軟体部は観察しにく

いが監禁点があり,哨化盲我は米土色で大きな小胞が見られるo

欽鞄王国に示さないがイガイ塾であるO

Flg.34. planktonより採兆した成熟幼生 300×233jL

綿 辛

1 1956年より'59年までの4年間,5月から8月にかけて主脈市祝津においてウ,;ガイの洋沸幼生およ

び庶捷椎貝の生態を研究した｡

2 plankton中に出現する芹足穀浮沸幼生の亀を同定する必要から.それら幼生をそれぞれ分離して飼

育した｡

3 本報告には期間中に飼育した各種芹足柄幼生の形腰的特敢特に故掛こついて述べ,変態挨成長した億

では変態後の主な形態変化を記艦した｡
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4 角帯した磯は19種でありそのうち,

tl) 7種は次の如く確を同定し紺た｡ウJ:ガイ,-I/Jくカガイ,-ゾマテガイ,Tオミ/ガイ,イyカゲ

ガイ,ホタテガイ｡

t21 4徹は唖まlt'同定し得tJ:かったが.1鰍 土キヌマ トイガイ帥こ属し,3唖はイガイ属に属することが

iフか っ九二｡

(3)2秒 土変態後かlJ:りの大きさまで成長したが,科名さえもわからなかった｡

牲】残りの6種は数回飼育を試みたが,一皮も変療しなかった,
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写 X 説 明

①～⑥ ウバガイ Sp'stLla(S)SLZC/･L7IL7･e′JSLS(Schrenck)

①,② planktonより採集した成熟幼生 303×277j▲
③.④ 人工受柄に上るよる若い幼生 208x184Fl

⑤ 浮瀬幼生より飼育した椎貝 1,630×1.330JJ

⑥ 推且の足糸腺 byssusglandの横断妨片 1,310×1,070Jl

⑦～⑨ ェゾ,{カガイ JVLZCtraSLLIca/LZrlaCar71eOJuC/aPllsbry

⑦ plarLk10n上り採集した成熟幼生 271×261J▲
⑧,(勤 浮桝幼生より飼育した推只 (む 411×340Fl⑨ I,19CIx940/▲
⑬～@ - ′マテガイ SoLe''5/'･LC/LLSGould

⑬,⑪ planktonより採集した成熟幼生 371x292FL

㊨～⑯ 浮沸幼生より飼育した椎貝 唾′685)く507〟 ㊥ 1.300×685〟 (抄 1,860×950JJ

(珍 3,610×1,410JJ

⑯～㊧ オオ ミ′ガイ SILEquaaLIll(BroderlpeLSowerby)

⑭,⑰ planktonより採集した成熟幼生 356×3COFL

(臥 (珍 plankLOnより採集したより若い幼生 284×237Fl

@),⑳ 揮瀬幼生より飼育した椎貝 亀′LIllx349JL ㊧ 1.900×1.330Jl
㊥～⑳ オオノガイ ▲VyLZ(ArL･,LO"lyL.(JLZPo′l,CLZJtly

㊥.⑳ plank10nより採兆した成熟幼生 300)(269FJ

㊨,㊨ 浮沸幼生より飼育した稚貝 ㊧ 477×372〃 ⑳ 1,120×715F一
@～㊨ イ yカゲガイ CLLnOCardtN/ルbLLeLowJ(Rollc)

㊥,㊨ plankLOnより採水した若い幼生と成熟幼生 ㊧ 277×248Fl㊧ 379×340JJ
㊨～⑲ 浮沸幼生より飼育した椎貝 ㊥ 556×477/l ⑳ 998×879/J ⑳ 2,390×2,200FA
㊥～⑬ ホタテil'イ PatL,JOPeCIe/I(P)yessoeJJS.S(Jay)
(臥 ㊧ planktonより採集した成熟幼生 311x277fl

⑳ 浮滞幼生1り飼育した椎只 2,430×2.390FL

㊨～㊥ キヌマ トイガイの-唖 111IateLLaSP

⑳.⑳ plankton上り採兆した成熟幼生 419×366JJ

⑳.㊥ 浮滞幼生上り尻育した椎貝 ㊧ 442×340Fl㊥ 1.630×836Fl

傘～⑲ イガイ斡 MytllldaeLlI)pe

㊨ planktonより採放した成熟幼生 316×298JL

⑳.⑲ 浮溝幼生より飼育した椎貝.大きさは穀の最長部を測定

⑲ 403,413p @ 864,8C6,760,65lF▲

⑪～⑲ イガイ科 人IylHtdaebtype

@ planktonlり採兆した成熟幼生 332×287J一

⑲ 浮荷幼生より飼育した椎貝.大きさは穀の最長部を測定 1,100F.
⑬～⑮ イガイ科 Mytllldaectype

⑮ planktonより採JRした成熟幼生 283×253F▲

⑭,⑲ 浮滞幼生より飼育した椎見,大きさは穀の最長部を測定 ㊨ 924j▲⑮ 2,099IL

､抄～⑲ 唖不明 u)
LJJ?.申 plank10nより採集した成私幼生 261×253JJ
㊤.㊤ 浮塀幼生より飼育した惟只 ⑲ 435x358〟 ⑲ 1,370xl,100FL

@～㊨ 種不明 (2)
⑲,㊧ p!anktonより採集した成育h幼生 356×321/▲

⑩.@ 浮沸幼生より飼育した椎只 @ 889×700IL㊨ 2.58〕xl,98()F･
㊨～⑳ 成長しなかった残りの6唖の成熟幼生

㊨.@ typei 227x227JJ 旬 ,QZ)type2 3り8×277f▲ ㊥,⑳ tyPe3 356×316J▲

㊥ t)pe4 324×332Jl 包.㊧ t〉pe5 277x277FA @ t)pe6 330×223FA

Note

A 前 anter.or P 後 poSterLOr b 足糸 byssus f 足 foot m 外套幌 mant】e
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礼文島船泊の-ゾ/17 ソウニの生態について

川 村 - 広

EcologlCalStudleSOn SeaUrchln,SEro'lgyloce/tLroELISuZLermedtlfS,On the

CoastofFunadomarlln theNorth Region OfRebunIsland

KazuhlrOKAWAMURA

Theauthorcarrledoutanecolog)calsurveyandcatchanalys.swlrh theintentOfclar】fylng

theactualcon°.tlOnSOfllfean(hheEIShlngOfSeaUrchln,SLro′■gyLocenl'101LLS A"lerrNedM∫ He

(llSCUS5edtheme1110dsofi:OnSerVat】OnOfresourcesonthebaらlsOftheresultsobtalned ln 1962

TheresultsareasEoHoWS

I TheseaurchlnSmaybeclass】fledbyLestSlZeandageOTIJuneln1962asfoIIo､vs

Testd･ameter smal)erthan1cm iyeargroup

Testdはmeter 100-299cm (2yeargroup)

Testdlameter 300-400 cm (3yeargroup)

Testdlameter 1.l√gerThan4cm adultgroup

2 TheoneyeargroupappearsmalnlylnShallowerareaslessth.ln50cm ln depth ThlS

groupmlngkswlththerootsofseaweedsoT】-Ve§understones Theyfeedon(leErLtuS Thetest

dlamete=SWllhlnarangeOr2-5mm

3 ThetwoyeargroupllVeSmaboutthesameareaastheIyeargroup,butLhlSgroupIS

alsofoun(llnareasSllghtly(…eeper The2yeargrouparLdoldergroupsfeedchleflyonseaweed,

thelrgonadsarehardly(1eveloped ThetestsIZeVarleSIndlameLeraCCOrdlngtOthe(llfferenceof

ItshabZtat

4 Thethree).eargrouplSfoundma'nlyalasllghLlylnCreaSeddepth ascomparedwlththat

oL【he2yeargroup,buttheyarefoundatvarlOuSdepths T【SeemslotheauthorthEttthehabltat

otthe3yeargrouparelnfluensedbythe(llfferenceofthegrowmggoneOfseaweedsandthe

condlt10n50ftheseabottom TheirgOn乙ldvolumelS一essthanthatofadult

5 TheadultgroupllVeSlnareasdeeperthan50cTn A tendencyforthetestsIZetOlnCreaSe

､vlththedepthwasseen

TheindexofgutcontentlSlnInverseCOrrelat10nW■thlhegonadIndex ThegonadvolumelS

generallysmallatdeeperhabltat,but.tv.lr■eSaccordingtOthel∝allLy Thegrowthstagesofthe

gonadsareCroTUL/IgandearlystageofPro-I"nLurelnfema一e,andare Pre-'′lalLLrCandMa/LL'･e
lnma一e

6 Thegonadvolumeofseaurch】nscollectedfrom FebruarytoAprll1963areabout3i-カ

otthegonadvolumeolsamp一estakenln June1962 ThegonadstageLSearlystageofCl･OW川g

･nfemale,andareGrowI''gandearlystageofPro-PLL7ELEreLnmale

7 ThedarkredpunctnongonadeonsIStOfredglanularcellsandC-shapedspICules
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8 Theopenseason､vasfrom25thofJunetotheen(LofAugust Themeancalch perday

foreachflShermanlVaSOver100kgbytesいVelghtdurLngtheear一yfLShlngSeason,andwasabou(

30kgatthebcglnnlngOfJuly. Buts00nafter】ThelneこInC.1tCh Increased losomeextentand

decreasedgraduauyLOWardtheendorthei.ShLng Season Tlleyleld rateofthegonadWas

hlghestatthebeg=1nlngOfJuly lLvarled､Ⅴ■thdllfcrenttocalltLeSanddepths

9 TheauthordlSCuSSedtllel)ShLngSeason,ttle)eg乙llllmltOfsIZeOrSellurChln,COnSerl,al10n

andotherrelatedproblems

北海道の北掛 こ位匠する利尻,礼文両島は北海道におけるウニの主産地である｡なかでも解泊は倍も生産

丑の多い地域の一つであり,海岸線約 50km,うち 4km前校の砂浜を除いて.岩盤,玉石地帯になってお

り,良好なウニの生息場に怨まれている｡1961年におけるウニの生産融ま金塀にして,5,600万円に通して

おり.コソブに次く･正夢な浅海粗菓になっているO

著者は1962年より,地元船泊的業払同組合の依掛こよって,この他塀のエゾ,:7ソウニについて調査をお

こなってきている01962年齢こおいては.どのようなウニが,どのように分1r了しているか.また,餌や生殖

巣の状矧 ミどのようになっているかを明らかにすることを主な目的とした｡また,汲接見や歩Fだtがどのよう

に変化するかを漁業者の記録から明らかにしようとした｡これらの結果から軒源管理についての考祭を試み

た｡現地での粥査期間が短かかったこと,調査の方法に欠陥があったことなどから,得られた結果は捷わめ

て不十分なものであるが.ここに報告するO

本文に入るに先だち,この調査の教会を与えられ

た船泊独英協同組- 感附 る｡また- こあた- 噂
て終始協力して頂いた船fEl漁業協同組合職員,小坂

竹松氏ならびに各地先でウニの採非に協力して頂い

た地元漁業者の皆様にお礼申し上げる｡

材 料 と 方 法

1962年6月22-28口にかけて,現地で生物調査

をおこなった｡酉上狛.江戸崖,弁財泊,南前山,

東上泊の各地先 (第 1回)で,水深 20cm～45m

の範間で,3-5地点,水深別に30-70個体のウ

ニを採集し,殻径.取高,全重量を測定した｡各地

点10-20個体について生殖巣生長.刑化管放生,

放政見を測定したDまた調査地点の庇fL 海藻の生

育状態についてノ/キガラス箱による観察をおこな

った｡生殖巣の熟度は生殖巣の一部をブ7/液で匡l

定し,′<ラフィソ法によりプレJtラートを作製し.

デラフィールド-17トキシl)-/,エオyL/の二重染

色したものを蔽徴鏡観察によって判定した｡鼻民度の

区分は北水訊(1962)の区分に従った｡消化管内容物

は顛散鏡観察によって判定した｡

6月25日より8月下旬にかけてウニ漁業がおこな

われたが,漁牲是.歩留等について漁獲日掛こよる

調査をおこなったo漁獲日報の様式は次の通りであ

るO 第 1回 調 査 地 点 囲



ウ ニ 採 摘 記 蝶

採描画管を孟宗姦水深l底 質

当初の計画では7月以後2カ月に一度標本採雅をおこない前記の生物測定によって.生叙巣の変化,飼料

の変化等について飼査する予定であったが.1963年2月以後しか標本を採炎することができなかったOこの

報告では2-4月の標本についての飼査結果について述べる｡

# # t * *

1 ウニの大きさと年令について

節2回から第6回までの図は各地域の水深別殻径鼠荻を示したものである｡これらの回はその水深のウニ

の大きさと丑的TL:分布の相対的な開床をある程度反映すると考えられるが,地域全体の関係を示すことはで

きない｡北水試(1962)の忍路のエゾJ{フソウニの成長と比較しても,各地先の取径 1cm未満のウニは前年

の秋に発生した1年ウニと考えられる.また筋径 1-2cm 台のウニは大部分2年ウニと推定され,野径3

cm台のウニは3年ウニが多いと考えられるO3年ウニには穀径 2cm台,4cm 台にある個体も含まれる

可能性があるが設径鼠成のみで判断することは困難である｡また水深によって,同じ大きさでも年令が同じ

tt71(cLn)

第 2回 西上泊 水深別穀径組成

q t一(CJL)

第3回 江戸星 水深別穀径範成



1 2 3 1 5

d ELlu'-)

第6回 カ三上泊 水深別穀径組成

tlIll(Ll

書5図 南高山 水深別穀径取成

であるかどうかは不明の点が多い｡

敢径4cm以上のウニについては4cmの後半.5cTn

の前半,また115cmの後半に山がある場合があるが.

これだけの資料から年令を推定することは国井であ

る｡しかし,4αn以上のウニはほとんど全部の個体

が成体ウニになっていると考えられるので.ここでは

一応一括して成体ウニとして放り扱うことにする｡

穀径 7cm 以上のウニはこの詞査{･は-個体もみら

れなかったが,6月25日の操業折1日目の漁獲物の中に

は少数みられた.これらのことから主要漁場では筋性

7cm以上のウニは比較的少ないと考えられる｡しかし,

田村(1960)は富士が汎El定した道南のエノバ7I/ウニに

は穀経 85cm前後のウニがあることを述べている｡

以下.放径 1cm 未済のウニ～1年ウニ,放任 Icm～3cm未満のウニ～(2年ウニ).殻径 3cm 台のウ

ニ～(3年ウニ),較径 4cm 以上のウニ～(成体ウニ)として,それぞれについて述べるD

2. 1 年 ウ ニ

1年ウニは前年の秋に発生したウニである｡6月下旬にはほは殻径 2-5mm位の大きさであるO丙上泊



{･は炉圧5mm よりもいくらか大きい個体 もみられた｡

第 1表 調査地点の環境とウニの生息状態

∴ _:.､● ∴ い一一･一 一 ∴ ● -.･.::.∴ ∴ ､.

ケウルツグサ.その他の海藻が多い

石灰擁 (無節)

スガそ,71;J･7ツ そ.ホソダワラ,
アオサ,ヒJIマタ.有節石灰藻

コソプ,スジノ,スガそ,ワカメ

コソ プ.ス)メ,スガそ,7オサ,
有節石灰藻

流れコソプ,7オサ

1年 ウ ニ,スガモの枯 葉,ア*サ,フジて
ツその 板のところ , 沖側では有節石灰
藻の中 ,2年 , ウニ 海 誰をつけてい る ｡

海藻の根本,石の間にいるC

lr

ウニは非常に少ない,死憩がある｡

1年ウニ,石の下部の石の周りにいるO
2年ウニ以 上,石の下｡

石の間.下にいる｡

ウニは海藻をつけている｡

ウニは海藻の問にいる.

第 2表 1年ウニの地域別.消化管内容物
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1年ウニは今回の1丑では,水深 50cm 以決で発見されh 岩盤,玉石地帯にみられるが.大きな缶径

1m前淡の玉石地帯ではみられなかった｡1年ウニI油 菜の板の間,有即 死藻の群落の中に多く出現する

が,海藻の少ないところでは玉石の下伸に附着していることが多かった(耶】設弁難)｡第2茨 にみられる

ように主として石吠謙,/ミ-†クリ,附着杜郷 等の石次男を多く含むデトリータス的な生物や生物の破

片を食べており,普通の海熟 iほとんど食べていなしb この時期のウニは殻全体が白っぽい感じである.香

上泊,弁財泊,両芯LLlでは 10cm2 当り2-7個体の1年ウニが生息していたが.東上泊の銅盤地点では非

常に少なか19た｡また江戸座ではl個体も発見することができTL:かったO船泊の1年ウニの大きさ,分布,

食性苛は忍路の塀合と良く似ている｡

3.史篠 1- 3cm 未満のウニ (2年ウニ)

ウニは水深 50cm以法に多く分布するが水深が深いところにも分布する｡調査の範囲では水深 1m以深

ではあまり多くみられないが,これは採典方法の欠陥によるものかも知れないが,一般に浅いほど小さいウ

ニが多い較向がある (第2-6回参照)0

石の下,岩のワレ口琴に5,6個体から数十個体姓田をなしていることが多いが,流れコ./プなどに沢山

集まっていることもある｡また海藻を体につけて地 上にいる個体もある｡食べている餌料は第3茨の遜り

ICあり,普通の海藻が中心IC,その場所に生えている海藻,洗れ藻を主食としていると考えられる｡

生柾巣は大部分の個体で形成されているが.全体にきわめて発達が普く,顧故殺で畷祭しても雌雌の区別

すら困井であることが多い｡生殖巣最長で 02g以下,生井巣指故 El)叫 で03以下のものが大部分であ

ち.しかし酉上泊の水深 30Qn のウニでは第9回にみられるように他の地域に比較して裁分発達が良い｡

第 3表 取径 1-3cm 未済のウニの地域別.水深別.消化管内容物

地 域 I水深 l 主な消化管内容物 ~ l 必 かこ少ない消化管絹 物

3050-cm･イギス耕一ケウルシグサーフクp

1.5m.イギス類.イT･〆サ類,ケウルy〆サ

30mlイトクサ耕

屋 45mLJ,;言サ#･タロガンラ夙 ケウル

グサ取,-ノこそドヤ,石訳藻,ホ-/〆ワラ斬,巻尺

ノリ,-′.'モド牛,クpガンラ解,アオす,ヌメ
.スガそ,クシペニヒ/(,フジ17ツモ

-:モド牛,イギス耕,シマダン 7.クシペニヒ':

弁財泊l15-lコソプ
南削 110r埴 誓 管･,完 モドキ･ケウルシ〆慮蒜.'芸弘子蒜蒜:蒜 苗7品耕･イソムラサキ･石

ケウルシグサ.イギス斯,7シフワッ
そ,イト2'サ斯

-バモドキ,石沢深.フォサ,スガそ,穫不明1穫

フジてツそ,イ ト〆サ研,スガそ,ワカメ?,イソムラサキ

イト〆サ薪.イソムラサ車.ケウルツタサ.イギスガ1.
ツルそ,ヌノ-ノリ

鼓 1)名指掛 1次の式で計井した価である｡

生- 繊 備 ×10 姐 巣棚 卸一議 ㌍ 駄 -×10

靴 即 納 - 靴 管習Jl;Pl.警霊差金吐 x10
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生殖娘の軌齢 ま大部分,雌雄共にまだ先達の初期の段格である｡れ鼓した個体の中で.1個体のみ雌の成熟

前期に連していたものがあった｡この個鰍 主祭径 2,99cTnであり,おそらく3cm 群に入るものであろう｡

成長については今回の調査ではほとんど解らないがT弟2-6回から西上泊のウニは,南高山,凍上泊に

比較していくらか大きい頼向がみられる｡妨10,13回の水深 30-50cm の生殖巣指救 脚,消化管内容物指

数をみると西上泊のウニは生殖巣指数P),宇削ヒ管内容物指数対 こ東上泊よりも高い恒向があるようである｡

また那 1ユ≡から解るように.解となる海恥 ま西上泊で烏有である｡これらのことから考えれば伽の状態が

地域的に大きさの左の生ずる理由の一つになっている可能性があるO

忍樟湾の水深 30m 以掛 こ生息する2年ウニは大部分成れ産卵するが.鬼泊の場合,西上泊ではいくら

かその可能性があると思われるけれども,大部分は,6月下旬の生錐巣の発達状態からすれは,成熟LTJ:い

のではないかと考えられる｡

収集の範囲では各地ともJt的に多く分布していると考えられるが,特に繭高山で多かった｡第4回で弁肘

泊の水深 30-50cm のところに穀径 1cm 以上のウニはみられないが,これは採集した標本の匁理を誤ま

って甜定できなかったためで,分布しないのではない｡
4 鞍径 3cm台のウニ (3年ウニ)

一般に敢径 3cm 未済のウニより幾分神妙 こ多く分布する｡西上泊では水深 50cm のところに多く.求

深 1-15m のところにはほとんどみられTL:い (折2回)｡一方,南高山.成上泊 では水深 1m の ところ

にも多くみられる (第5.6回)｡ この分布の差の生ずる理由の一つとして,ウニの移動の仕方と東熊活動

に対応する環境条件に関係があると推定される｡すなわち.西上泊では水深 50cm 以没の平蔵があり,多

くの海藻が生育している｡平巌の先端はコL/ブに上っておおわれており.急角度で深くなる｡平磯の上には

I-3年ウニが生息しており,一般にコソブの摩銀地科 ミクニが少なく,コソプの先端がたれ下がる下側に

ウニが筋炎するO酉上狛の水深 1-15m の調査地点はこのコ./ブ地帯の下側である｡平鰍こいる 3crn台

第 4表 敬径 3cm台のウニの地域別.水深別,消化管内容物

地域 i水深 l 主なぎ削ヒ管内容物 l 丑的に少ない消化管内容物

右肺石灰謙.ノミ-マクリ,砂粒,A/オ〆サ解

テノダサ煩,ケウ ･̂シグサ.7オサ,石灰叢

∵ ∴ .:V･:･ 一㌦ ∴ Q1
45mイギス鼠 ワカノ

イギス頼,イ ト〆サ.アオサ,石灰謙,クpガyラ頼,スカ'そ
7オサ.クl･ガンラ耕,ヌノ.､ノl),スガモ

クロガシラ耕,ケウルy〆サ,イト〆サ澱.7オサ.チ
ソ〆サ頼,クツペニヒ'(,イソムラサキ. yマダノア?
タヌ/イ ト?.ッオ〆サ薪

ウルツタす,スガモ

10mlイギス好i.ケウルツタサ.イ トグサ鼠 フジ17ツそ,テソ〆サ炉,-ノこそ ドキ,巻尺,甲穀煎

I5ml-J{モドヤ,イギス頼 テソグサ穀,イ ト〆サ期,動物の蒙,7ツ yナギ,スガ
そ,甲殻塀,クロガシテ頼

I/メ.-ノミモ ドキ,ケウルシグサ.
+I,il蛾

ギス原.ケウルシ〆す.-′ミキ ド

ソプ

7オサ,イ ト〆サ軌 石 沢 謙 ,動 物の卵,種不明一種
チ./9'サ取,ヌノ-/I), yルそ, フ}マyそ,イトタ
レ ギス節,7ク‥ ,)?.ヶウルックサ



第5表 敬径 3cm台水深別,雌挑別成熟状態

辛 30-ー50cmLOmI,5m3.0m4.5m 3350 1001(XI6650 ー

のウニは必要な餌をその場で獲得することができるし,コソプ地僻が一億の壁になっているために,この時

期にはまだ下の方に移動しないと想われる｡忍路における渦盤では,同じような平鰍こいる 3cm 台のウニ

紘.夏の間に大部分が深みに移動すると考えられている (少なくともコソ7'生pff地帯の上限より下)｡

一方,南高山.東上泊では玉石地帯が多く,岩礁と岩礁の問に比較的なだらかに深くなる玉石地帯があり.

しかも海藻は主として水深 1m 以深に多く生千fしているDこの地域のウニは浅いところに餌が少ないこと

と,移動する場合にも特番物が少ないことから水深 1-15mにも多く生息すると考えることができる｡

ただし,酉上泊では水深 3m以潔にも歓径3cm台のウニの生息がみられる. このウニはおそらく平磯

の上に生息する怒径 3cm台のウニとは′トさい鴫から興なった場所で発育してきたものと思われるが,現在

の段階ではその実億は不明である｡この浅いところに生息する殻径 LIcm未満のウニと,深いところに生息

する穀径 4cTn未満のウニの生活の奨態と相互の慨係を明らかにすることは,資源の補充の磯柄を明らかに

する上で盃変な研究課魅であると考えられる.

f削ヒ甘内容物は約4表の通りであり.一種燐の海藻のみを食べることは少なく,数磯の海藻を食べている

ことが多い｡消化管内容物指数は-た如こ成体ウニよりも商いが,これは主として生殖鵜の発達が不十分であ

ることと開陳がある (節】0,ll,12,13図参照)o

生殖典塩見は多くても5gを越えることはほとんどない.しかし生殖巣指数(蝕土浅い場所のウニでは15

以上の場合があり,成体ウニとあまり変らないことが多いO一方,水深が深くなると生殖鬼の発達状態は懲

くなり,3cm未満のウニの状態とあまり変らなくなる (第7,8,9図参照),

成熟の状態も水深 10m以技では雌で成長期,雄で成熟前期のものが多く.成体ウニに比較すれば発達が

一段階遅れている程度である.水深の深いところのウニは雌堆共に成見前臥 成長期の状態の個体が多くな

ち.そして場所や水深による生殖典の質的,量的な差は成体ウニに比較して大きい(雛5衆,妨7,8,9触)｡
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第 7回 地域別,水深別,殻径に対するLL-碓駄馬品の関係 第8図 地域別,水深別,鮫径と生殖狼指数CB)

Fu11一.(1962)はiLゾ/:7-/ウニの似桝率が小さい個体では大きく.大きな個体では小さいことを実験的に

明らかにした｡このことは,叡径 3cm 台のウニでは 4cm 以上のウニに比較して.祭の成長や成熟に多く

の飼料 (栄炎)を必要とすると考えられ.水深や場所による海津を中心とする飼料の状態とウニの餅の摂り

方の相違が,生殖典の発達の仕 -̂にも関係するとRL_まわれるが.今後の研究課題であると考えられる｡

蚤的な分布は調査の範囲で江戸足で少なかった0

5 頼鐘 4cm 以上のウニ (成体ウニ)

水深 50cm 以掛 こは少なく,水深 1m I主ij後から深いところに多く分布する (第2-6回),全体として

深くなると共にウニの大きさが大きくなる鮫r如 ;みられ,著者(1960)がサE･マ湖のエ′/て7./ウニの分布に

ついて調査した結Aiと似ているoウニはコL/ブ地帯の近くでは,コ./ブの葉体の先端部に密炎していること

が多いが,海藻の比較的少ないところでは点在していろことが多いO流れ拓.小石,只殻等を体につけてい

ることが多い｡
弁財泊では水深 30m のところが,水深 1-L5m のところのウニより小さくなっている｡ これは弁財

泊の調査地点が船泊港の中であって,水深 30m のところは岩盤上にYFEがたまり,死殻が散在していたこ

と.海幕の生育状態が良くなかったこと,ウこの分41滴度が非常に低くかったことなt'から考えて.大きな

ウニは死亡したか,他の場所に移動したものと推定される｡
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第9回 水搾別,地域削,敬径と生殖巣指
叡の閑係

生舶 指鼓- 茎殖墓相‡ 火lo

l ～ I

tLtL(cpl

第10回 西上的 水深別.生殖典指数と消化管

内容物指数

妨6卦 こみられるように,併科は援護,褐謙.紅藻の海護が中心であり,小動物も含まれる｡江戸塵の水

深 45m の場所では石沢藻を除いて全く海業がみられなか19たが.ウニは種々の海#-を摂供している｡こ

れは主として凍れ護を食べているためと考えられ,体に雄れ漠をつけている個体が多い｡併科のflと生殖巣

の発達の閑掛ま良く解19ていないが,第 1妾一群6表.折9図を検討するとコ-/プを食べているウニが生殖
典の発達もいく分良いようである｡しかし生兼巣の先述は北水沢(1962),Fujl(1962)の研究から考えても,

冬から音にかけての)この東新活動に関係が深いので,6月の鞘盆のみでははっきりとした括ZAを出すこと

はできない｡手酌ヒ甘内容物指鼓の大きさは生育しているぬ護の状態の良し恋しよりも,生殖巣の発達状態に

強く彰●される｡第10,ll,12,13回にみられるように,生鹿巣指数脚が13前技になるまでほ消化管内容

物指数が高いが生兼狼指教脚が13以上になると消化管内容物指数は低くtJ:る｡この性向は著者(1963)が小

f8市況津のir/ノミフ/ウニを預査した際にもはっきりと詑められた｡Fu一l(1962)はエ/バフ･/ウニの摂餌

活動は生細朕の発達と深い開床があるであろうと詮じているが,上記のホ実は FuJ1の考え方を衷づけるも

のであると考えられる｡

生兼巣血Jtは地域,水深によって異なるが,大体恐窪 4cm で 5g前抜,5cm で 10g前後,6cm で

20g前後になる (第7回1｡生瀬典指数鍬 ま粒径 4cm 台で低いこともあるが,一般に20前後に発達して
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第13回 東上泊,生殖巣指数P)と消化簡内容物指数



群 6兼 敷径 4cm 以上のウニの地域別,水深別消化管内容物

水深l 主な刑化竹内容物 l 史的に少ない内容物

コソプ

コソブ.イ

コソプ

グサ煩 1三三霊

45mコンプ.テソ〆サBl

,Ti灰藻,イギス頼,クラド･+I-ラ炉.ノミ-
イ ト〆サ頼,甲穀煎,砂粒,イソムラサキ

ケウルシ〆サ,テソグサ斯,砂粒,イ*'ィ.7オサ

ヌノ-ノT),イギス炉,7オサ.ケウルシ〆サ,石沢許,
クラドホーラ炉,砂粒,テソグサ耕.イ トグサ叔

イギス炉,7オサ,3Lノバノリ,砂粒.イ トグサI臥 ク
ロガ･yラ類,ケウルシグサ,石択謙,イソムラサキ

レ ギス耕,ワカ.?,7.)マグモ

イ トグサ朝,スノ-ノリ,

-′こそ ドキ,ワカメ,ケウ
･･,(モ ドキ.ケ ウ ル ツ タサ.

ケウルック サ.巻只,イ トグサ塀,石灰藻

ケウルシグサ.ワカメ,7オサ.スガそ,クE3ガyラ筋./
ミ-マグ1),ツルそ,テノダサ,クンペニヒ.二,唖不明2租

スガモ,イト〆サ欺.クE,ガyラ耕一フジ-Tyそ.スノ-ノリ,イソムラサキ,クラドホーラ煩.7オサ.テl/
グサ,種不明 l唖

ツルモ,ワカメ,イ トグサ斯,タンペニヒJ:,クラドホ
ーラ敷 . 芦ノ-′リ,クpガyラ臥 イソ-ギ?

ケウル･/〆サ,イギス軒,ツルそ,石灰謙,タロガンラ
煩.クマノイ ト?,ス*'そ.砂粒

-,:モ tl牛,ツルそ,石灰謙.巻只,ホl/ダワラ期,イ
tLグサ類,7･jiツそ,動物の卵

ケウルックサ,7*サ.クロガシラ!臥 リプラリア炉,
動物の卵,芦ノ-ノ1),ワカメ,テングサが

石灰座.スガそ.ワカメ,イソムラサキ.イ ト〆サ臥巻只,lF取乱7クEZソ1)ユーム仰
ワカJ,ナウル./クサ,1 トグサ澱.杏-/yワラ耕,石
y(藻.クラドホーラEI

≡ 巨 5nlrギス放,ケウ-/〆サ,コンプ

泊 30mコソブ,ワカノ

アオサ,イ ト〆サ放,yルそ,フジlTノそ,スガそ.-
'14 r+

イギス粒,ケウルツタサ,イ トグサ方i.′､バモ ドキ,ソt/蘇
動物の卵,イ収 集.イソムラサ牛.甲設臥 7タロ/リ?

いるO水子('が深くtL:るとや過.生鵜脈拍数(AJは少し低くなるが叙径 55cm以上では水深に上る差は小さく

Tj:る恢向がみられる,しかし江戸随の水深 45m のところでは捷端に低くなっている (第8,9回),

放熱の状唇は経では成長期.成新前朋.成熟期,雄では回復期から成文も期までの段階がみられるが.6月

下IlJ当時の主な破れ段格は雌では碇長胴の後期から成熟桐畑の初期であり,成熟期に連しているものは庫わ

めて少ない 雌では成敗駒ガ J.成熟期の個体が大部分であり,ri!ほ巨脚1,成長期はごく少ない (第7,8蓑)｡

水深に上る成才九段帽の変化をみると,水深が深くなるに従って成熟段階が若くtL:ると共に各成熟段階の生

殖典桁数川も低くなる倖向がある しかし,同じ水深{･あっても場所に上って状態は異なる (第7,8衣,

研8.9E岩) 前にもiLべた1うに生殖姓の見通の仕方は主として,冬から1'かこかけての餌のとり方を中心

とするウニの生活F～容と関連があると巧えら九,今後研究する必要があるO

成体ウニの環的な分科ま調査が机期前.軌期中にまT=がったためほとんど明らかにできなかった｡しかし

的W]前に凋禿したも泊港内では前述のように,ウニが斗常に少なかった また西上的ては 1m一当l)JO個体

の帯皮の甥帝があったO



第 7表 穀径 4cm 以上地域別,水深別.♀令別成熟状態 (熟度別%)

水 深 L匡l復期 l成 長 期 1成熟前期 l成 熟 押Jl回復期 l成 長 期 l成熟前jPJ 成 熟 期

第 8 表 敬径 4cm 以上地別別一水深別.熱度別生殖典指数 (A)
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yF9 ホ 1963年 2 -4月におけ る各地のウ ニの消化管 内容物

月 日 地 域L寺 以上の内軸 l 辛 か 鳩 物

2月23日北高山アオ す,-,:モ ドキ

_ :-I

7ノ-/LJ,石灰藻.コソプ,7
ナノ1)耕.フクT,ノ リ,スガモ

7オサ.イギス芳i,1 ト〆サ炉,

宜 以下の内容物

イ トクサガ1,スガそ,フジTyそ,
7オノリ桝,ノユズモ斬.ノミ-マ
グ1).コケムy頼,ク｡ガyラ原.
石沢廉.アマノ1)頼

スノ-ノ1),7オ/リSI,フジマy
千.ハノミモド牛.右折諾.スガモイソムラサキ,71}lTツそ,ソ'/Iそ.-ノミモ

Si,スガそ,石灰護 lfi不明2二旺

暮IIEI ZJTt)E二おけもやI)のさJd のiJLJL好■(A) 6 1963年2-4月のウニについてB!)

一･~ここ1.:

..･.･..._ T上h
一一-*仙 2月下旬西上泊.幌泊,北満山,東上泊で採集さ
'~̀~-一t■u)
一･.■■JL.tl1 れた標本は大部分穀径 40-55cm のウニである｡

これらのウニは生殖巣指数LA日 0以下のものが大部

分であり,19(2年6月下旬に比較すると的rjLである

･-′℃嘩･榔洲

･A<I_望 茅 沼 壬芳弘
､ ＼

_rdl__

_ヱナ
二二
,･
●一････■一一一

(卯 14回)｡成熟段階は雌{･は全て成長j抑こ入って

おり,蛙では一部はすでに放熱前j剛こ達している｡

消化管内容物指掛12.0以上で前年の6月に比較し

て相当高い(第15回)｡このことはこの時籾に清泉な

索何活動がおこなわれていることを示しており,北

水釈(1962)の生活周期における索餌期の伝説,FujI

(1962)の冬から掛こかけて摂餌是が多くなるとい

う契畝と一致すると考えられるO第14,15[馴こよれ

は,西上狛の標本では生如娘指数㈹,消化管内容物

指数共に他の地域より低く.すでにこの時跡 こは,

餌のとり方と生殖巣の発達の状態との間に深い開床

= :≡::::: があると推定される3 消化管内容物故恥 解9蓑の
丁~-:t亡山!竺 d_通り{･あるが,西上泊.幌泊で石灰護が多く食べら

れていることが注目されるご

北高山の3月下旬では生克典指数叫は100前後,

西上泊の4月下旬では13前後に発達してくる (第

17周)｡成熟段階は雌では成長期の段階であるが,

雄では成熟前期の段階のものが多くなる｡

註 2) この期間の原本は現地で採兼して送られてきたものであり,詳しい採放した場所の水深.皮質,
海藻の生育状態などについては何も記殺されていない｡
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7 生薄暮にみられる赤JL色の斑点について

ウニの生徒姓に赤.!1.Lt色の旺点のみられるものがあり.これを斑点のない生兼典と配ぜると,全体に赤.-%色

に変色し.袈品の価値が下がるといhれ

ている.,6月の試走では斑点のあるウニ

は2.3個体採躯されたのみであった｡

2月下旬の襟木でlt西上油.幌泊のウニ

に非備に多くみられ.また西上泊の4月

下旬のウニにもみられた｡2月下旬には

酉上泊では11個体中IO晒糾こみられ,咲

泊では25個体中17個体にみられた｡この

時期の班点のないウニは大部分殻径 35

cm 以下のものであった,酉上泊の4月

下旬のウニでは17個体中9個掛こ斑点が

みられたが.珪点の生は2月に比較して
少なくなっていた｡このように故点のあ

るウニは韻所や時Aqに.tってtH現状旗が

淋なるように思われる,

斑,缶のある部分を現を捷{･悦察する

生放散のみJr.t色の弘(.tの部分をスライド〆ラス上で押し

つぶした軒散銃写H

3個見えるC51をしたものが骨片 (良さ的 GnJL) .T.く
沢山見えるのが赤無色の色素担をもつ細胞

と.生允娘の表面に多数の赤!?長色の色素

粒をもった細胞があり,その内側 (生せ巣の衣虎か,内部か不明)にC型の長さ60JL前綾のけ片が･必ず形
成されている (写井を取)｡

ウニ柳の骨片は普通管足にみられ,汀5化廿や生細胞にみられる場合もあり,骨片の形態的的散はウニの雌

の分瀬の広神の一つになっている｡ Morlensen(19L13)によれはェゾノて7 I/ウニの生難典には骨片はみられ

たいといっており.実際に甘片がある個肘ま汗姐少なく,一般的な現史ではないと考えられる

赤紫色の色素役をもった細姫ttKlndre'L(1924)が,SEro''g),/∝e''troILLSdrobà･h'C,LSL'5(ホクヨウ,:フ

ソウニ),St/ro,一r･∫Cq/tuS(.､リナガ.;7A/ウニ)等{･みられるというAm∝tK)teW.lhredspheTule5,

また KawagutiandYamaSu(1954)がムラサキウニ,バフソウニ等,正形ウニメ弥こ存在するという red
granularamoebocy一eSと同じものであるらしい｡
赤.T<色の色粟粒のある細胞の飯能については Kindred,KawagutlandY.'InuSu もほとんどふれていな
い｡また Harヽey(1956)もよく解っていないと述べていろ｡

赤紫色のは点があるところには.払ずといってよいはど骨片が形成さLt,ていること.敬の一部などが損妨し

た場合にも赤.FrL.色の蚊が形成され,同じような赤.qI{色の色紫粒のある維胞が多鼓みられること.2-4月に

おける西上泊,快泊の放点の多いウニは.71訳詩を多く摂っている坊合が多いことなどから.この赤,tn色の

色粟粒のある細胞は取や甘片など石灰質を中心とする軌轍の形成と何んらかのBq床がありそうであるが.現

在のところ不明である｡

酉上狛の2月と4月の庇点の状憩の変化からみると生放巣が発達してくると斑点が械少したり,消えてゆ

く偵向があるらしい,また6月の粥圭でも生殖巣の発達の悪いところに多く出現するらしいことなどから,

ウニの僻の内密や生丸巣の先述と温点のでき方を詞rtしてゆけば.生態学的な方法で温覚の問唱を解決する

ことが{･さる可能性があると想われる｡

9 1962年の漁期間中における漁獲tの変化

政孝口雑賀料がわずか15名分で非常に少ないが,漁Jylr;i沖の地域別.水深別.1日l人当り平均線集Jt

(敬付iJt).生殖娘AJE.歩軌こついて旬別に並Pf!.したのが卯10表である｡また比較的資料の患っている盤

古丹.幌泊地先の投薬毎のlEll人当り平均ぬ差足を示したのが弊18回{･ある｡これらに1九は.漁期の初

j軌こは非常に高い漁#JEを示し 100-150kg位であるが.7月上旬になると漁獲AEl30kg前後で軌期間

中の最低の漁獲tになる｡ところが7月中旬になると的姓丑は幾分多くなり以後あまり変化しないC途中で



第10表昭和37年における旬別.
鉄肘弟古丹クキ7イ
I.･托｡い"針目,1･吊-,.V芸･lH･-.吋､".pL"I

6月下旬 ∩1-I.5I,5-3,0Io-均 f ll】 E80,060.066_610.49.09_7卜トー4100,0100_012,012.01.21.2l130.0168_0l149.0ドニl16.74ー1∴I.12 ,lll

7月上tlJ 蔓 ol-0 8.8よ.4平 均 一 8.｣ 1.4 I 80.0fu-o ll.5ll,51.441.44 62_821.052.4 10.82.48.7i…≡≡lI lIE

7月中伝l..ニ;03.0-平 均 60.060.0 9.09.0i::] Ilt 70.070.044.054,0 12.19,85.28,56脹 10.410.41.18l1.18

7月下旬 I..ニ '35.03.0-平 均 50.550,5t 8.28_21.61I.6190.090.0 14.014.0I:二;;1 lI9.959,855.841 7.48_48_01,491_3I_41 22.022_0 2_】 2.61.18I.18

月 1･5-30

中 30-

1.] 平 均

月 15-30

ミ･ ∴
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地戯 批 水深別- 漁雛 ･細 網 -意 墾墓盈賢 ×10

81.580.81_0 9_08.88.95.l1_10日1.1I 76.976,9 9.76l9.7 1.1. 85.056.070.5 ll_07.259_181,29I.291, 68.557.20.057.8 :三l6.671.21_14I.25I.18 l

80.80.0 9.09.01.I1.12 47.539.043.8 6.214.935_691_311.2I.30 48.748.7甘 2 53.450.051.7 4.97.05,950.92I.40Ll

60,080_066.6 6.18.87.01.1.10I.03 69.538_04ト844,3 8.94.754.764.901.281.21.201.22 102_5102.510.110,15I.001.00

52.952_9 6.16.1I_151.1560_060.0 5_25.20.870.87 43.646.846.2 5_75.485,521.811,221_23 53.7553.75 5.9~5.951.101.10

45_045.0 5.835.831.29(.29 I 50.050.0 4_85l4.85,97l.97



第18回 汎期間中の平均 1日L人当りの漁獲丑変化

7 8 9 (刀)

一度漁獲畳が多くなるのほ,7月中旬にコソプ池が解禁されて,ウニが採り易くなることと関係があるといわ

れているo以上のことから,漁披見の変化は主としてウニの分布密度と操業の難易に開床すると考えられるO

10 1962年における漁期M中の歩留について

第19回は飽古丹,幌泊の操業海の平均歩留の変化を示したものであるCここでいう歩留とは 生殖狼重畳
穀 付 亙 長

×10を意味する｡これによれは歩静 ま7月上旬に点高値を示すが.以後次窮に下がってゆく｡これは第7表

に明らかなように.漁期の初期には生殖炎の発達の良い浅いところで操業するが,次第に生殖巣の発達の悪

い水深の深いところへ漁場が移ってゆくことに主として閃孫するO幌泊で歩留の変化が少ないのは深さによ

る渉留の差が小さいためであり.盤古丹では,水深による差が大きいために.歩留の変化が著じるしいO飽

古丹と幌泊で水深による歩留の題が生ずるのは.主として餌となる海藻の生育状態に関係があると推定され

るO飽舌丹の水深 3Tn 以深で操業された記執 こI土全く海藻が生えていないO-方悦泊ではいずれの水深に

も海藻が生えている｡飽古丹で8月下旬に歩留が急井しているのは漁場が浅いところに移ったためである｡

幌泊で8月下旬に歩留が下がるのは,記掛こよれは-,卵や椅子が流出するためであり,この頃から成熟,産

卵期に入ってゆくと推定される｡船泊の東海岸と西海岸を比較すると,西側では歩田は水深による丑が大き

いが,その食掛かま16･L-1.7で高い｡東側では水深による差は小さいが最高値は14前後であるo歩何の非

常に恋い地域はクキアイ,江戸足である.
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第11表 1960-'62年における船泊の生産JL.生産金瀬,着業者数,捷某日政.平均1日1人当り漁獲Jt

年 次 .生産量 (鮎d 生 産 金 誓｡l着 業 者 数人I捜 兼 回教回闇壷量,1(益も
38,056 867

55,959 855

証) 製品屯生x16を殻付東急とした｡

11 漁兼,兼諜V規についての2,3の考♯

北海道の1962年における支庁別ウニ漁業の長盛月における平均1日l人当り漁獲五m))を比較すると,日

本海1剛ミ宗谷を含めて30kg前按であり,東太平洋伽こ比較すると非常に低い (約21回)｡ 日本海側はウニ

漁業が早くから盛んであり,漁葉書の政も多い｡一方東太平洋側はここ数年来,ウニ漁業の開発されたとこ

ろであり,漁業者軌も少ない｡これらのことからF]本海側におけるウニ常軌こは敷く漁獲の影書があると推

定される｡また1960-'62年における宗谷支庁管内の月別平均 】日1人当り漁獲Jlの変化をみると,年に上っ

て変動しており,10-40kgの差がみられるが,その水準は高くない(析20回)｡蔚泊における平均1日当り

漁獲点をみると1960-'62年の間で25_8kg～559kgであり,日本海側の各地や宗谷に比較していくらか補

いが.特に良い状潜ということはできない｡また1960年において漁獲努力が大きく,1日1人当り漁獲宜が

偲かったにもかかわらず,'61年においては漁獲tが大巾に増加している(妨11表)Oこのことから,その年の

補充Jtの大きさに漁獲丑が影Vされる可能性があるかも知れない｡以上のような諸事実から考えると,船泊

においてもウニ漁業を将来苑展させるためには,焚源管理にたえず努力をはらうことが必要であろう｡

解泊弧菜協同組合は従来から姿源管理に熱いこ取り組んでおり,1962年当時において下記のような独楽.
資源管理をおこTL:っている｡

(a)操業期 間

工l/′くフソウニ漁業,6月25日より8月20日まで｡

キタムラサキウニ漁兼.8月1日より8月31日まで｡

n))操 業時 間

午前6時より午前10時まで｡

(e)漁 法

捜業には必ず漁船を使用する｡ (以前には胴付に上る投票が認められていた)

(a)朋限穀 径

取径 3cm 以下のウニの採輔は禁止されている｡

(el禁 漁 区

舶泊管内をユ6の地区に分け各地区に100間 (約 150m)以上の禁漁区を設ける｡

(1)漁 期

漁期間中の初脚こ非常に商い漁獲丑があること,歩留が時期的に変化することなどから漁期の調並は非常

に五要である｡1962年における漁期は上記のように6月25日～8月20日{･あり,はば妥当であると考えられ

る｡しかし6月下旬よりも7月上旬が歩留が良く,漁期の始まりは7月上旬にしても良いと考えらる｡また

8月下旬には生殖狼の成熟段階が進んできて歩留が下がるといわれており.もう少し早く切り上げるのが良

い.{･あろう｡

ウニの生殖典の発達は年に上っていくらか変化するので,その年々の生殖典の先達状態を調査して軌朋を

決定するのが合理的である｡生殖巣の成熟状態からいえば成熟前掛こ採るのが長も良いと考えられる｡

t2)漁 法

狂3) 資料には北水款の北海道水産統計月報を使用した,
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現在嗣付に上る操業は諌止されているが,今後も禁止すべきである｡胴付で操業する水深は 1m 以践{･

あり,敷径 1-3cm のウニが多く生息しており,また足.{･ふみつぶすことが多いからである｡

t31穀 径 制 限

穀珪 3cm 台のウニは淡いところでは相当生殖姓も発達している場合もあるが,深いところでは発途が患

いOまた,このウニが殻経 4cm 以上になれは,生瀬巣のAは倍以上になると考えられ,祭径制限は取径4

cm まで引ま上げるのが良いであろう｡

鵬 禁 漁 区

現在おこなわれている禁漁区軌 i今後も継汝する必要がある｡禁漁期間が長いと生殖巣の品耳が悪化する

といわれており,また長期に禁漁する場合には自然死亡などの滅掛こ上る損失も考えられ あまり同一地区

の長期の禁漁は意味がないと思われる｡そのため一定期間禁漁区にすれば,解放して他の場所を禁漁区にす

る方が漁業上有利であろう｡

水深 50cm 以津の殻径 4cm 未済のウニの多い平良は全面的に兼沖区とすることが長いと考えられる.

(5)移 殖

生克美の発達の悪い切所のウニを発達の良い場所へ捗殖することは各地でおこなわれてきてい る｡著者

(1963)は小持市扶津における移殖ウニをJI査して.その効果があると考えられることを明らかにしたoLか

し現在の段階ではどういうウニをいつ.どこえ,どういうように捗施す九は効果的であるかということにつ

いては十分な資料がない｡

船泊には生難巣の発達の不十分なウニの生息する場所が多くあり.終兼を試みることは無意味IL:ことでは

ないと考えられる｡ウニの移兼の場合には唖荷に金がかからないので,労力があれは油 することができる｡
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今のところ釈放的な移姫を訳みて.その状態を良く記号して,効果を確認してゆくことが必要ICある｡この

立切から移殖訳験を漁業者が中心にな･,て1962年秋からおこなってきているので,その綴菜については次の

磯会に鞭告するIT,定である｡

7* 7

I. 1962年6月22-28日にわたり,船泊の西上泊,江戸畳,弁財泊.帝耗山,東上泊で,水深別にウニを

凍集し.生物縄丑をおこなった｡また漁獲n報内査により,漁朋間の漁&Jt,歩留等の変化を粥べた01963

年2-4月の標本に上り.生殖娘の発達,爪料尊について閑査した｡

2.船泊のユ′パフ/ウニは6月下旬当時で.大きさと年令を大まかに次のように分けることができるC

放径1cm 以下 1年ウニ,穀径 1-3cm 未満 (2年ウニ1,穀珪 3m 台 (3年ウニ).取径 4cm以

上 成体ウニ｡

3 1年ウニは主として水深 50Qn 以掛こ多く生息し.海藻の椴の問.小石の下側面に附潜しているこ
とが多い｡ 1年ウニは主としてデトリ-タスを食べている｡

4 殻径1-3cTn末弟のウニは 1年ウニと同じ場所から少し沖まで分布する｡これ以上の大きさのウニは

主として海藻を食べている｡地域的にいくらか大きさの蓮が認められる｡生殖典はほとんど発達していない0

5.殻窪 3cm台のウニも'm記のウニより裁分沖に分布することが多いが.地域的に差がみられる｡これ

は主として,ウニの餌の摂り方と移動の仕方に応じた現姫条件に開床があるようであるO生殖巣の発達は地

演.水旋等に上って異なるが.成体ウニに比較すれば不十分である｡

6.成捧ウニは水深 50ml以深に多く分布し,深くなるほどウニが大きくなる仰向がみられる｡ 油化管

内容物のJtは生兼巣の発達状態と逆の閑掛こある｡生稚巣の発達状態は地乱 水深によって異なるが,一般

に水深が深くなると悪くなる,しかし,穀鑑 55cm 以上のウニではその差が少なくなる場合がある｡6月

下旬における成熟の状態は雌では成長期の後期から成熟抑朋の初期の段柊であり,姓では成熟前期から成熟

期である｡

7 2-4月のウニの生雅弘のJtは6月の,'i～Iiであり.成熟段階も雌では成長期の初肌 雌では成長期

から成熟前期の初期である｡伽は6月の倍近く摂っている｡

8 生殖巣にみられる赤黒色の斑点は,その部分に赤;%色の色素粒をもった細胞が沢山炎まっているため

にできる そこにはC型の骨片が形成されている｡

9 汎期間中の漁雛 は漁期の初l剛こ高く,急速に下がるが,途中で若干上昇し,以後大きく変化しない｡

10 歩軌 ま7月上旬に最高になり.以後下がる煩向がある｡歩軌 王地域,水深に上って変化がみられる｡

11 や源管TJ!に関越する漁肌 触法,殻往制限,禁漁区.移兼について若干の考察をおこなった｡
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水産動物の真空凍結乾塊に関する研究

第 1報 乾燥肉の変質について

EEl 元 婁

Studieson Vacuum Freeze-Drying ofMarlneProducts(i)

On thedeteriorationofLreeze1血ied muscle

KaoruTAMOTO

TheauthorstudledthechangesoEtemlXraluTeaJ)dweightandchemicalpropertiesoEact0-

myosinlnmuscledurlngthefree於-dryingprO∝SS,andtheeltectoEsloragetemI光ratureOnthe

rehydratabllltyanddenaturaLIOnOfmuscleprotelndurlngS10TageOHree壬とdriedmuscle

TheETeeZeJrylngWasdonebyvacuum-d'ylngWLthpumpLngpressures atlO~JmmHg. The
samp一esusedAlaskaPoILack,Atah TnakerelandCodmusclewhlChwerepreservedatseveral

temperaturesfor1-3Imnths

Thcstoragetemperatureweresetat-18lC,3■C,101C.20oC,37oC.55'CrespectlVely.

Thefollowlngresultswereobtained,

1)lntheex四rLmentitwasFoundthatagreaterpartoftheactomyoslnWasnotrendered

insolub)ebyvacuumfreeze-dry.ng

LlttledlfferencebetweentheamountoEactonyoslnOffreshandfTeeZe-drLedmusclewasseen.

thussuggeststhatvarlOUSrnyOSlnSarenotdenattJTeddur)ngEreezとdrylng

2)As aresu】10fstudleSOnSamplesat-18°C,3'C,1伊C,20'C,37℃,55℃ itwasShownthat

denatvratLOnOfactomyosin)ncreasedwILhthelnCreaSeOftemperatureand)englhofstorage

3)Theeffectofs(oragetemperatureandlengthofstorageOntherehydratabllltyOffreeze-

driedmusclewereobservedtodecreasewiththeIncrease )ntemperatureoEstorageAndlengthoE

storage,buttherewasnoparallelrelahonbetweenthedenaturat10nOfactomyoslnm muscleand

rehydrat10nOfthemuscle A relat'onshipwasnotedbetweenthewaterODntentlnthedr■edmuscle

anddenaturatlOnOrthemusdeprotelndurlngStOrageト18oC)

t t

共生凍結乾嫌が食品の屯妹に応用され出したのは. 比較的新しいことで, 掛こ苗肉や魚肉の本格的な研

究は1950年代に入ってからである｡畜肉については Wangl)!),Tappe13),Huntlp),Hamdayl), タラ

肉についてIi ConnelT),Hunt8),の研究がある｡

輩者は王としてスケトウダラとホッケ肉を用いて](垂嫌括推挽し,屯妹過程中の釈料の温度変化,垂Aの

変化を観察すると共に.乾煉過程における魚肉のミオシソ系末日の変質を塩溶性区立索と7クトミオyソ丑

の丑的変化から追跡した｡

また其空凍結屯姓肉を各社温度条件に保有し,保存温度と乾煉肉蛋白の変色,および水戻しに上る復元性

について実験した｡

億 の々乾煉埋まの試料を作り,魚肉の含水Jtの異なった試料を謙兼し,謙兼中の蛋白変性を比較した鳥果,

若干の知見を得たので報告するO
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実 * 方 法

LEj E思

生邸なスケトウダラ,ホッケ,ワラズカ,ブ.)の鞘内を小片のフィレ一にして-生肉または凍括肉を使用

した｡

X空木肯鞍*方法

乾煉掛土井和式井空疎括乾錬鉄CL-100型を使用した｡稔性tkは排気速ま 100L/mn,致達文重度 2×
10-3mmHgの油拡散.iiソプで真空にし,水蒸気の辞去は P'04 トラップを用いた｡駄科を4-6個井全

室に入れ.小型のアルコール温度計を肉片にさし,温駐射 ヒを観察すると共に･モ煉進行程度を所定時間毎

に運転を中止して押JLした｡

分析方法

1) 塩溶性-N:魚肉 10g を 190cc の 5% NaClでプL,./ダーを用いて頼砕抽出し.遠心分書

(3.OW rpm.25分)後.上澄液の一定Jtをとって XJeldal法で定JLした0

2) 7クトミオシソ-N 上記で得られた塩溶睦言の-足長を5倍Jtの冷水で稀釈し.一夜放せ後に遠心

分■(3,000rpm▲25分)後.全沈澱を 01NNaOHで敵う､し.分解ピソに洗い込み硫酸分解後に KJeldal

法で滞足した｡

3) 比粘度 前妃の塩浴性区蛋白抽出液についてオストワルド粘度計を用いて20'Cで滞定し比粘度を井

出した｡

実 ■ Ji JF

I) 戎圧初期の拭料温よの変化

生スケトウダラの小片 10gを乾燥齢こ入れ液圧(10JmmHg)を開始すると,試料の諜面の一部分が1

分樫で叙述に白色に変り,凍結が始まり試料の氾度は急速に降下し,妨 1回のJ,Ⅱの温度曲線の如く5分

ぐらいで一17'Cから-24'Cにまで降下し8分程で-31●Cになった｡以後1時間鍵この温度を保ったo

凍結した駄科を同じく小片 10gにして乾燥した額合はJDの曲線の如く,当初の肉温が低いので減圧と同

時に駄科温齢ま降下し6分樫で-35oCに降下した｡この時の室温は10°Cである｡減圧初期の飲料の温度降下

曲掛ま,魚唖 (ホッケ,タラ,ワラズカ,プリ)に上って若干の題がみられるが.大体第1回の温度曲掛こ

較似していた｡苦く料温度が降下して最低値が一定になるのに要する時間は.駄科の大きさ,当初の試料の温

皮,外朱温により若干相異が認められた｡

柑

0
10

a

刃

21
れdき
l

l

l

JLEEt■L)Il
第 1囲 真空凍結乾煉過程の駄科の温度変化

(波EE初期)
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2)tE*初期からtE*推期までの温LE変化

スケトウダラ肉の代表的な乾棟過程中の温度射 ヒを雛2回に示した｡

当初肉屯が10℃のものが.減圧開始と共に急速にaA度が降下し,7分樫で-31℃に到達し40分樫その温度

を保ち.1時間後から除々に温度が上昇し7叫問で+2●C,9時間で+9｡CにTL:り乾嫌が完了した｡

肉の外掛 ま狭圧によって凍結が開始されると同時に讃両から白色に変り,内部の氷括晶が昇華に上.,て棟

少するにつれて,肉色は中心部に向って白色に変って行き.乾燥終恥こは中心部も白色になった｡

血合肉の部分は決梅色または淡紅色になり.タラ肉の場合は純白で光沢があり乗しい外観になった｡

帖

…

第2国 井室凍結乾燥過程の試料の温度変化
(減圧初ガJから終期まで)

3) X空Jt括乾煉過程の温度およびItの変化の帥係

スケトウダラとホッケ肉を試料とした｡ 10g の訳料を2個入れ,1個は温度御足に用い,1個は正史の

湘定に用いたo

乾煉時間毎の試料の温度変化と,それに対応する瓜駄変化との閑孫を第3回lこ示したっ

駄科の重丑を測定するたびに.屯唖俵の運転を中止し,試料を取り出したので,その度に試料の温度は若

干上昇したが,拝JL挨再びSt杓を乾燥恥こ入れ補正にすると取出した時の温度にもどるので,温度曲鰍 iそ

の点を除いた｡

Jは.ホッケ肉lr･あり.屯棟 1時間で当初の虫Aの76%,2時間で62㌔,3時間で50%,8時間で24%.10

時間で22%lこなった｡

Z]はスケトウダラ肉であるが,ホ'ケ肉より乾燥達雄がおそかったのは,･i･.ッケ肉の場合は 10g の訳fl

を3片に切り乾捜画餅を大きくしたのにくらべて,スケトウ〆ラ肉の場合は切斬しなかったことによるもの

である.

タラ.ワラズカ,7'リなどの試料も大きさに上って乾燥速度に相異がみられたO減圧による乾燥速度は,

乾燥初期 (減圧から1時聞くらいの聞)が最も大きく,時間の経過と共に次;かこ小さくtL:り,他の花煉法と

同じ棟内を示す.駄科の温度がプラスになっても若干の水分は焦っていて,その後なお若干の時間をかけな

ければ完全に水分が諸兄しないようである.乾燥常軌 ま試料の温度がプラスになった時で大部分の水分が店

先したものと考えてもよさそうであるが,乾性終期の乾煉程度と試料温度の閑齢ま良く検討しなくては正確

には判定出来ない

乾蝶曲線と試料温度曲線の後半は逆相的の型になっているっ

乾燥肉は生から実施した場合には,僅か原型より収掩して小型になるが.一度凍結してから凍結状態でR

施した場合には.原型の状唐を保ち.筋群雄の配列の状嵐.氷結晶の発生個所が空間となって良く見られる｡
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第3回 茶室凍結乾棟過程の温度変化および乾煉曲線

4)大空JT頼乾燥過程の塩溶性区蛋白の変化

訳料を 10g (乾燥を早めるために3-4片に切断) づつ拝生し7ルミ箔にのせて, 5-6ま式料を同時に

乾煉鰍こ入れ,10-1mmHgの減圧で乾性を行い,乾嫌の各段階で取出し,直ちに乾燥肉を細切して試料を

5●C以下の謀滑水に1-2時間浸潰して吸水復元した後に,常法に1り塩溶性区蛋白を抽出し乾燥前の蛋白

丑と抽出液の粘虻を比較した｡結果を第4-5回に示した｡

28
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B
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A逢Ptti廿 Ll.鳩分

Jl-Ll屯gtモtf増 しl_JJl.1

0 2ロ 40 6D 80%
姐少刺 は (ct,rl)寸

書4回 スケトウダラ肉の只Th'.凍結位煉過程中の
塩耐性出自態の変化

ll
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■1
0.1
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10 印 lOX
t5'JLJ*ltt刺 ◆

第5回 プ1)肉の美空凍結乾棟過程中の
塩杏吐先日JLの変化

那1跡 こはスケトウダラ肉を述扶屯嫌(8時間)した場合の(用と,実験の布告で乾燥6時間で 1夜中止し,

翌日に再乾燥した脚の萌命を示した｡都税乾燥し叫の切合はj=肉の塩轄性区蛋白丘と各乾燥段階の塩溶ti炎白

血はほとんど益がみられず.抽ILほ定の粘め-も同一であった,途中で乾燥を中止したrB)の幼合は.乾燥中止肌

の段肺では生肉の塩溶性式日rTIと変らなかったが 次の日に再乾燥した掛 こは若干塩鮮隆盛白瓜が液少したO
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これは1夜放置中における試料温度 (8oC)の上昇に上るものと考えられるO

的5回にはプリの淡結晶を乾鎌した場合のだ戊 を示した｡この場合は乾燥が進むに従って漸次坂溶性蛋白
丑の接少がみられ,乾鎌率50%で1夜乾燥を中止し.次の日に再乾燥したので史に減少がみられた｡

この原田については.試料が長期間 (3カ月)凍麓したものであったことによるか,初めての実験試料で

吸水に時間が長くかかったことによるのかは明らかではないo

前述のスケトウp-ラの場合はその後であり.この他にもタラ,ワラズカなどについて,多くの突放を行っ

た結果では,速鋭乾燥を行った場合は,乾燥前後の抽出先自立には益がほとんど見られなかった｡

以上のことから.迎祝して真空凍結乾燥した結果では,大部分の試料は乾燥前後の塩溶性区蛋白丑に蔓が

みられず.粘度もほとんど低下していない所から.乾燥過程では肉班白の変性がほとんど生せず,変性して

もごく僅かな且であることが明らかである｡

ただ途中で乾燥を中断し放直した場合は,放置中に変性が生じやすい｡

5) 暮空木括乾棟内の耐熱性

スケトウダラ肉を連続乾燥し,完全に水分を蒸発した試料を,10●C.37oC,55.Cに保存し塩溶性賀白の変

性を検討した結果を第1蓑に示した｡

第 1表 乾 燥 肉 の 耐 熱 性

15 30 15 BOロ

ガ jE E] 救 A スケトr77ヲ屯牲内

Jiホ･/ケt書内

第6回 貯鹿温度と乾燥肉の7クトミオシノ丑の変化
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駄科を10oCに1日保存した萌合は貯戎温度の形Vはほとんど認められなかったが,37.Cの場合は7クトミ

オシンAが約11'に減少した｡55'Cに保存した切合は5時間で0になった｡このことから毛棟内の場合も生肉

と同様にミオシ./系蛋白は高温になる樫.早く不治性となり,変性することがわかった｡

第6回にホブケおよびスケtLウタラの乾燥肉を+20'C,+3oC,-18°Cの温齢こ貯蔵し,貯萩温度と貯ま

中のアクトミオシソ丑の変化を示した｡

Aはスケトウダラ肉であり,+20oCに貯煮した場合は3ロで大部分の7クトミオシンが不溶性となり.15

日ではほとんど不酎 ヒしたOそれに比較して+3℃の場合は不椿性化が少なく.特に-18'C貯萩の幼合1160

日日においても当初の80%ものアクトミオンソJtが浅存し安定であった｡

ホyケ内田)のJe合はスケトウダラより肉蛋白の変性は少なく,+20℃は30日で拝とんどアクトミ*シl/が

不溶性化したが.-18℃の場合は当初とほとんど丑的変化はみられなかった｡このことから屯焼肉の表白Ii

貯裁温度が低い凝安定であり.温度によって影fされることが明らかである.

6)轄牡肉の従元牲

スケトウダラ肉を 10g の小片にして,連携其空疎抵屯放した試料を7ルミ箔に包み,18°C.+3●C,

+20℃にそれぞれ貯貴し,貯ま温度と復元性の開床lこついては10日間貯jkしたものを用い.その絵菜を第7

回に,+20°Cについては40.65,150rl間貯鼓したものを用い.その結果を第8回に示した｡

乾燥肉の復元性は.一定且の水を入れたt='-カーに試料を入れ,釈科が吸水して乾燥前の禿見にどれ樫の

時間に,どのくらいの割合IC水兵りするかをもって表わした｡

試料は同一魚体のものを用い.型状もつとめて同一になるように切断した｡

第7回 貯諌温度と復元性 (40日El)
(スケトウダラ)

rI

尤 が0

年

形W

46

!○

L) r ～ 3 1 5叫月

R .I L) II

第8回 貯漉日数と復元性 (+20oC貯裁)
(スケトウダラ)

第7回には貯兼40日Elの各貯ま温度の試料の復元性を比較したのであるが.低温に貯jEした駄科の方が兼

分早く吸水して牧元する較向がみられるが,大きな差は認められない0

第8回で見られろ如く,乾嫌直後の駄科に比較して,40日,65日と貯煮日数が長くなるに従19て僅かでは

あるが,復元性は低下し.掛こ150日貯兼では顕著であった｡このことから乾燥肉の復元性はミオシソ系蛋

白の変化ほどではないが,貯載温度や期間に影甲さhる｡吸水した後の肉の保水性について若干検討した結

果では,遠心分* (3.㈱ rpm)20分間{･,吸水した水分が20-30% (復元後の肉五里に対して)分鮭する

那,その詳細については今後検討したいと考えている｡

乾燥肉を水戻しした場合,蛋白変性の少ない試料でIi,肉ZIが軟かく鮮肉に近い状態に戻るが,乾煉中に

変色 (白色または.血合肉の変色)した色謁,もしくは貯ま中における変色はそのまま残り,透明な生色に
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は復元しづらかったC+20oCのように室温で長期間保有した試料は.復元性も悪く吸水後の肉ftは硬く,ス

ポンジまたは木片のようlL:感を塁していた｡

乾燥肉の復元性は同一試料では,その形状の相異.吸水両駅の大きい臥 早く吸水しやすく復元性も大き

い頼向がみられた｡

T) 板書程&と衣書中の蛋白変性

前述の如く迎疑して井空疎耗軽快した切合には乾燥jB摩中にほとんど塩溶性区蛋白JLが変らfL:い ことか

ら.爪肉の乾燥避妊 (水分丘)の差が凍萩中の五白掛こどのように影書するかを知るために,各租の乾燥段

階のJtR料を作J),これをアルミ箔に包み-18℃に貯成し一定期間後における塩溶性区五日の変性程度を比較

検討し祈2-3表に示した｡

駄科は同一魚体から捉屯した肉片(log)を生肉から英姿乾燥し,一定時間後に一部の筑料を取り出し.正

Jtをi～足し,ただちに7ルミ箔に包み凍ましたO

駄科の水分丑は乾蝶接Jtから推定したもので.蔽掛こIt試料の周囲と中心部とでは若干の水分の相異があ

るが,その点は無祝した｡

妨 2表 乾燥程度と疎掛 こよる蛋白変性 (スケトウダラ)

凍結前の生肉 塩素性IN 2.150% アクトミオソ-/-N I,290mg% 比粘度 2607

他 事-柳 井q=･加 7_rJ三.fl l/_tr.Tt.I.?T.rH *シソt x100
凍結前生肉の7クトミオ./L/敬

第 3表 乾燥程度と凍井によろ蛋白変性 (ホブケ)

恥

鎚
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凍削 行の4=内 患溶性-N 2530% 7クトミ*シソ-N 1,300mg% 比粘度 2000

他 事-一旦叩 姐 iTz,'& 'Tt,-鷲 ,t,?,TI' ト ミナシノt xloo

スケtLウダラでは乾快しない生肉から凍我した場合は.6つ日で7クトミオ./ソ最がi凍結前の3380.1ウ領

有し.{おらず.66200'が凍萩中に変性した それに比較して乾蛙程度の進んだ試n犀アクT.ミナシt/魚がL多

く変性が少ない｡特に軽焼滅屯丑82%,すなわち水分の全く含まない試料では60日後でも1%の変性を見た

のみであり｣七粘兜も雅か低 ドしたにすぎない 第3&のホッケの場余もスケトウダラと同様な杭向を示し.

舷煉柑度の進んだ試料樫7クトミオンソ範が多く疎液中の蛮性が少ない緋穴が得られた｡
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0 20 化 60 BO%

稔性誠▲1%一也珠◆
O ZケナウYヲ内30El嫌jl-le℃

● ホノケ申60日凍謙一18℃

第9図 乾煉原皮と排液による元日変性

第 4表 乾快傑度と譲渡による狂自変性 しスケトウダラ)

決裁日数 30 1 60

生肉の7クトミオン./ 1,485mg%

第1表.第10回に再びスケトウダラの乾嫌軽度と凍威中のアクトミオノノ血の変化を示したO

乾燥しない試料は凍萩畑間が長くなるに従って急速に7クトミオシン畳が減少し,90日で疎結前の/'iに減

少した｡乾燥減蒐且30%の試料は約月に,乾燥減韮丑80%の試料は60日まではほとんど減少がみられず,90

日で約20%減少したにすぎないC

妨5熟 こはスケトウダラ.ホッケより凍結による蛋白変性のしづらい魚価であるワラズカを用いて乾燥媒

放生44%までの試料について比較した結果を示した0

30日では試料間に差はほとんどみられないが,90EIでは乾燥しない試料が凍結前のJ上以下に減少したのに

比較して.乾燥して水分免の少ない試料では減少が少なく,スケトウダラや,ホッケ程,水分最と凍結中のiK

自変性のr娼尉ま明確ではないが乾燥凝渡の益による形Yがみられた.このことから.-18'C程度の疎意弧皮

では魚肉の水分含丑の少ないもの乱 流歳中の塩溶性蛋白質の変性が少なく安定であり,魚肉の含水農が謙

鼓中の蛋白変性と関連があるものと巧えられる｡
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第10減 軽煉程度と謙iEに上る五日変性の開床
(スケトウダラ)

第 5表 乾燥程度と疎萩に上る襲白変性 (ワラズカ)

乾 燥 減 菰 丑 l 疎 萩 日 放
7ク トミ3:シソ_Nlァクトミ90*." _N

生肉のアクトミオシー/ 1.420mg%

# i

魚肉の共生凍結抵触こついて基礎的fL:研究を行った｡

練EEを開始し采重度が 10-JmmHg近くになると試料の乱変は氷点下に降下し.5-10分で -30℃附近

にまで肉弧が下り,その温度を1-2時間保ったのち抗料の水分が減少するにつれて温度は上昇し.プラス

になった時には,大部分の水分が諮発し.その後若干の時間で完全に乾燥する.吃燥終期の温虻曲線と乾燥

曲線は逆相関の関係にあるが.乾燥完了点は温度からはっきり推定出来なかった｡

乾燥速度は乾燥初期が大きく,乾燥材;毒lの経過と抑こ徐々におそくなる仰向である.
乾燥過程中における塩溶性Bi白の溶解性は多くの萌合ほとんど乾嫌によって影fされず,乾燥前後の塩溶

性蛋白丑は変らず,抽出派の粘度も若干波少するgB合もあったが,ほとんど変らなかったので,乾燥中には

塩煎性袈白の変性が生じないものと考えられる｡

乾焼肉の水臭しの速度Ii血R乾棟肉に比べて早く,完全に復元して群肉に近い状態になるが.乾矧こよっ

て変化した色丙は鮮床の状態には戻らないO

水戻りが倭れているのは.肪阻最が収拾することなく原型のまま{･,しかもこまかい杢間を沢山もってい
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ることと,柵退正白質の変質が少ないことに起因していると考えられているC乾燥肉の復元性は貯蔵温度に

よって基がみられ.貯麓期間が長くなるに従って復元性は低下し,特に高温に貯蔵した場合には復元性の低

下がいちじるしく,復元後の肉矧 i硬くなる悌向が寵められたO

貯蔵中の塩淋性先自照の不溶性化と牧元性の関係をみると,塩溶性蛋白質の不溶性化が復元性の摩度の低

下より早くおこり,蛋白変性と脱元性は関連が認められるが,塩溶性蛋白の不溶性化と復元性はかtL:らずL

も平行していないようであるoColel)も牛肉の疎縫乾燥肉をlloCおよび38DCに貯蔵して.貯蔵中のアクトミ

オyL/の変性程度と役元性の関係を検討した結果では,両者の問に関係が認められないことを報じている｡

Huntl)8)らがタラ肉と牛肉の乾挽肉のアクトミオソ./の変性を,溶解性と ATPase活性,ATP存在下

の筋肉の収縮性の沌少について研究したもl戊 では,7クトミオy./が不溶性になってからも筋肉紅梅の多く

は収縮力を消失しておらず,ATPase析性も半分は破壊されないで残っていた所から,アクトミ*ツ'/の変

性は段階的になされるものと説明している｡

吃煉肉を高温に保存した時には,7クトミオシソが完全に不溶化してからも,復元性はその後に低下して

行き,復元後の肉ftの匪さも増大して行く幌向がみられるのも,棉適正白質の変性が段階的になされること

に関連があるのではないかと考えられる｡

冷凍による魚肉蛋白だの変性と乾燥による武内変性は類似した勝脚こよるものと考えられておりLO),井に

免税によって変性の機械が柏爽している｡その原田については磯々LIlJZ)給ぜられているが不明の点が多いC
スケトウダラは特に冷疎中の蛋白変性が他の蝕櫛にくらべて大きく,律水t3)はスケトウダラの個体別含水

盛と凍結変性の開床をしらべ,水分免の多い個体ほど変性が大きくなる傾向をみている.輩頚も砕肉に水を

添加して水分量を多くし,水分且の差と凍結変性を比較した結果では,水分量の多い試料ほど凍結中の変性

が大きく生ずる憤向を認めている｡

乾嫌肉の場合も含水且が貯蔵中の変質にLN逃し,含水量の多い乾燥肉ほど.品質の変化が大きくなること

が報告されているO

凍液中のZZi自変性と魚肉含水且との関係をしらべるために,其空凍結乾燥に上り含水丑の興った各種段階

の試料を調光し, 118oCに疎成して7クトミオ･/ンの溶解性で含水丑と琵白変性の閑操を検討した結果で

紘,乾御 幸間の長い含水丑の少ない試料ほど.アクトミオyソの抽出率が多く変性しづらく,疎最中の蛋白

が安定していた｡

蛋白が分子の周朗に水和した水を有し.水素結合で蛋白分子と結合して,かつ.蛋白の桝道を維持する上

に韮要な役割を持つことが知られている｡

花房14)は m〉･oslnBの凍結変性の機構として,詣鐘の知見から.凍結の過程で起こる水の状態変化のた

め,水和水の結合,配向状態に変化が起り,その節発光自分子の弱い部分が破壊され,融解の過樫で分子形

億が部分的に変化するものと考えているQ近年,水和水が 1Cellkeの構造を持ち,蛋白の構造や機誰の維

持に密接な関係があることを示す報岱があ り15),本突放にみられる乾燥肉の含水丘と凍最中のミオシ/系蛋

白の不溶性化との関係も,内申の水の状態に珊適して起ったものと考えられる｡乾燥肉を保存する切合は.

乾燥肉といえども操存温度が揃い程,班白変性が多くなり.復元性の低下,吸水後の食感の低下,変色など

の好ましくない品Hへの影響がみられるので低い温度に貯蔵することが適当である.

辛 的

魚肉を其垂凍結乾燥し,乾燥過程の別科の温度,韮乱 ミオyソ区蛋白の丑的変化をしらべた｡また舷焼
肉を様々な温掛こ保有し,その間の訪日変性と復元性についての影Vをしらべた｡乾燥肉の含水立と凍簾中

の盛白変性の関係を検討した｡

訳料にはスケトウダラ,ホッケ,タラ,ワラズカ,プリを用い,共空乾燥は減圧 10-LmmHgで行ったo

1) 生肉にくらべて其空乾燥肉のミオシ./区袈白の量的変化は非常に少なかった｡

2) 乾燥肉のミオyソ区玄白は貯蔵弧皮によって変性程度が典なり,温度の高い雀早く変性した,

3) 乾燥肉の改元性は貯蔵弧度と期間に彫せされ.温度が高く期間が良い程復元性が低下した｡乾燥肉の
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蛋白変性と復元性の間には平行的な閑敵 えみられなかった0

4) を棟内の含水主と裸jE中の蛋白変性の間には鵬毒が認められた3
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第 7報 す り身の凍結と応用に関する研究

鮮 度 と凍 結 変 性 に つ い て

田 元 畢 ･武 EEl二実株 .西 谷 喬 助

StudiesonFreezlng Of"SurlmiH(Fish Paste)aTld itsApplicat10n (7)

On therelatlOnShlpOffreshne鉱 and freezlngdenaturatio710fprotein

KaoruTAhTOTO,Fum10TAKEDA andKyosukeNISHIYA

Thtspaperdealswlththeretat10nShlPbetweentherTeShnessぺhangelnAlaskaPolltlCkduring

Colds10rageunderleeat0-TCandchanges'rLquatlty(denaturaL■OnOEproteln,'CeCrysta一,CO)or

ofmuscle)assessedafLerfrozenstorageaL18--20°C.
1)WllentherLShwerestoredun(lerleefor7 days, Ⅰ力 SlgnlficantchaJ)geinactom)･osln

contentWasSeen,butWhenfreshEISh(FK)St-rlgOr)andsllghtlystaleEiSh(lnleeEor4or7days)

Werefrozen,theactom)･oslnOffreshmuscleshowedhard)yanydecreasewhllethatOfthe古ta)e

musclerapldlydecreased.Therat100fdenaturat10nOlproteln.nElShmeatafterfrozenstorage

for30dayslnCreaSedaceordmgtoLhelossoffreshnessbeforefre田Ing,withtheexcepl10t10f

putrl(HlSh

2)Thes】zeoflCeCrySl.LlmeachdegreeoEfresllneSSShove(Izlnakeddlllerencc Tnthe

caseoEilhlghdegreeoffreshnesstheICECrystalweresmal】ethanthatofsltllemalerlalandwere

remarkablydevelopedlnputrldElsh

3)ThecoloroH'eshmusclearlerlroZenStorageSLAYSWhitewhllethedegreeorbl00d-red

colordeヽ･elopmentlnCreaSeくlastheFISトIncreasedlnStd)eness

Jf I

スケトウダラは北海道近海で周年にわたり多獲され塩千晶.ねり製品原料として及要魚価{･あるが.最近

特に以西底魚幣原の減少にともなって,本州のねり敏品業界の江Bする所となり.利用度が増大する仰向に

ある｡

本州方面に輪送する場合,原料としての晶2tの保持および経済的にも有利な形態の必要から冷凍すり身の

研究を推摸してきたがりI))),すり身の晶熟まその大部分が原料鮮度に左右され,特に高級ねり製品原料に利

用する場合は節度の良いスケトウダラ肉を用いなくてIi要卦こ為した製品を作ることがむずかしい｡

スケtLウ〆ラはが度の良い時はきわめて良耳のねり製品を作り得るが,漁&から陸弟げまでの管理粂件,

陸相げ後の取扱い条件などの群慶低下に上ってわり袈晶原料としての性質が低下することは良く知られてい

るが1:O,鮮度と謙括貯ま中の空耳については研究が少tL:く,北洋のスケトウダラの死後硬直前後の魚体に

ついては田中らの研究l)と,碓氷7)の陸秘げ後の保存期間と凍萩中の変21についての研究がある程度で,凍

結前のスケトウ〆ラの鮮度と凍萩中における変質の粥床については多くの問題点がある｡

一点かこ魚肉は冷凍貯萩中,期間の経過とともに魚肉蛋白耳は変性して不彬性となり,ねり製品としての性

質が消失して行く｡塩溶性 rn)osln区五日の丑的変動は必IfLも鮮度低下と併行時ではなく,ある場合には

鵬避しない値を示すこともあるが,魚肉中にしめる myosln区袈目の玉的割合と,わり製品にした場合のあ

しの戦きに密接な関連のあることが北林l),三宅97らに上って報告され -掛こねり製品原料の晶耳のEI安
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として.また球差に上る朱白変性の目安として mさOSln区蛋白の溶解性が扱われてきている｡

筆者らはスケトウダラの群皮と凍簾中の rnyosln区蛋白の変性の閑適を知るために,庶引漁業および釣漁

業で漁獲されたスケトウダラを一定期間米穀.もしくは氷水に保有して鮮度の異なった状態の魚体をT:L,ス

の状態で凍鼓し,鮮度と凍簾中の蛋白変性とのB9床を,m)･osLn区蛋白最の溶解性の変化と比粘皮から倹射

した結果を報告する｡

分 析 方 法

1) 壌溶性･NActonlyOSLn･N

触肉 10gを 190ccの 5% NaCLでプレ/ダーを用いて細砕抽出し,過心分推 (3,00 rpm 25分)後,

上汐液の-定立をとって KJeld…Il法で定重し.これを塩溶性-Nとし,塩溶性区の一定丑を5倍丑の冷水で

稀釈し.1夜政江後に遠心分推し.{全沈澱を 01NNLIOH.{･港解し.硫酸分解後に ⅩJeldal法で滑走

し,acromyosln-NJtを求めた｡

2)比 粘 &

前記の塩溶性区蛋白抽出掛こついてオストワルド粘皮計を用いて20oCで洲定して比粘度を井出した,

* gL Ji Jt

l 群&とZt括中の壬自変性-1

氏引漁業で漁度し漁獲後3EIBのスケトウyラ (4月下旬紋別から余市まで米課して鴨送されたもの,鮮

齢 王良好で魚体温7-8℃)を細氷にて米鼓し,節度低下を悦寮するとともに,余市に芯･いてからの陳存El

数別に凍叢して凍鼓 (-18--20oC)中の塩鮭性韮Flの変化をみた｡ik萩中の節度状態を第1芸汁こ,郎ZB.と

凍萩中の蛋白変化の関節を第2滋.節目削こ示した｡

第 1表 氷 液 中 の 品 fl変 化

光 束 日 数 Io
塩 杏 性-N %
アクトミオシソ-Nmg%

比 粘 度

pH

%
%
叩

分

温

扱

質

良

.
…17

血

潮
相

即

即

｡･5

甜

桝

甜

2

1

2180 L 2014

卦 11三宅

i'.:. ご∴ i .I:::

正常 肝良溶解

0 0

腹部蓋芸 l 左喜蔓

氷萩中の訳料温度は全JP]間を通じて05-0°Cの範田で温度変化はきわめて少なかった｡

外観的には8ElnまでTE常とみられたが,肉臥 内旋は6日EIで着色し肝族は半溶解となってはいたが食

用可能と思われ.8日以練は pH および VB-N が増加しはじめ腐敗初掛こあたり,13日目では軌牧状態

になった｡

塩溶性-N,aCIOmyOStnJtは8円口までは鹿かな械少にとどまり.済敗状態になって約18%はど減少した

にすぎない｡これは徳*7)の実換結果と一一致し,0●CW近の低温に保有した場合は塩棒珪蛋白の減少が少な

いことを示している｡

原料の鮮度益と凍まに上る蛋白変性の関取ま耶2卦こ示したごとく, 食用可能なき羊度の A-0,A-3,

1̂6試料間でIi凍jW 日ではほとんどaclom)roslnの枝存率に蓋がみられなかったが30日ではA13の残存

率が少なく.他の2試料より蛋白の不落性が大きくなった 40Elの比按では ac10m)10SLn皇およびその残存
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第 2表 鮮度と謙jk中の淡白変性

A-6 SN % 2.0141220 1_721972 I.626 1.238

AMN mg% 8900.618 427比 粘 度 I.527 0.890 0,349

A-8 SN % 2.180 1.920 1_774 1.459AMN mg% 1248 1050 973 772

SN 塩瀬性-N AMN アクトミオyソ-N

丁
タ
･1

ミ
オ
/
ン
の
F
S布
串
%

1 JL I) L

第 1回 鮮度と凍煮中のアクトミ*シソの変化

率から,A-0が点も蛋白の不杏性化が少なく,ついでAl3.A-6の塀となりA16が蛋白変性が大きかっ

たoしかしながら頼政初JllのA18の試料の蛋白変性はA-3.A-6上り少なく,A-13の駄科もA-6より

蛋白変性が少なかったので.鮮度低下した訳料の魚肉蛋白が,かならずLも凍結貯萩中に早く蚤白変性する
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とはかざらないことにfL:る｡A F M G Luljpenll)は Codについて生が状態と腐敗状態のものを凍結し

て可溶性蛋白の妹少が前者が後者より大きいことをみて.内耳がある程度細菌に上って分解されると凍掛 こ

上る蛋白の不溶性化が点き#くなるのではTL:いかと推論している｡

しかしながら実際間月としては蕪敗状態の原料は利用ICきないので,食用可能TL:範鈍での.A_f皮差に上る凍

結変性の結果がAl祝されるべきと考えられる｡

2. 較&とれ銘中の蛋白変性-2

ここでは網走沿粒で6月に釣漁業で漁獲されたきわめて鮮度の良いスケトウダラを用いた,漁轟されてか

ら15時間内外を捷たもので死後匪蔽末期と思われるものを米殺して保有し.0,4.7日Bにそれぞれ凍jE

L60El間の塩溶性蛋白の変化を比較した結果を第3表,妨2回に示した｡

第 3表 鮮度と謙戎中の先白変性

ら-4 1.960 I.848 I.700 1.633 1.5447950,ユlo

1050 995 814 810

i l.509 1.068 0_480 0.310

B-0 漁獲当日 B-4 氷魚4ElR a-7 米穀7日El

7日間の水煮中,肉温は 1-2oCの範囲であり,いずれも食用可能で pH および塩溶性-N,acLOmyOS.n

tの変化は少なかった｡

鮮度差に上る凍萩中の蛋白変性を比較すると,漁獲後見も早く凍結した B-0の試料は蛋白変性が少なく

50日後においても,凍結前の8340iの actoTnyOSlnが残存し,肉色も純白で氷結品も敢細であった,米穀4

日のB-斗はB-0に比べて actomyoslnの減少が大きく50日で凍結前の574%に凍少した｡肉色はやや沃赤

色を量し氷結晶の大きさもB-0上り大型となり,B-7はさらに蛋白の変性が多く actom)oslnは凍諌20日

で696%に液少し50日では52%に沖少した｡各試料の凍萩中の比粘皮の低下は ac(om)osln残存率と良く対

応していた｡

肉掛i前二着に比べてさらに赤味が増し.米結晶は巨大化し.脚 後の内乱 ま完全にスポソ-}化の様相を

皇したO

今回の場合は非常にが度の良い試料であったので,鮮度差と凍iE中の内耳が,肉色,米結晶.塩素性蛋白

の変性において用犬がみられ.鮮度低下とともに凍簾中の先日変性が大きくなる倖向が認められた｡

3.タライカ井のスケトウダラについて

北海道沿梓のスケトウダラの裸少にともなって特大近海のスケトウダラ独演が年々増加してきておtI.袷

凍すり身の原料としても使用しなくてほならない状掛こあるが,鮮度のEM床と品質の点から最近までは冷疎

すり身原料としてあまり利用されていなかったが,工場の煉果rl故を相知するためにも利用しなくてはなら
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第2回a 鼻f波と凍萩中のアクトミオシソ丑の変化 第2鼠b 鮮度と凍萩中の蛋白の変化
(5% NaCl抽出液の比粘度の比較)

ない段階にきているので,タライカ湾で漁獲されたスケトウダラについて節度と疎結変性の開床を検討した0

6月下旬タライカ湾で2日操業し,1El帰港についやし網走に入港した政引船の上項みのスケトウg'ラセ

用いた (凍掛ま漁獲後4EIEl).

肉屯は4､6■Cで米栽してあったので,那齢ま良好なほう.{･肝片も一部溶解した魚体もあったが,ほとん

ど完全であった,

駄科の成分および凍諌30日,60日の塩溶性丑白の変化を的4表に示した｡

水分は805--836ei,pHは72-7.4,塩溶佐一NJlは217-239%,生肉から製造したねり製品の弾力

も360-380g(女塩 3%,澱粉8%)であり,オホーツク沿岸で漁獲されるスケトウダラに比較して基礎晶

2Iは悪くなかった,

凍jE中の塩解任黄白の変化をみると,30日で actomyosLnが疎籍前の45-61%に接少し.肉の色調も昔干

赤味を帯び,米ht品も粗大となっていたっ

以上の3rR投の結果と,これまでの突放結果を加味して節度と疎iに上る塩溶牲蛋白の変性の開床を集約

して第3回に示した｡

杭輸こ熟練から凍結までの日数を,縦軸に30日日の actomyoslnの残存率をとり,鮮度と比較した結果で

は,93度と粗鉄後の取扱いの良好な釣漁業のスケトウダラは,沿粒の丘引漁業のスケトウF'ラ上り凍結中の

蛋白変性が少ないようであり,さらに漁韻が遠く航海El数の多い特大近海のスケトウダラは,沿岸の庶引漁

茶のスケトウダラ1り凍iE中の蛋白の不溶性化が大きい併向が認めらA.このことから鮮度の低下した試料

ほど凍萩中の蛋白変性が大きいのではないかと考えられる｡
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第 4兼 タライカ湾のスケ トウダラの晶質と凍萩中の蚤自変性

No.2 SN % 2.390 1.615 i.419

AMN mg%比 粘 度pH水 分 % 14(X)2.2607.4082.45 6330.5(X) 6200,240

NO,3 SN % 2.240 I.725 1.420

AMN mg% 1450 75⊥l 625

108

丁

‡ 88
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ン

a
71

芸 60

Ax

▲ 釣己■Bkのスケt.ウクワ

× 沿片JE引のスケト971

0 タJ?イカ丘引のスケトサダウ

X ▲
X K
X o
とコ

00

くつ

XX ▲

X x

0 1 2 3 4 5 8 7El

漁 領 tlo)E7故

第3回 漁獲後の日数 と凍諌30El後の式日変性
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号 ♯

スケトウダラを原料として冷凍すり身を製造する軌こは,恕晶のかまぼこ形成能,色粥,細菌数が当面の

品flの基準となっており,製品の品軌主原料鮮度に左右されている｡すなわち,いろいろな鮮度の原料魚か

ら冷凍すり身を淑造してみると,釣漁業などのきわめて鼻下度の良いスケトウダラから袈遺した場合は,すり

身の肉色は非常に純白で,しかも,かまぼこ形成能が戦く.細菌政も少ないが.漁獲後の日数が長くなるに

したがって肉色は決赤.貰味を柿びてきて,鮮度低Jfとともにかまはこ形成能も低下し,細菌数も増加する

依向が認められている｡

爪の鮮度差が嫌掛こ上ってさらに何らかの影Vがあるのではないかと考えられ,スケトウダラをいろいろ

な鮮度条件で嫌諌し.鮮度と凍萩中の蛋白変性,米結晶の状態,筋肉の色絢などをラウソドで観察した｡

釣漁業で漁遵した硬直直後のスケトウダラは凍謙保fI:した試料.および庶引漁業で漁獲され.日数がR過

した試料に比較して,蚕白変性が少なく,肉色は純白を鮭持し,氷結品も赦細であったが.保存日Elが増加

するにしたがって凍萩中の五白変性が多くなり,氷結品も次掛二大掛こなった｡掛こ頼政初期になった試料

では茄肉軌織の破軌こ上19で米終品は巨大となった｡

魚の節度差と謙掛こ上る蛋白変性については2,3の報告がある｡すなわち清水11)らによれはェソを氷鼓

挨2EIElと11日8にそれぞれ凍薫し,塩溶性蛋白を沖定した結果,鮮度低下した蛋白の不溶性化が大きいこ

とを報告している｡氏 M Lovel!)は Codの援直前,後の試料をフイL,-IC凍接した場合,捷直前のもの

が援直後のものより蛋白資性が少ないことを報じており,その原田として蛸 の氷括晶形成の用達に上るの

ではないかと報じている｡

本試敦でも鮮度の良い沢村では氷括品が小さく,琵自変性も少ないことから氷結晶の生成状態が蛋白変性

と関連があるのではないかと号えられる0-万 Nlkklld,Llnko18)は死挨硬直の前後の形事をしらペ.凍結

前にある程度常温においた方が死後硬直中のものより蛋白変性が少ないことを報じている｡田中l)らは北洋

のスケトウダラの死後硬班前,中後を比較した総菜.ラウソド.ドレス型態では明らかな差典を認めなか19

たことを報告している｡

本試駿でも腐敗状態になった試料の凍簸中の五白変性が食用可能の試料より少ない場合もあったが,食用

可能な鮮度範囲内では,烏‡産の良好な試料 まと疎談中の蛋白変性が少なく,水位晶の型も小さく.解凍後の

内の晶質が良好であったりかかる見地からねり製品原料となる冷凍すり身の単連に当っては,鮮肉の品甥の

面からも,凍萩中の蛋白変性の面からも,鮮変の良い原料を用いることが岩当であると考えられる｡

■ r)

スケトウダラを0-2●Cに水音し冷ま中の鮮皮の変化と,凍&淡の晶質変化 (蛋白変性,氷結品,肉の
良)との関係を倹附した｡

1) 水煮7日凝皮はほとんどactomyos.nAに射 ヒはなかった｡けれども冷凍に上る actomyostn建窯の

減少は鮮度の良い魚体では髄かであったが,鮮度の低下した魚体では急速に減少した｡凍煮30日後の魚肉生

白の変性程度では鮮度の低下にともなって増加した｡

2) 鮮度の良い魚体を凍萩した幼合は鮮度低下の瓜体より米結晶の大きさが小さく,筋肉の色は.If-度の低

下にともなって赤茶色になった｡
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水産製品より分離せるカビの種類に関する研究

第2報 各種水産製品について (I)

佐 藤 照 夢 ･奥 田 行 雌

StudiesonSpe CJeSOfFungikolatedfrom MarineProducts

H. On fungifrom marineproductsofallkinds

TeruhikoSATO andYukioOKUDA

ThefunglspollageOfloodlSfaml)tartOe､eryhandleroEmarinefoodproducts lndrled

food,theslo､､ergrowingEungltNtCOm缶 mOre lmpOrtantWhenbaclerlalgrowthishmdered

Toobser､,ethelnfluenceoHoodaddltlVeSOnlunglgrowthlntheproducts,var10uSSPeCJeSOf
fung･lSOlatedfromfLVeSampleswereculturedonagarlpedLaOlCzapekandtheellectlVenCSSOE

twoanlllunga)anllblOtlCSWase､･atUatedbyagilT-platemethod Therung=vereroughlycla与S.tied

lntOthefourklnds,namely.･tsf･ergJIIL'Sgenus,fセ'LLl'/LLLl,′Lgenus..1JucorgenusandFungllrnpcr-

fecti Therewereappr∝labledLlferencfSlneffecLl､eneSSOftwoIcodaddlti､esusedaecord･ng LO

thes叩 CleSOflungl

TheTeSu]lSareSummarlZedasfouow

ユ)ThefunLILISOlaLcdrrondr■e(IEz｡bakagal(.lJ('(/'･''sLI/r̀LI'JrLaCEt'/JeOj･･CZaPLlsbr)-)SetlSOned

withsiLltandsugarwereldentlfle'I.lSthreeseriesoEAsperg'llL'Sgenus.In°LWOgeneraOfFungl
lmperfecLi

21ThefungiLSO!aLedfrornsmoked(bnLlt:0(.4〃･,,･odylesPerSO′"∫l"sGLrard ､､･ereldentll･ed

asoneserleSOE_lsperg'II'ISgenus,OneSCr■eSOfPe′′Lr'/I'LLJ)Igenusandot-especleSOf▲V･LrOr

genus

3)ThefungllSOlatedfTOmSmokedA(1(LucdormuscleoEScallopLnSILladollwereldentlfledas

oneserleSOlPe′〝CL//ILL,ルgenuS,OneFenUSOrFungllmperfectlandoneがntJSOfunkn0,､一nfung･

小 ThefungLISOtaLedFromsmoke'lAlaskapol!aCk5eLISOnedwILhs.lttandsugar"erei⊂lentir.ed

asonserleSOf.qs♪erg'llLLSLrenuS

5)ThelungllSO!atedfromsmokedKlurl､05JnL･rtJSde′Jle.rStelndaChner)lVereI(lentlfledas

oneserleblrl一心/)i,).gLllIISt!enuS

6)0lthe.lSPergLlIL'Sgroups,紳meOrlhe/15♪ ′(･J,e''SSerleSandthe.lsp ,LJbL･･.Ser･eS,One

serleSOFPL･′･L=//･LL･,IgenusandonespecleSOE.VLL'･0'･genusSh0､･･edaresISLanCe10p〇:asslum

sorbaLe,WhlleFungilmperrectl､､aSlnhlbltedbySonppm ofIカtaSbLum SOrbate A)1 lesL

organl､mS､VerelnhlblledI))1500ppn ofdehydrOtlCehCaCldー

拝 す

水産屯品,こ生育するカビ軌こは英領規および放操西岸があるが,これらはただ単に製品の外悦などの商品

価値の低下をきたすばかりでlL:く,瑞原歯に尻するものも少なくtL:いから人件に対する懇影Vも考えられる｡

したがって,カビの尭生に対しては,耗晶価値と衛生との見地から十分に対講を考慮しなければならない｡

著者lJらはさきにイカ瑞繋LKr',のカビについて分離と牧瀬を行った.&報LpL:においてはイか瑞現品以外の各
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唖水産淑品のカビについて分*と検索を試みるとともに,さらにソルビソ松坂とデヒtlp酢酸のカビにお上

はす形Iを検討した｡

実 検 方 法

Ⅰ カビの分書とfI帯の検索

1) 供 試 晶

供訳 品は道内各地において製造された次の5磯節である｡

エ'/バカガイ調味干nLlrl 八喋産のエゾバカガイを郎料として当場面鮒女朝で加工製造したもので全面に

カビが発生しているもの｡

オオナゴ煉製品 利尻産のもので腹巣にカビが発生しているもの｡

ホタテ貝柱煉戦地読晶 当場網走支切で製造したもので,全面にカビが発生するとともに腐敗臭の払い

もので,肉質は著しく軟化していた｡

タラ丙味煉製品 で 食品中縛工場製でカビの2菌燕が明らかに認められたもの｡

キウ.)嬢繋晶 ･･･当場封1路支場で無道したもの{･腹掛こカt:'が発生しているものE,

li) 7;どの分搾
油汁寒天培地 (Bllgユ0',以後廿汁寒天培地 とはこのiA産をさす)を准解したもの 10ccを45-50°Cに床

持し,これに3hr.Flに発生.生育した菌叢より1白金線鬼を摂取して尊大し,.tく混合する｡次にこれを別の

類汁寒天培地 10ccとともにシャレー (直径 9cm)に注入,凝固してから27'Cで湿度に留患して3-7日

間恒温嘗中で培頚した後,常態にしたがい分推して供双曲とした.

iu)供訳蘭の枚案

分離した菌株についてColonyの外観を観察するとともにまた,sll(lecu)Lure法2)に準じた方法l)で湿式

培菜したものについて歯糸体,子実体,その他の据廿などを軒数鏡下で検査し.機掛の検索をした｡
)V)唖塀の検索

分鮭した供試菌株個Jtについて附指の税察記録を基にし,次の分節倹,X･Rによって磯原の検索なした｡

Pe/JICIllLtLJ′▲尻 ,又aperandThom の分周法l)お1ぴこれに基づいた倹来月l).

.45PergllItIS属 ,ThomandRapaTの分叙法I)お上びこれに基づく検索プ之0｡

FungiImperEectl,H L Barnet17)(tllusLraLedGeneraofImperfectFungl)

.VEICOr尻 ,井上馨政.)(有用教学に上る)

lI t品添加物の形f

さきに著者らはイカ端封品より分焦したカビに対する各絶改加物の影書l)を検討したが.ここではソルビ

I/蕨塩とデヒドロ酢酸だけ選び,上記 Ⅰ で分推した15店株に与える影Iを検討した.

すなわち,さきの訳艶に上れば.ソ//tl'./酸塩およびその他の食品臨加秒 こ対して抗抵性を示す菌株に対

して,デヒドT,斬鰍 王阻宮性を示すが,他方,デヒドp酢鰍 こ対して准OL性を示す菌株にはソJL,ピソ敢塩は

低浪皮でも阻害性を示すことを明らかにしたので,この2磯原の食品添加物を検討することにした｡

突放方法は下記の池りであるC

供訳歯株に対する食晶添加物の形Vを検討するため郡2組 10),および那3織りに準じた次の方法に上り筑

故を実施した｡

基本対照培地として Czapek培地を用い,比較訳簸川培地としては CzLIPek培地に各添加物を一定丑宛

加えたものを用いた｡すなわち.ソルビ./酸カリはソルビソ酸として計拝して1/2,000.1/1,000,1/SOOの

淡庚で,また,デヒドロ酢矧 i12.00の濃度で,それぞれ Czapek培地に添加したものを比較試験用培地

として用いま;3

これらの添加物を加えた試挨用培地 20ccを径 9m のツ十レ一に注入して冷却救国せしめた南平培地を

用意しておく｡次に前記供託菌株の姓汁寒天斜面培地にl白金線売込抹し.27℃の恒温帯で湿壁に摺.iL
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て,liは間培兼したものより1白金線Jtを前記の偏平培地に3線殖平行に世故建株する｡別に Cznpek培地

を用いてtFI魁した点平培地に同様の方法.{･舶ii塊抹したものを対照区とし,これらを27'Cの恒温器中で湿度

に留意して培来した｡ 100時間培養した後,カビの発生の有無,発育状態の良否などについて,対略区.読

験区を比較観察し検討を加えた｡

央輸括果ならびに孝幸

分地した菌株について唖切の検索をしたが.観寮結果は郡IJRに要約した｡

第 1表 取品に生育したカtl'の投棄絵果

菌株No. colonyの肉限的観察 (色の表示は ｢色の摂坤｣ll) 腰 軟 鉄 的 悦 祭に上った)

12345 きわめて奴で長くない綿毛o これはわずかに pate 分生胞子は 3-5×4.5-5FA3 単細胞で球

orangeを帯びた乳白色である○菌糸の小妹が全面に

発育する.六面は Cream,C乙apek培地ではわずかに

brownish､vhiteを塁する○ ′ f T

白色の周捷部を具えたビF=-ド状O 全体は du日 生し,決して連訴状を塁しこい○(写井 )Bi:色の peritheciaを形成するO頂喪はフ

bluegreen,日時の経過とともにdu11yellowとlight

oli､,eの中間色に変化.周韓部と中心部はo)ivegreen

に変化する.素面は全体に paleyeliow,ただし,中

央部は paleyellowbrownからdu11ye11ow(Naples

Yellow)に変化する○Czapek培地で羊毛状cgrayish

olivegreen○ただし.周控削tgrayish).etlowgreen. 芙色の peritlーeCiaを形成する○ 頂蕪はフ

この色は日時の昆過とともに変化し, grayish o】iヽ,e

greenでその下新王dullyellow とdarkyellow に

変化する○ 事面は dullyellow (0li､.eYe))ow)から

darkyellow,次に brownに変化する.

成長率は遅い○paleblucgreenから日時の経過と

ともに grayisholivegreenとreddishbrownの混

令色に変化する○また.表面はdullyellowgreenか

らEl時の経過とともに darkred(MadderBrown)

に賓化するOCzapek培地では paleoli､.eとyellow 4-5×5-6Flg横瀬があり.広く浅い満が-

(入日mosa)の混合色で, 日時の経過とともに pale No_3と同柾と思われるp(写共 llI)

brown(Beige)に変化する○また,素面は淡いyellow

から日時の軽過とともに 14adderBrownに射 ヒす

る〇

成長率は遇い○h70.3と類似しているが,輸淡色であるO

羊毛状○乳白色の cOlonyは盛り上り壁を生ずる○

表面は CreamoCziLPek培地でも同様である○ 按は多くない○尖端及び側面にジクザク状に胞子が着生し,房状ないし遜節状でない○菌糸及び拍子柄はきわめて稚い色素を含んでいるC(写英 日T)
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成長率は速い｡乳白色の周縁部を見えたt:'ロード

状｡全体は p'1teleltowで日時の経38とともに pale
yello"tCre.lmYellow)に賓化するっただし,中央部

は dulLgreenに変化する.,また.鞍面は pale)eilow

で盟がある Czapek培地では pale)eHoヽvIShbrown

で,日時の綴過とともに dulL)elloWorangeに賓化

する. ただし.中央部はこの色調に graylSh ollVe

greenの脱合した色に焚化するDまた.#面もyellow

orangeからFl時の経過とともに11ghtbrownに変化

する｡ただし.周操部は reddlShbrownに変化する｡

成長率は速い｡長い綿毛cpale)･ellowlSh brown

(Ⅰ､つryYellowJ｡素面は pa)e)-elJowoCヱaPek将地

では grLl)lSh )elloW brownでまた.ホ両は palc

yellow(1､･or))｡

dullbluegreenで白色の周建部を具えている｡井

面は reddish)euowで,該と蓑に無を生ずる｡日時

の経過とともに colonyの卦 i graylSholll･egreen

に変化しまた.表面は yelLoworangeに変化する｡

Czapek 培地の若い coton) は白色の周縁部を具え

たgr(lylSh bhLegreena R時の経過とともに全体に

grayish o】lVe green に変化し.また,裏面は dull

)ell0､､･orangeから日時の扱過とともに dun〉e))ow

oTange に貸化する｡ ただし.周閲は paleyellow

oratlgeである｡

成長率はやや遅い｡Felt状. No 3 と類似して

いるが. hl03 と比較して表某とも的浪色である｡

coo°) の中心執土盛り上り,盟が多く生じている.

CzitPek培地では gray.5h)el互owgreenで.日時の

最適とともに dullred(!lbho=anb,e に変化する ま

た.素面は pn!e)el!ow greenて日時の臣過ととも

-こred(llShbro,Inに変化する-

成代411は追い ビロード状 萱を生ずるopalere亡l

purp一e.n時の経過とともに graylShredpurple に

変化しまた,舌面は p:lュe)cllow でri時の経過にし

たがい purpeの滞色が脱色する｡Czapek培地では

pa:epurpllShpmkで,日時の琵過とともにgm)1Sh

redpurpe.こ変化する また.認許三は plZcy.31-oll

で El時の箆.適にしたがい 1)ghLbro､vmShgl.ly,汰

に rl亡ruBelieになり,さらに hOr)･Yellow と

purp'lSllWhlLeの中間色:こ変化する

胞子蕪柄は平折であ る｡頂雅はフラスコ

型o胞子軌i放射状ないし半球状である｡

sterlgrnataは媒 列｡分生胞子は球形で表面錬

状を呈する｡紅径3IL内外{･ある｡lactphenol

で固定するとが桜色 (emerald-green)を呈す

るO(写LtTV)

Racemomucor群｡胞子jk柄は平滑性で菌

糸上り事故に伸長するものもあるが,多くは

不規則に分岐している｡胞子書の外壁は切片

的にこわれやすい.rT挟胞子は多 く作 られ

る｡(写井 lV)

胞子餅はもつれて分岐しているが.決して

円節状を塁しないDsterlgmataは先になるに

したがい拙くなる｡分生鬼子は避節状で顛球

形ないし楕円形｡その大きさは長径 3-42

JLc 分生通子柄は敵性性｡符状体は不並斉状

で分岐しており,散ml性である｡ (写tEⅣ)

黄色の perllhecla を形成する, 頂頚は

フラスコ塾ないし球形に近い型 まであ る｡

sLeTlgmZlta ti叫列｡分生脇子は粗粒也の球

形ないし炉球形でその大きさは長径 5-6JLo

千載胞了は 4･-5×5-6FA｡械畝がtあり,伝

く浅いJIを11-しているr,L写井 ＼')

取掛 iゆるい 帯状体は不整斉状O不規則,

散大的に分岐 (ramlとmetulae)している｡

sterlgmltl;lの先は細い 分生胞子は lemon

形.平滑である.2-22x3-35F̀っ(写其＼■)
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成長串はやや遅い｡キノの細い羊も状｡pa一e)e)low

で中央部は盛り上り盟が生ずる｡日時の扱過とともに

Cream,colon)･の中心部およびその周ZZtt砂状になる｡

素面は p王Ileyellow｡ただし.中央紅は dutlrellow｡

Cヱapek培地では乳白色で同様に中心部およびその周

辺は粉状を塁する.また,表面は palcyellowで,R

時の経過とともに dullorangeに変化する｡

成長率は遅い｡羊毛状｡wh.te,rl租の経過ととも
に Cream に変化し,Colonyの表は紙火糸状を五す

ち, 素面Ii ptLteyeHow で, 日時の捷過とともに

yel】OwIShbrown と PiLlebrown(Belge)が輪帯に

なる｡

成長率は遵い｡ Felt状.中央部は止り上り.笈が

多く生ずる3)ellow を皇する｡ ただし, 周操軌 土

pa】egreenishblucで,ロ時の昆過とともにgrayish

oh､egreenに変化する また,素面は ye)low であ

呈し,日時の捉過しても変化しfJ:い.

成長率は遭い｡ FeltiL:｡ 中央部は盛り上り,全体

に orangeを丑する｡ rl時の経過とともに redtllbh

brown(MadderBrown)に変化するo また.素面は

pa一eorange｡ただし.中心部は du)1yellow で日時

の経過にしたがい darkrc'1(lla'EderBrown)に変

化する｡CZaPek培地では 〉eltoW に dullyellow

orange が混色し, 日時の促通にしたがい変化して

dullreddlShorange になる また.衷両は dull

yellowで,日時の経過とともに reddlShb'ownに

変化するO

範鞍のゆるい Felt状｡白色の周綾部をAえて.敬

射状の盟を生ずる.dull)ellowgreen,日時の扱過と

ともに ttuu)e:】oW に変化する ただし.原簿託は

llghtyellow grecn になる｡ また,暮面は dull

)ellow.n叶の粗過とともに darkyelloworangeに
変化する,ただし.中央部は Ilghlb'O､vn(BrownIsh

Buff)になる｡Czapek培地では ｡tuHydlo､vgreen

で日時の促通にしたがい 】lght brown (C(lramell

Bro"n)に変化し, 矧 t co!ony の中心部より周綾

取こ放射掛 こ走っている｡ また,事l繭は )ellow と

Brl'l]lantYel!ow の中間色で, 日時の経過とともに

re(ldlShbrownに変化する｡
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分生息子は坤細鞄a球形ないしPJ形{･透明

色である,鞄-(･柄は短く,不規則に分岐して

いる｡胞子柄の頂点ないし僻面に乾錬性で恥

独あるいはB!状に胞71が弟生し,決して遜節

状を皇しない｡ No l と同属と憩われる｡

(写其 VI)

菌糸は透明色で隔壁をヰJしている｡歯糸の

先端及び周鮒から不規則な方向に胞子柄が伸

長(4-6/I)しており,そのTri.屯に胞子がか生

する H!子の形は球形ないし頓球形でその表

面は平汁である｡22-3x3-37〟

(軍兵 VI)

哉色のperlLheclaを形成する｡拍子柄はフ

ラスコ型｡胞子柄の形状1りperltheclaが多

く形成される,slerlgmalaは単列 分生物子

Ii租粒性の球形ないし放球形である｡子書屯

Fは 4-5×5-55J▲で,懐妊と広く淡い井

をjtえている (L7'J-其＼一日)
哉巴の Pcrlthecla を形成する 胞f･燕的

及び議糸に赤色素が多く見受けられる｡丁蕪

胞子は桝雛と淡い帝を具え./llp IL'bl･J

serleSの典型的な子燕胞子を作る｡('TJl‡VIl)

葉色の Fkrlth¢cia を形環する｡頂事は胞

子柄の先がわずかに抄らんだ形である｡sLe-

rlgmataはLP列 分生胞子は粗担性の球形TL:

いし類球形で直往 45-6JJ=子瀬胞子の炎

熱 ま平滑であり,3､52×4-52Fl､鞘蔽な

く,碑も見えてない｡(写井 ＼rIト VIll)

供託菌の瞳辞の牧紫をしたが,得られた結果は第2芸の通り1:･ある.
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x 2表 製品に先生,生育したカビの機知

すなわち,供訳晶5唖堺中,分離検索した簡椎の使机 上,

エ′ノミカガイ調味千品からは.Aspelgtl/IL5属のAsJ,J~ePe/LSSeriesl唖,Asp rLLberseriesl柾および

AsJ).1●el.St{0lorserLeSl唖 (Aspl'e/.SlC0/01-(Vurll)rrlrabosJzt)と FunglTmperf∝tlの Spo′~oLrL'cIJLL"I

成および C/zlorLdILLIJL尻を倹架同定した｡

*オナゴ席単品からは,.Vwcor戊の .lItLC.rL7CemOSLLSと PelttCL/lLLL"t属の Pe/∫JLZNlhLNe/ILL" Series

(Pc〝,Sll〃PlLCISSL'".tI〝I･0〟d.)'rJzoJ,t)および .4sJ,crglL/lL∫属の As♪ I･〃bel.SerleSl種を検索同定 した｡

ホタテ見蛙様態油凍晶からは-PC･tJCt/Iium属の Pc,'lLLacuLLL"･SerleSと FungllmlXrEa｡tlのSporo-

/rLCJ･'L,2,品と不明菌を検索同定した｡

タラ調味嫌製品からは..lsJ･ergiIl'IS属の Asp rLLberseries2攻を検索同定した｡

キウl)横取晶からは,.15pergL'L/ws展の Jsp_T.ePe〝sseries1種を検索同定した.

さきに各懲食品添加物の彬V,)について検討したOすなわち,ソルt:'ソ蘇生を培地に捺加した場合には,

AypergIl/IIS屈の発Iffが丑も阻止されやすく.Pe/JJcLl/HTtF屈は抜放性が載いが.他方,･VL,lOr 尻と

Fungllrnperfectlは .Jl†pe'･gLLLLLS属と Pe'''cLlLIEL/ル 屈との中間的な耐性を示すこと.また,デヒドロ酢

博の場合には.供訳簡株のほとんどすべてが 1/2.000の浪度で発育が阻1Lされることを明らかにした0

本試射 こおいては供託歯株数も少なく.かつまた,唖尿数も少なかったので.各機属別に見た影事を独訳

することは,はtL:はだ危険があるので,供訳缶株についのみ結果を報告する

和られた轄巣は第3月の通りである｡

半数の4西拝が発育している｡これを group と serleS別に見るならは.Asp.gJL7NCLLSgrOuP の中,

repeNSSCricsと rL'berseriesで,1702と No3および No4,No15(検索によりN03と No4と

は同様菌株と同定した)が発育し,No 13と No_14は発育していIL:い 1I,000濃度でも No3,No4
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第 3表 ソルビ./巌カリおよびデヒドp添酸に上る影f

妊)供託菌珠の発育状態は次の記号によって標示した｡
†† 判線上に沿い全面的に発育し,発rff状態が普通より良好と思われるもの｡
+ / 乎適の児1f状態と.LL.U.われるもの｡

j: 軌線上の-fflS分に先帝している状態のもの｡
宇 部版のJn初の一点預扮のみに発育の見られるもの｡

一･･#1線上のいずれの部分にも先帝の温められないもの｡

+ ソルビン酸カリはソルビン酸として計井した浪皮｡
++ DIIA,デヒドp酢酸｡

M. FI,Fungllmperrectt Asp,Jl∫pel'glllus属 LVILC,̂ IILCOr属 Pe〝,Pe/LIL-I//LLL′ル属｡

および No lSの /lip_TuberserleSとAsp t･L･J>e/1SSelleSの各l租が耐性を示しているが,1/500沸皮

ではすべての .ls♪erglIltLS屈は生育を阻止されているc

Pe"LC'llJ''"l属2scrleSの中,N08の PC′一JL7′tLJzL′JeL/LL,ル SerleSの1枚は 11.00)法度で耐性を示

し,1500a虻でその発育を阻止されている｡また,他の No 10の Pe/∫ /∫/E.{川LL"-SeTleSのl鐘は

1/2.000の漉度で発育を阻止されている｡

LVNCOr属は1使節の JJILCr(7le〝tOSJIS であるが.I/2,000および 11,(XX)iA度で発育し耐性を示して

いる_

FungLImperfectlは 12,000の佐渡度ですべてのものが発育を姐止されている｡

ソルビソ鼓カI)に上る影Yは AspErgJLLws屈のすべてが抵抗性が弱いとは限らず,同一 serle5でも唖が

共なれは.その影Yも失なることがうかがい知ることができる｡供試菌すべてに盈ずることは 1500濃度で

(且止されていることである〇

デヒドロ酢殻に上る形fは供試菌株すべて1/2,000の低表皮で発育は阻止されている｡

次にイカの偶製品より分粧した菌株を用いてソルビ･/蕨姓と.デヒドE,酢酸のお上はす影fをさき●こ京島

したが.これらと比較検討してみることにする｡

a)AsJ･erg,//LLS屈で AsJ,.ochrL7CeLLS,Asp rLLber serle5,llsp rcpe,J∫Seriesおよび ASPL7′7LSIero-

dL7′,･lSerle5の中に1/2-(収)濃度で抵抗性を示し.かつ.l′500iL度でも耐性を示したものもあるが.同一
serleSの中でも唖が異なれば l/2,(X氾湊度で発Iffを阻止されるものがある｡今回の試験では.ASPI･ILbeI･

series,jlsj･repだ′lSSerleSの中に 1/I,000浪度で抵抗性のある菌株が見受けられるが,矢張り同一 serleS
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でも唖が火なれはその技抗性が災なっている｡Asp.tLJrS･{0lorは飢DIおよび今回とも1′2,00)血鉦で生育

が阻止さtLている｡

.VLLCOr展の .ULLCr̀TCeHtOSLLSは 12,000波乱で抵抗性を'L(し,11,00 沸度で発育を阻止されたが,

今回は 12.(X氾沸度で抵抗性があり.1I.000Jt度で東い耐性を示している｡

FungLImperfectlでは前回 Tr･{Jwder"･a戊の中に故い抵抗性を示すものがあったが,その他のもので

は 12.000浪度で発育を阻止されている｡ 今回での宗教では. すべての FungiTmpertecti供託執 i

12,000*鹿で発育を阻Itされているo

b また.さきの芥集では.デヒドロ酢酸 12,000汝度ですべての供訳歯株が発育を阻止されたが.今回

の訳魚でも同掛こすべての供鼓菌托は,12,000iL辞で先帝が阻止されている

なお.今匝Hlカビの発生した水産襲品の東銀は少lL:かったが.今後引按きこれらの克典に努めてカビの分

書とtI頂の検索を行うとともに,さらに各種食品添加物の影Yを検討したいと々えてい る｡

f r)

水産製品に生育していろカビを分推し,その蝕朋の検索とともに.それらのカビの発育にお上はす食品添

加物の影■を Czapek培地を用いて検討した｡縛られたLt,児を要約すれば次のこどくである｡

I) -′′{カガイ訴味千晶から,ASPergLllLLS尻の 3scrleSと FunglImperfectlの21戒を分艇した｡

2) オオナゴ煉製品から,.ls♪ergLlLLLS属の IserleS.)'L･′～LC･/lJLL,lJbiの lSerleSおよび .IIzLCOr属 l

唖を分粧した｡

3) ホタテ只蛙喋製油誠品から PL･,･LCLllLLL"L尻の Iscr･esと Fu一一gHrnperfecLlの1展および不明歯1

属とをB･粧した｡

4) タラ開味珊戦晶から ｣sperg･[ltL∫biの lserleSを分月tした｡

5) キウリ煉恥品からAS♪e/gLLILLS尻の 1serleSを分赦した｡

6) ソルビソ耐力1)に対しては,As♪e′.gL〟L,5属の√13/,/-I,be,serleSおよびAJPrope,･SSerlCSの一部

と Pe/LLrI//LH/II属の PLJ〝J̀LN/hLJLL･/(LLm SerleSとが耐性を示したが,他方 FunglImperfec【1は l/2.0m

沸度で発育が阻止されている,デヒドロ析軌 1,12,000浪皮ですべての供訳カビの発育を阻止するO
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ス ケ トウ ダ ラ抄 身貯 萩 中 の褐 変 防 止 に関 す る試 験 (第 1報)

奥 田 行 雄 .竹 谷 弘 .金 兼 や

StudiesonthePreventionofBrownlngOfSaltedand

DriedAlaskaPot)ack FlHelsDuring Preservation(i)

Yuk100KUDA,rliroshlTAKEYA andKaneklt】KoN

Insouthllokkaldo,(hebrownlngOrbrowndlSCOlorat■OnsoEsaltedanddriedAlaskaPouack

(Suketdda'aSuklml)donoto∝urdurlngthecourseOfprocesslng.

ButltlSSaldthatbrownlngduringpreserlatLOrL)SUnaヽ01dable
lnthispaper,ⅥeexaminedtheeELeclofanE10Xldantonthebrownmgofsalted8n(Idrled

AlaskaPouackEtl)elsdurlngpreSerヽat10n

TheresultsoblalnedaresurrLnurlZedasEolloヽvs

(1)WhenLlnLonC(conraLnlnglSum)･)ganatearLdcl一r.Caeld andsodiumfX)IyphosphaleSW.th

saltareused,thefl)letsbecomeeo)OredwILha)lghtgray.shvlOlel

(2) WhenErythorblCAc.dw'Lhsa一tareused.thecolorofme.lLChangedtollghLbrowmsh

)ellowdurlngthecourseofProCeSSlng

(3)Ontheotherhftnd,.lnemuTslfledllquttLoEant.OXld̀lntCOnlillnlng ButylHydro･T(yAnlSOl

(BHA)andDlbuL)1ll)droxyToluene(BHT)orBHT aloneareellectlVelntheprevent･onoE

L)rownJngOff)lletsdurlngPreSer､,aLIOn

lnLhlSCase,theuseofemu】stfledllqUldoEaJlt■OXldantcDntalmngBHA andBHT showed

betterresultsthanthatoftheantl0XldantcontaLnJngBHTonly

(4)TheemulS.fledllquidofant)oXL血ntisgeneraLlyeffecLl､eWhenuse(Ibeforesalt,ngor

durtngthesalhngpr∝eSS

･5)TheraLIOOrtheemulslfledllqul(1ofantlOXldan一uSed､川 hsallasagalnSImeatis1 750-

暮 1r

近年,道南地方においてもスケトウダラ利用の一方法として,抄身加工が盛んにTL:っており.特に蔽町の

加工業者は,道東 ･道北地方より原料スケトウダラを移入して抄身敬道を行っていち.

当地の製造時期は主として低温な時が多く,道北地方の夏卿 こおけるような製造中における変色は少ない

が,抄身を原料として閃味加工占古を穀遺する=次加工業者は肉色がなるべく白いものを要求しており,また

店舗で売る場合においても貯鹿中の変色はできるだけ起らないことが望ましい｡

これらの変色は,アミノ･カルポニル反応がBq操するといわれているが.タラ内申の脂質は大部分析脂照

に上.?て占められている事実l)から考えて,スケトウダラ抄身貯点中の変色は脂井の顧化に上る影Vも少な

くないものと考えられるので,転化防止剤の任用効果について検肘を試みたO

本試験において.さきに!)著者らがイカ丙味千晶の貯意中における変色防止に効果あることを報告したl)

ソトソC (没食子酸イソアミルと的触 上りなる98品)と妨転塩の併用地理は貯法巣が得られなかった｡し
かし,BHA(ブチルヒドEZキシアニソール)お上びBHT (ジブチルヒFL'pキットルエソ)などの乳液を使用

7,た製品は,貯ま中の変色を少なくする上に捷わめて有功であることを認めたので.その結果を報告する｡
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本試鼓中.工場試験の実射こあたって多大の御協力をいただいた,森町の令佐藤商掛こ感謝いたします｡

拭頼経iaならびに考♯

L リントンC.輔車4およびエリソルビン酸ソ19'使用の効Jtについて

本訴5如こおいては.さきに 2)1'イカ調味干Fnの貯萩中.変色防Ltに比較的効果の認められた1)./ト./Cと

メタ族転生を主にする市販窮か塩の併用.およびイカ調味下品に使用し効果が認められなかったが,その原

因として過酸化水窯の残存が大きな原田ではないかと考えられたエL)ソルt='ソ酸ナトT)ウムについて検討し

てみた｡

まずAf度良好なスケトウ7ラの頚部を除去し,3時間水晒しをする｡つぎに3枚に身卸しして骨を除去し.

1時間水晒ししたのち皮を取り除いて抄身肉とする この抄身肉を最初3時間は流水中,ついで l夜止水中

で水晒しを行ったE,処理時の歩軌 王第 1表に示したとおりであったC

第 1表 調 理 歩 留 り

五 " . lF;t2'11., ～ L 丘 Z誓 笥 1̀17"

00

21

5

1

6

3

4

17

38

水晒し後の抄身内を4つに分け.第2掛 二元した上うに酸化防LL剤を加えた塩を用いて塩諌した｡

井 2事 第 1回 匁 理 方 転

- 分 量抄身壬 J- I - (_h al,6 yhtf./I- _lt･･ト- 丑 桝 -

萱亘H ll…;;

すなわち

tlJ抄身内に対し10%の食塩を用いてiB垣法に上り塩兼すら

t2)抄身内に対し1000'Jtの食塩に.iI.)舛鮫タケタIIA (ポリ併願ナト1)ウム26%,ノタ焼魚ナトリウム

72%,ビFZ燐酸ナトリウム2%)およびリソトソCの所要Lを混合したものを用いて撒塩法に上り塩蔵する｡
L31秒身肉に対し10%Jtの食塩にエI)ソルビソ良ナトリウムの所要鼓を混合したものを用いて散塩法に上

り塩魚する｡

姓)抄身肉に対し10%丑の食塩にポリ燐酸タケ〆1-A.リノトソC, エリソルビソ願ナト1)ウムの各所

琴丘を加えてよく混合したものを用いて搬塩法に上り塩歳する

これらの方法によって塩煮したものを4日後にとり出し,天日乾煉により乾嫌した 塩叢後の肉を外税的

に観察すると4億頁のうち,.)./ト'/Cを用いたものは肉肌が淡い暗紫色i･おぴているが.これは内申の鉄
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イオ./によるもので.この際桝酸塩に上る封弟が十分に行われなかったことに基因するものと考えられる｡

乾族に上り得られた勲品の外税について見ると,.)ソトソCを用いたものは淡い晴紫色を帯び槌色しない｡

また三.)ソルビ-/酸ソーダを用いたものは恥 項 褐色を帯びている｡スケトウダラ抄身においては過酎 ヒ水

素水の使用を行わないにもかかわらず-1)ソルビ･/酸ソーダを用いた製晶が対照にくらべて変色の進んでい

ることは,他非晶使用の有無にかかわらず,花魁晶においては効火がlL:く,かえって悪い結果の得られるこ

とが推察される｡

いずれにせ上本訳掛こおいて,試験品は対照品にくらべて良好な瀬島は得られなかった｡

ⅠⅠ.BEIA EmTI;A含乳･Xおよび BtlT乳諌任用の効果について

本試売釦こおいては,水溶性の酎 ヒ防止剤として BHA5%,BHT5% を含む乳液 (アネt:'トールAT)･

BUT10% を含む乳液 (7ネピトー/レT)を用いた. また水晒しの劫火を良好にするといわれているネオ

シソとソF (リノ酸ナト1)ウム20%.灰敢カルシウム30%,酢酸ナトリウム30%,明澄20%を含む)につい

ても一応検討してみたo

地熱 i前試艶に恥じて行った｡今回の歩留りは茄 1衣に示したとおりである｡

得られた抄身内を約3妾に示したように分けて水晒しをし,また BHA･BHT程合乳液および BHT乳

液を用いて塩蔽処理したのち天E]乾燥に上り乾燥した｡

第 3表 界 2回 kL理 方 法

;畏転 売 頭 ヨ 方止水中での晒 時間(法 塩こ∵㍊i+ji碑 の 方 法萎笠篭 か 込日数塩汝後泣沈,乳液1′5柵を含む食塩水に5時間浸iI

A 区 3時間 時間 22時間 - 8 % - 4日4444444444 -

B 区C 区 33 1717171717 55 88 ATTAT -

D 区 3 5 8 ATE 区 3 5 8

F 区G 区 33 22 5 88 T

H 区 吊 ･-- 8 -

T 区 8 T

J 区K 区 - - 88 - ATT

水晒し後の肉の外税はネオシ./モノFを用いたものは白きを感ずるが,乾燥後は対照と全く益がなく,製

Glはかすかに未色味をおぴた自さのもので.検査1年晶に故当するものであった｡

これらの製品をそれぞれ2分し,ポリセロ袋に封入し,一方は30'士l'Cの恒温相中で.他方は室温に貯

鼓して外殻色網の変化を観察した｡結果は祈4表に示したとおりである｡

すなわち,常法に上る対照品.および水晒しの際に03%のネ*yソItソF液を用いたのみの製品は10日

後に蓑褐色を皇したのに対し-食塩に BHA･BIIT を含む乳液を混じて塩ましたC区.H区は20日後に,

BHT乳液を混じて塩栽したD区,Ⅰ区は14日,16日掛 こ黄褐色を星しているD また-且塩決後 BHA･

BHT を含む乳#.BHT を含む乳液を加えた液に校放したE区,F区,J区およびK区の製品は14日後に

黄褐色となっており,いずれも対照区にくらべて変色までの期間は長かった｡

なお室温貯ましたものは.対照のA区およびB区が約3カ月で淡黄袖色を皇したのに対し,C区,D区,

H区,l区の塩諌時にアネピトール AT およびTを用いたものは,7カ月後においても十分市販品として

良好なのが得られている｡
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第 4才 製 RFT貯 意 中 の 変 色 状 況

塩鼓時に敵化防止剤を用いるのと,塩兼後用いるのでほ,前者の方がやや良好のようであるが,これは使

用量によっても影響されるものと考えられる.

本試験の結果によれば,水晒しの際にネオy'/七ソFを用いることは,製品の外観上,貯麓上特に効果は

認められない｡

酸化防止剤中 BHA･BHT乳液おJ:ぴBIIT乳液の使用は製品貯萩中の変色yJ止に効果があり,乾燥中

における変色の進行防止にも効果が認められる.特に BHA BHT混合乳液の於川は恒温槽中における貯

蔵釈放と室温貯蔵訳弓かこおいてともに効果が認められたO使用時掛 こついては使用淡度にもよるが塩汲時使

用がこいようである｡

lIT.BHAIBIIT乳液を用いたエAI的拭挨鈷黒について

実験室的な試験の結果.塩鼓時に BHA･BHT混合乳液や BHTの乳液を用いることは,抄身穀晶の貯

意中における変色を防止する上にきわめて有効であることが認められたが,実際的には処理時の鮮度,原料

扱いにともなう原料に附着する乳液丑の差なども考えられるので,実際的な使用を試みたO

読取にあたっては,森町の令佐#商店の御厚意に上り,同店の工場を用い,原料の処理については同工場

の作業に従い.水晒しおよび盤萩時についてのみ試験項目に1り契施した,

乳液としては片1i塀就掛 こおいて好結果の得られた.BHA5% とBHT5% %を含む乳液(7ネビトール
AT)を使用した｡

使用法としては.塩麓前に抄身内を浸濃する方法と塩載時に食塩と混合して使用する力法とをj机､た｡

原料スケトウダラは紋別地方より移入したもので,鮮度はおおむね良好であった｡

常鼓にもとづき的理した抄身内を洗水中で1時間,止水中で23時間水晒しをしたのち,約5要に示したよ

うに,そのままのものと, さらに03% ネオシンセソF液に3時間浸したものを.それぞれ7ネビトール

AT2% 液に15時間浸したのち塩簾する方法,食塩に7ネビト-ル AT を混ぜたもので塩蔵する方法に

上り4日間塩故したのち,天日乾燥により乾燥した｡

アネピトール ATの依川魚については,塩蔵時混ぜて使う場合は普通行われている方法に基づき,また

抄身内を浸醸する濃度.使用Jtについては,外山氏小の瞬rriJ浸硫法を参考として実施した｡
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群 5表 工 場 釈 験 処 理 プ)u法

嘩l の 二万 法

;': I .: I:

水 晒 時 間 l o,?/%J=苔

洗米中 止水中 法 Jt

2%7ネビト
ルAT液に浸

時 間 】液 圭 l時 間

アネビトールAT1750
を食塩と混合液込

ATJt l用生長

区

区
区

区

区

1J
.

_

A

B
･B
C

C

l平 時同 時 rp1
1 23

′ /

乾性は最初南星式乾燥軌 こよる予定であったが,丁度ニッt/の入荷とかちあい.天日乾燥に1らざるを得

なかった｡折 り悪しく天険不収のため,室内堆環時間が長かったために,予期したよりも晶Fの悪い製品と

なっ九:a

得られた製品の一部を･ilI)七p掛 こ封入し.30'Cj=1●Cの恒温野中で貯栽し,外観と色調の変化を観察

した｡

Eit巣は約6表に示したとおりであるCすなわち製品は部I配実験室的なものにくらべて,やや英色味をおぴ

ているが,7ネビトール AT 使用のものは無使用の対EF3.品にくらべて墨色は少なかった｡

♯ 6表 繋 晶 貯 ま 中 の 変 色 状 況

また貯萩中における変色の進行状況も対照品にくらべて明らかにおそいことが認められる｡

IL:お,常温に貯ikした場合,7ネt='トール AT を使用 したものは 5カ月後においても十分市廃品となり

得るほど良好であった｡

使用方法としてii,液に浸淡後生鼓する方法が実際的であり,今回の捌 釦こおいても良い結果が得られて

いるが,これについては液淡慶と原料に対する旺用丘をさらに検討することが必要であり.次の換金に実施

したい｡
ネ* yノ七ソFの使用は特に必要を認めなかった｡

以上の実験室的および工場的妖験結果からみて,酸化防止剤中 BHA と BHT の混合乳液または BHT

の乳液を用いることは,袈品の貯簾中における変色防止に掛 こ著しい効R-があるものと与えられる｡

使用法としては.所要Jtを塩におじIC用いる方法では着通行われている1750{･効果が認められるa浸故

後に生成する場合の淡の浪慶.使用且については今後検討の必要がある｡

F F]

スケトウダラ抄身貯蔵qJの変色は,触体脂の酸化に基づく影野が少なくないものと考え,軌 ヒ防止剤を使
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用した製品を作り･それらについて貯麓中の変色状態につき比較釈放を実施し,次の結果を得た｡

11】 リント･/Cと舛酸塩を食塩にまぜて用いる方法は.魚肉に灰紫色を与え外観が良好ではなかった｡

t2:.ェリソルビ-/酸ソーダを食塩にまぜて用いる方法は.軽快中における肉の変色をかえって促進し.良

好なものは得られなかった｡

(31BHA･BHT混合乳液,BHT乳液を食塊と混合して塩煮時に使用した袈晶は,貯ま中の変色を著
しく遅延せしめることが出来た｡

鵬 BHA･BHT混合乳液あるいは BHT乳液に塩敢後泣沸した製品は,対照にくらべて貯ま性を増大
させるが.姐 時使用の場合に比較してやや劣る,

(5)BHAIBHT混合乳熟こ浸琉挨塩兼する方法は,十分効果を汲め得るが.使用浪鼠 使用丑につい
ては今後の検討が必要である.

* 考 文 Bt
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3)奥田行堆 ･竹谷 弘 (1963) 北水試月払 20(3),6,
4)外山埠三･猿谷九万 (1962) EL水金誌,28(10),1020
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ス ル メ イ カ の 剥 皮 に つ い て

北 林 邦 次 ･中 村 邦 典 .首 藤 勝 夫 ･石 川 宜 次

StudleSOntheRemovalofSkin from SquidMeat

KuAitsuguKITABAYASHT,KunisukeNAKAMURA,

KatsuoSHUDO andSenJiIsHTKAWA

Thepre詑nt¶orkwascarriedoutTnaln]yonsquldskin inconnecttonwllh thetx)5SLbilltyOf

lmpTOl,lngthetechnlqueOE 一en)vITlgSkln.

Theresultsobtainedareasfouows,

1.ThepropertleSOEthelowerlayerOfsklnWILhmea一attachedlSdtrrerentfrom meatand

theotherpartsofsklnlnChemicalcomponentsandsolub111ty

2 The】Owerlayerundergoessomechangeat43toLL5'Candcoagulates0)mpletelyat47to
49oC･ThlSpartCanbedeslructedbyproteaselnSPlteOEthep'e紀nCeOEcollagen
3 Thesquidsktnisa)Lo＼ved10SWe1日naSOlutlOnOE sodlum acetateandlSSeparatedfrom

meatbystlmng

4 BasedontheselnformatlOnS,anenZymaLICSk■nremovlngmethodandasodluTnacetateSkln

removlngmethodweredel-isedandtestedwlthconslderatlOntOtheactualprocesslng

5 Noappr∝lablelossofmeatwasfoundaftertheremovalolsklnbythesetwomethods

6 JudgLngfromthesolublllty,thetwomethodswerefoundeFlectlVelnpTeVetl110nOEdenatu-

raLIOnOfmeatproteLnCOmPared､､･lt】1Othermethods

dE I

スルノイカの-&皮は比較的に敬掛であり.また,特殊の色索が存在するから,利用に際しては除去するこ

とが望ましいとされている｡この滋皮の除去,すなわち,封皮について現在一般に突先されているのほ温船

中でit拝する方法,すなわち,温港法である｡この方法は当功が最初に開発したものであるが,その原勤 王

自家消化に上るものと推定していた｡著者等l)はスルメイカの肉質と表皮との性状を検討した結果,阻泌法

に上って表皮が剥離する原理は,肉質とのrhrJにおける熱凝固の性状が相互に相異することに基づくものであ

ることを明らかにし.剣皮能率の向上に示攻を与えた｡その後.さらにこの点についての検討を剣皮肉の性

状を号EtLながら進めてきた.

本研究は,肉と接せする皮の丑下書部および皮の性状を吟味し.その結果に基づき到皮法の改良を試みる

と同時に,到皮された肉の性状の一部について検討を加えたものである｡

突放括果および考♯

1 内に接地する恭皮JTの性状

ス′L･Jイカの肉に壊触している縛瑛状の部分は,右臥 田中等P に上れIf4f?から成るとみられている表∫
皮の第4mロであるが,これを挨凍すると均一なせんいがラケットの網目状に泉則正しく配列している.こ

の部分以外の他の層を注意深く除去すれば,ここでEl的としている部分は肉質に残るし,また,比較的に強
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秒でもあるので手で容易に剥片することが出来る｡

本突掛 王,刺皮法についての基本的知見を締るのがB的であるから.可及的に肉類と比較しながら,この

部分の性状を換糾した,

()) 一般化学凪成

肉に接触する表皮書の一般化学組成を知るために.水分,全窒素,鈍蛋白源重来,粗択分.粗脂肪,06

M KCl可溶性宅紫.熱水可溶性窒素,02㌔ NaOH可溶性窒素を検討した｡また,＼'anSlykeまで窒窯

の分布を検討した

得られた括瓜を第1亥と第2JRとに示した｡

事 1衷 内に接触する滋皮FIの化学井L成

水 分

粗 脂 肪

取 取 分

純蛋白態窒素*

全 室 粟

熱水可溶性窒素

02%.VaOH可溶性窒兼

06M KCl可杏性窒素

303% (10000)

027 (888)

010 (348)

011 (3.73)

Stutzer法に上る

第 2兼 肉に孝牧する&改号の窒素分布

全 室 窯

7 ミ l/ 博 史 架

全 7 ミ ノ 態 窒 窯

ジ 7 ミ ノ 態 窒 素

7 ソ そ こ ア 涛 窒 素

ア ル ギ エ ソ 態 窒 素

ノ ス チ 1/ 態 望 架

%00

27

72

お

15
封

的

00

2

即

56
0

0

0

㌔0-

棚

鴨
7｡

鵬

脚

町

これらの結果を内耳について縛られた既報l)の敢延と比較して入ると,内との主な相異はつぎの諮点にあ

る｡

すなわち,一切化学組成の点では.この層は肉に比較して水分と粒択分が少ないが,粗脂肪は多く,他方,

窒素の分布の点では,塩基性窒素が著しく多いが7ルギエソおよび/スナン態窒素が少ないJ本研究のEl的

とする剤皮に閑適して掛 こ注目すべき点は.熱水可溶性窒素と020oNaOH可溶性窒素がこの屈に著しく

少ない点である｡

また,この層を含めたR皮全体と比較するとつぎのことがいえる,すなわち,一般化学組成の点では,こ

の新王水分が少なく.他方,窒素の分布の点では塩基態窒素が著しく争いが,7ルギニソおよびシスチl/磨

g!兼が少ない｡また,熊木可本性窒素および 0200.NaOH 可鯨性窒素も捷めて少ない｡

これらの事実からみて.この軌 ま.化学組成および溶解性の点で.内およびこの再を除いた表皮の他の部

分と著しく相異していることが明らかである｡

(ll)勲禁固の状態

肉に接触している持膜状の滋皮部かこついて.その熊漠閲による収櫛の状態を知るためにつぎの実鼓を行

なった｡

すなわち,05×Lcm程度のJj･を訳料とし.これを大鼓の水に投入した軌 徐々に加温しながら収縮の状

態を観察した｡

得られた結果は第3JRの通りである

すなわち.この軌ま43-45℃で収稀がはじまるが,苦い ､収静ま47-49℃で毎り,さらに温度の上昇する

につれて55oC附近までかんまんな収縮がつづくのである｡これらのiblJlより.この軌i55℃附近て独禁Fl:I
はEl'完了するとみられるJ
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lt3表 内に接触する&皮層を加無した場合の収轍

AI El= 収 櫛 の 状 態

43･-45℃

47･--49●C

55●C以 上

収拾しはじめる

苛しく収稲する

変化しない (収縮したまま)

讃者等】)はさきに肉とpJZ蚊の熱救国性を省都温度について化学的に検討した｡その括巣に上ると.55oCま

では肉の県国光仁瓜は表皮のそれよりもわずか多いが.65oC以上では表皮のプ)-が多かった｡この糸1.nlはここ

で行なった実験と力法が邦るから蕨'CTL:比掛 まできないが,この居は熱収縮,または勲凝固の瓜でも肉およ

び表皮の他の部分と棚舛することが明らかである｡スルメイカを温瀞-55-65.C一に泣所すると,机記の如
き各部分の性状の棚欠が発現して肉と表皮の刺鮭を容易にする条件が作られるものと巧えられる｡

(111)ホ梓 に上る耶化

表白fr分解辞卦こ上る耶化の状態を検討した｡

本突抜ではべプ.//と放線i3-より分#された筑rLI分解群Rを併用したt

ベプyl/の場合には.訳料 20gを十分に腔砕した後,水25∝ と2Qiペプシソ溶液 25ccとを加え,柿

塩鼓で pH22に■節し.数滴のトルオールを添加して20時rii1,35℃で刑化した｡消化後に戎存する盗白

瓜を S【u位eT法で定鼓した｡

また,放線菌より分粧された盛白分解酵素 (プロナーゼーLO.000PU.K/g一件研化学製)の壌かこは,

試料 20gを十分に磨砕した按,済較援衡液 (pll70)25∝ と】%畔棄液 25ccとを添加後,40oCで5時

r;;はたは20柑iiI消化した｡耶化後に一定品をとり三鮎化Bfl厳.{･ポ白を除去して細られた浦波についてアミノ

憤窒素丑を V.lnSlyke法で軌Ij足した｡

細られた泉■収はyH設および抑5&に示した｡

第 4葬 伽こ接触する&皮層のベ7'y/による肘ヒ

* 5朱 肉に接触するR波厨のプロナーゼによる耶化
｢ 孟完 'ii額浩一L票に詰写 譜 警 票

L_'こ':L圭 一Il'L.O L 了.I __≡
Il_I㌔

13

MWJ) 仝壁瀬は(ll30% t2)33%

;%l7,::'Oo' I : :%
この封.児にみら̂ る遜り.肉に接触するぷLk軌i光FLITl分解僻索の中でもプロナーゼによって比較的によ

く消化される｡また,その耶化のG!度は肉の))がわずか妨ることが判る｡

2 表皮の特殊性と8)良法

前記の肉に接触する盾をも含めた表皮の化■11'･的性状は,すでに報告した並り肉と著しく用米するものであ

るから.化学薬品に対する物理的性状にも特長が現われるものと才えられる｡このような見地から,化学兼

品が表皮に対して作用する状態を検討し,つい{･,得られた括果せ今までの知見とtM連せしめて新しい剤皮
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法を検討することにした｡

(1) 栽皮の膨潤性

スルノイカの表皮には.コラーウノ/が多いことをはじめとして,肉と衣皮とのrH7IこIi既報1)の如く著しい

性質上の相異がある｡従って,ある機の粂件の下では肉と表皮とのl榊こ膨潤のLZiが現われるはずであるO

ここでは酒石酸ソーダ.硫酸t/一 〆,硫酸ソー〆,酪酸ソー〆の名松液に泣硫した坊合における衣皮の膨

潤状態を観察した｡蚊用したこれらの薬品の濃度は HoErmeLSler氏が卵Flの頻iI-rに対して示している浪皮

を基準として実施した予備実験の鮎架に基づいたものである｡すなわち,新鮮なスルメイカの胴肉を2-3

cm 平方程度に切り取ったものをそれぞれの溶液に8時間浸訳したものについて,表皮と肉とのしまりのGI

此と,さらに膨潤の状態を奴祭したのである｡

柑られた結巣はy!6表の放りである｡

第 6表 表 皮 の 膨 潤 状 態

浸 甘1 校 漆 度 抄 渦 状 儲
& 皮 l 肉

酒 石 酸 ソ - 〆 0_7M ++ 士士

硫 酸 ソ ー ダ酸 . 0.8 +1-

梢 ソ - ダ軒 椴 ソ - ダI′′′ 5.41.6 十十1十
0.16 W

証)膨潤の凝度 +はlY'か膨潤したもの 州は著しく膨潤したもの

肉 の状 儀 一はしまったもの (穀固) 土は変化のみられないもの

この紙児から.002M～016M のhu.慨ソーダ離液 (027%～20%)が表皮の膨潤に対して効児がある

が,特に20%の場合が良W･であることが判明した｡剖皮を考えるJhnには肉に&皮の色架が残らないこと

と.凝lZilせしめないことが肝要であるから,この点よりふても酪酸ソーダ溶液を剣政に利用できるとすれば

適当なものの一つになるであろう｡BJLhi冊についても同様の実故を行なったが那6-Rと同様の紙巣を得たO

なお,塩化ナトリウム.塩化カルシr>ム.塩胤 脱髄ソーダ,塩化-[グネyウム科こついても撒Jtの観点

から検討を加えたが,このうち2-3のものは皮を膨潤せしめるが.肉を著しく澱P;]せしめるものであったO

(ll)剥 皮 方 法

前記の1および2のnjlで得られたk.1.火.および肉と表蚊との性状の相舞に蛸する既報の研究もti児に韮づい

て2鏡野tの剣皮ノ)法を検討した｡すなわち,Trf収の出自分解肺索を使川する方法と膨潤を利mする方法とで

ある｡

a)再挙紫を刺川するノ)班

IilL,記 1-(】11)の泉J,児から.肉には触するR皮のri守田が頚亡1分新形Jまで消化されること,およびその性状が

皮の中でも特炎的であることがFyJちかとなったので,Ji皮を膨ilPjせしめた:がら相乗洲 ヒすることによって劉

皮が･Tr能であろうと考えたのであるoリl施したノJ'法はつぎの止りである｡すなわち.予備父畝の結果に基づ

き02%のプ.,ナ-LJ溶液に鎚班して,30oCで雌押したところ,盛皮は次mに膨油するとr棚勺に消化されて

もろくなりはじめ,ついには雌rF'kこよるまきつの効果によって剥難しはじめる｡表皮が完全に制勝するまで

に32分を要した｡この場合にL火川する群紫溶液は訳料1に対して3倍であればよい｡

なお,ここでブL7ナーーtfを班JrIしたの11,この酵素が&皮のコラーゲソをも分解する点に潜仁1したからで

あるが,最初 の短IF.lf剛まブF7ナーゼ溶液に泣駅して,つぎにペプシンまたは トリプシン柳似の一般的な酢蛸

浴液を使用する方法も考えられるので.今後これらの点について検討してみたいo

前記の))一班に好l似したものに,スルノイカの肝誠をtAL'川する谷川等1)のノJ法があるが,ここで述べた僧 ･̂
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等の方R-は短柑FM･剣皮できるという)!丈に特良がある｡

b)膨潤を利Fnする方法

Flil記 2-(1)の紙袋にL⊆づき,髄酸ソーダのぷ皮に対する膨潤作用を利用する方法を検討した結果.つぎの

方法で刺皮できることが判った｡すなわち.原料を2%斬酸ソーダ溶液に15-20矧;服 拡してから捜拝し

て,灰料がql互にまさつするようにすれば皮は肉から剥離する｡この場合に任用する代作慨ソーダの浴液は原

料 1部に対して約3灘であれはよいOまた.このlI験では原料を朽芹顧ソーダ溶液に位相Hにわたって段挿し

ないで日出したが,捜押しながら浸前すれば剰皮に要する時間は著しく短縮されるであろうと考えF/れる.

なお,酪酸ソーダによる皮の膨潤は加温によって芳しく促進されるものであるから,実F耶かこは60°Cの2%

酷酸ソーダ溶液にイカを投入して蛇杵すればよい｡しかし.いずれの方法が位も実用的であるかのJ.ILについ

ては,肉の利用法または肉illrLlの変性程度にもug係するので.にわかに論議することはできないであろう

が,しかし.大皿に処理するEl的に適応するものは加配する-))一法であろうと思われるc

c)剥皮肉の性状

スルメイカの刺皮には一触こ約55-65oCの温船中で堆押するノj法が行われているので,ここでは配船を使

川する方法のほかに,ffT版の粥El分解厳素を02%浴液として使月け る前記の方法,熱掛こ数秒l川u班する

剛 Fl等-)の方法およびIn記した2%鮎酸ソーダ浴液を班川する 一̂法やで剃皮した筋合の肉質の性状,ことに
塩析溶肢に対する溶解性を比較することによって変性粒度の脚行を州癒 しようとしたのである｡因みに,こ
れらの方法で剣皮するに安した相関および加熱温度は,氾秘法 60oC-45分,群素法 30oC-32/Jl,F.T蕨ノ

ーダ法 60℃140分.鮒bltJ弧法 100oC-40秒であったO ただし,鎖溢泣酌法の場合以外はたえず据押し
た｡

(1)刺比内の水分と減批

上記の方法で剤皮したスルメイカ肉の溶解件を比較するにさきだって,刺妓過樫での減i花を知るために,

戸別lけ る襲来!TLを比較したO この嚇令には,胴肉の中央部から 3cTlltR.l_度に切鵬したスルノイカのVVJ.'を

それぞれ5倍品の水,彬兼溶液および鮒椴ソーダ溶液に投入してIiiTuLlのylく処理した｡

代表例を示すとm7表の通りである｡

第 7表 側 皮 肉 の 水 分 と 減 i請

暮 T-で剃皮したもので,会堂必1337%であった
… 刺皮過節句･の掛川空談鮎

この鮎兜にみられる放り,剣比肉の水分は69-78%であり.酵素法の場令が瓜も多く,熱溢法の場合が巌

も少ないo#川は れる年来Thは彬素姓と耐酸レーダか'lA之も多く,難敵法が最も少fj:いが,勲淑比を除けば
温湯法との問にはいずれも大益はないO

(｡)溶 解 性

前記の方法で新たに閃製した創皮肉に一定F.tの石英砂を添加して,平野の掃茄的抽出法にならって蛋白の

溶解性を同一条件の下で比較したO使用した軽妙 ユ03M KCl,009M KHZPO一,006M K,HPO一,の混

合溶液であるOただし,この場合には相互の比較をFl的としたので抽LIJ.は3剛こ止めた｡如拙液から三塩化

所持酸で沈澱するものの窒架_ULをケルダール法で求めて翫白旗袋粟とし,試料の会堂架に対する割合を求めたo
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第 8表 剥 皮 肉 の 溶 解 性

+仙 l=抗における試料肉の値
★★ 生矧勾

この結Aiから.生鮮肉を対照として各刺皮肉の柄筋性を比較すると.式自他受難恥王酵素法が最も多く,

ついでFI.t酸ソーダ法,温現法の肺にわずかずつ少なくなるが,勲港法は出も少ない｡

この紙火からみると,剥皮肉の変性は柿瀬法の助命が瓜も少なく.ついでr約倍ソーダ法.温除法の瀬に進

むものとみて差支えないと想われる｡このような比掛 ま.離解には.沢村肉の訴r'1億窒累iil'を基準にすべきで

あるが,恥L甘】原料として使用する見地からはつ三際に桁tLJ.する蛋白rrILがr!Fl雌なのであるから.上記の比較でよ

いと考える｡

要 約

スルノイカの刺皮刀法および刺皮にE対迎して基本的に_茄要と考えられる訪IrfSiについて検討を加え,つぎ

の如き結果を1.Tlたo

tll政柄からなる表皮の瓜下飼恥 すなわち,肉に接触している滞膜状の部分は,化学組成および桁解性

等の).11で肉および表皮の他の部分と火なる.

L2) このものは43-45°Cで収束話しはじめ,47-49dCで鍵田または収鰍 まはは完了するが,他ノ),抗日分解

彬素によって比較的によく分解される｡

L3)表皮の全軌iTl芹赦ソーダ溶液によって比較的によく膨潤され剥離しやすくなるが,この助命に炎皮に

存在する色素の拡散は少なく,また,肉の狭間はみられない｡

(4) これらの緋果に韮づき,ホ‡楽と筋酸ソーダを他用する2mML(姉娘法,齢酸ソ-ダ法)の刺皮法を検
討してLJl効であることを認めたo

L5)これらの)J一法と従来知られている方法とで刺皮したスルメイカ肉の性状を比較した｡すなわち,刺皮

過程中で煎出する領架!lとは彬索法と耐酸ソーダ法が比較的に多いが,他の方掛 こよる磯合と大2Y,はなく,ま
た,塩析溶液に対する略解性は他のノ1法による助命より山Wである｡

文 献

1)北林邦次,rP村邦典,首藤勝夫 (1954) 北水研報供,(ll),111
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4)岡rH 稔.多m節子 (1953) 同上,(2),29,(水産庁捕)
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スル メの皮 か ら拶 製造 の可 能 性 につ い て

中 村 邦 典 ･北 林 邦 次

Studieson thePosslbllity forExLracling G一uefrom SquidSkln

KunisukeNAKAMU7u andKunilsuguKITABAYASHI
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J: T

瓜近スルノを原料とするサキイカの製造が急速に盛んになるにつれて.剛座されるスルノの皮の処理が問

題となってきた｡

現在この皮は.肥飼料.あるいは低級な佃煮原料として少社のものが利用されているにすぎない｡従って,

皮はほとんど廃棄されることになるが,ス′L,Jの大部分のものがサキイカとして使用されている現況である

から.廃棄されるものは美大な赦卦 こ逮するものとみられる｡

嘗名等I)は,さきにスルメイカの皮の性状について検討し,コラーゲン喝采が04-05%あり,R波全受

訴の20-22%を占めることを認めた｡

本報作では,Fl;1記の括Rに眉Elして.サキイカ製かこより多もかこ廃棄される成上りゼラチソ抽州の可能性

を検討してみたのである.

1 抽出方法およびその姪ia

抽出は,77灰&机を行なった後hMJ.するプ)一法 (A法)と,TI伏木訳を行なわず,直接温海で抽出する方法
(B法)との2磯節を行なった｡

A法 .･原料には多足の汚物 (塵族,ワラ屑等)が附カしているから,済水を用いて十分に沈淋し.原料

が完全に泣る樫度のJkに投凍し,皮を#河軟化せしめる｡3時r,.1程度で完全に好況し,正量は約3倍旦とな

る｡

この好濁したものを.原料重量に対して10%に相当する生石灰を含む水に浸れする｡この場合には,枢液

が原料を十分狂うようにする｡これはコラーyソTIを軟化せしめるとともに,コラーゲン以外の蛋白乱 胎

肪耳を除去するためのものであって,普通株拶等を製する鵜が )比lo-20日間を要すもものであるが.スル

ノの皮においては5-6El間ほどで皮の色粟粒が脱落し,刺 ､挑巴をした半透明TL:好潤したものになる｡
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これを掬い上げて数回水洗いした後,洗水中で中性附近になるまで水洗する｡本実軟の際は約2日間を要

したoこれから石灰を除去するために,碓塩慨で徴酸性(p1-i56税政)とした水にuB'上した後,さらに洗水
中での批准を繰り返して石灰の完全除去を計る｡ここでは,pIIおよび塩素皿が水jtii水と同砕度になったと

ころで終了としたが,終了までに約10柑H他要した｡

石沢を除去し終ったものを金網上に掬い上げ.水切りを行なったところ,蔽初の水晒しによって膨潤した

ものの的半鼠の盃址となった.

抽出には二砥釜をJnL､るが,本実験では,ビーカーに前記の操作で得られた原料を入れ,原料垂足と的同

五と(実際には原料が完全にひたる摩LB:{･よい)の温潜をbllえてから,80ccl前後の勘桁中で哨･4ゆるやかに扱
拝しながら抽出を行なった｡この切介の抽出は50oCより始め,次mtに温度を上げて3時間後に75°Cとし,

この温度でさらに2時riiLl溶解抽出を行なったo

B法 生石灰紋に投出し,流水中でT7灰を除去する煉作を除いたはかは,^法と同一操作によった｡

2 抽出された伊液について

抽LLJ,を終えた掛 王,冷却しない中にガーゼを2枚れhた周を川いて漉過した｡この場令の破過は容易であ

り,油液はいずれもわずかに#[飼性を館びたものであったO石灰Hiをした^法のものはわずかに潤った桃色

を示したが,仰位してもほとんど沈下物はなく,また.遠心分離 (6,000RPM)によっても沈澱物は趨わ
めて僅少であった｡B法のものは濃い掲快色をした洞両液で,遠心分轄すると色米粒と恩われる袖色の沈澱

物を分捷した｡

これらはいずれも粘度の低いものであったので減旺 (40mmlig-40℃)で約 ■5ii'Lまで濃縦した｡円られた

ものは,いずれも水分約94-95% (すなわち拶分約5%l阿後)の粘桝舷で,･Id,1,弧 (251C)では液状を示し,

10℃前後に冷月け ると固化して-et)-状を宜し.A法のものは淡褐色,またB法のものは添削色を示した0

3 渉 (乾燥JI)の収JLおよび性状について

ここで紺られた濃縮拶液を液圧乾娘(3mm1-1g-20oC)したところ,A法のものは決茶杓 巴.またB法のも

のからは溝杓巴の腿を得た｡これらのもの は.何れも臭気はなく,水分合illfは約7%のものであって,原料

皮に対する乾燥捗の収丑は,抽出1回Flの幼合に.Aが20%.Bが33%であったO

この2郁炉のものについて,粘度,凄Ŷ(力等を,関東化学株式企祉魁 (施印)セラチソ｣､を対照として検

討 した O

すなわち,粘掛 iオス トワルド粘度諾1(蘇_rLi5cc)る用い,令/rl%溶掛こついて80℃で汎正し,その

せてNl'り合わせ,1昼夜同一の圧力下においた鋲.剥離の模様を検討したO

細られた結果を節1滋に示した｡

第 1表 吃 燥 月歩 の 性 状

1%軒液の
色 孤

茶 色,やや洞濁 557

褐 色.石頭 鞘 508

淡 BfCl,赦 渦 508

僻考)A 石沢ぜiした後抽目した勝
B 石沢故せずに抽川した膨
対 照 関東化学KK魁 (鵬印)ゼラチソjI
粘 LfE 1%,80oC浴液のオス トワルド軒]皮言†(5cc察)による沸下砂時
援荊カ スライドグラスを月JL､ての接ŷJの原皮

この結果にみられる遜り,粘瓜はAの方法で得られたものが他の二者に比較してやや煙れ,Bのプア法で糾

られたものと対照物はほとんどFiJ-の粘度を示した｡他-JJ,接JJ'-力は^,B法ともに対照に比しやや倭さる



101

ようであった｡

考 ♯

本災掛 こおいてIi,原料であるス′= の皮に対する乾煉捗の収血 ま2-35%程度で･他の卯 )l叱 比較し

非常に少なかった｡しかし,スルノイカ皮のコラーゲン窒素鼠r)J:り概略の換算をすれば･スルノの政は約

14-15%のコラーゲ･/を含有する｡さきに著･占守事Jがイルカ土かこついて行なった例では･原料拶fは の約74

%を抽出できることを認め-Cいる.従って,抽出)]法にさらに検討を加えることに上って増収の可能性があ

ると々えられる｡例えは.今回は抽川捜作を1回に止めたが,これをさらに錬り返すか･あるいはイ欣故の

plfi司にJf鹿を加えるtL:t･抽出条件を再険討することに上り.11特車の輔人を計ることがIj煉 ると考えられるC

乾燥した拶およびその軒掛 i無臭で良品であるが.色は'lJ一板されている製晶に比較してやや妨っていた｡

これは抽出過程で漂白等の処理を施すことによっで淡色の製品を柑ることがHl来るであろう｡

n;の粘度,接着力等lこついては,概略の実験より班hHl来なかったが･rhJ坂の晶に劣ることなく･むしろ

良好な:拙柴を得ている｡また,今回の実験では,抽H･.時の添加沿丑を原料と同丑程度加えて抽出を行なった

那.抽出直後のか ま粘政が低く.低温においても固化しなかった○排液を長時間高温{･加温することは製品

の晶Flを落す!)▲)結果を招いて好ましくない/.'iよりみて.今回の実掛こおける抽出時の添加瀞最は多丑にす

ぎたきらいがある｡この点について吟味した鮭火,これのyE-3iの離塩で十分抽出可能なことを認めてい
る｡

スルノの皮よりの拶魁か 1,他の獣捗辞!)の壌合に比較して,イ了択机の期l;'Llが糎 かくてすみ,捗の剛 1.ち

比較的に容易であるとともに.3L過守の操作も簡単であることが特長である｡

事 的

サキイカ魁Riの際に鹿果されるスルメの皮のJll)H法として描魁迫の可能性を検附して,つぎのような結梨
を糾た｡

(11皮からの勝の抽Jll.恥滋は･iT経である｡この切合.イ]'灰淡等の駒勉矧 i比較的に容易であり,また拶の

抽出も解場である｡

L2)皮の色窯はTl'既訳の工税で除去できるので,Bal製逝の肺'L=如こならない｡

(31スルノ皮より紛られた捗は特臭がなく,粘臥 接BJ)のJ.JェでIだ販晶に劣らない｡
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